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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。














　もくじ









第一章　飴色の平日の朝

第二章　闇色の玉城家の底

第三章　灰色の二人のすれ違い

第四章　空色の前世の憎悪

第五章　桜色の少女の頰

第六章　黒色の彼女の髪

第七章　イチゴ色の禁区の中

第八章　七色の二人の未来

第九章　白色の判決の果て

終章　ピンク色の……






あとがき











　第一章　飴色の平日の朝







　人間っていうのは自分の理解が及およばないものに恐きよう怖ふを感じる。孫そん子しの兵法だかにも相手と自分を知ればいつでも勝てるだろうなんていう言葉があることからも、それはよく分かる。さて、何で俺が今、こんなことを感じているのか。

　今の俺は目を瞑つぶって寝ねている状態で、寝ね相ぞうが悪くなければ実家のベッドの上のはずだ。時刻は朝だろう、瞼まぶたに遮さえぎられる視界がいくらか明るく感じられ熱もある。意識はあるのだが少しまどろみというか、夢と現実の間のような浮ふ遊ゆう感の中、何かいつもと違ちがうものを感じていた。それは俺の腹の上に何かが乗っかっている感かん触しよく。その感触は軽く柔やわらかい、ごく小さいものだが全く正体に思い当たるものがない。ただ、何ていうか、良いい匂においが鼻に届いていて、それはどこかで嗅かいだような、懐なつかしさがある香かおり。何だったっけ。

「むう」

　突とつ然ぜん、腹に乗っている柔らかいものが連続的な圧力を加えてくる。あれだ、跳はねてる感じ。何だろう、何が乗ってるんだ、凄すごく怖こわいんだけど。まあ、頭かしら文も字じＧの黒い奴やつじゃないのは確かだから、幾いく分ぶん安心だが。というか、先ほどからその圧力が段々強く、間かん隔かくも狭せばまって。

「う、うげ、げ」

　変な声を押し出しながら目を開く。日の光に眩まぶしさを感じながらも何とか腹の方に焦しよう点てんを合わせると。

「あ、起きた」

「……あの、亜あ美みさん。何なに故ゆえに俺の身体からだを踏ふんでいるんですか？」

　そこに見えた光景。ベッド横の窓辺から燦さん々さんと日光が降り注ぐ中、春用のゴスロリを着込む彼女は白いふりふりのソックスの足で掛かけ布ぶ団とんが落ちた俺の腹をなぜかぐりぐりと踏みつけていた。

「いや、起きないから」

「待て、亜美。それちょっとおかしいんじゃないか。普ふ通つう起きなかったら、こう優やさしく丁てい寧ねいに」

「優しく丁寧に踏んでる」

「いや、そうじゃなくてだな。優しく丁寧に耳元で、ご主人様、起きてください、起きてご主人様特製の濃のう厚こうミルぐっはっ？」

　唐とう突とつに亜美が左足でジャンプすると、踏みつけていた右足を勢い良く俺の腹に叩たたきつけて来た。亜美が華か麗れいにベッドから飛び降りると同時に俺は身体をくの字に曲げ、突発的に飛び出した腹の空気を取り戻もどすように短い息を繰くり返す。

「起きた？」

「……はい、起きました」

　何事も無かったかのように、桜色の唇くちびるをほころばせて微笑ほほえむ亜美。しかし、目が笑っていない恐怖が俺の背筋を寒くする。とりあえず痛みが引いてきた腹を擦さすりながらベッドの上に座りなおし。

「出来れば起こす行こう為いをもう少し工く夫ふうしてください」

「いや、ちょっと前に蹴けって起こした時にそう言われて足踏みに変えたんだけど」

　……何でそんな選せん択たくしたんですか、貴女あなたは、というか足技わざ限定なんですか。亜美はその茶色がかった髪かみをかきあげながら少し不ふ機き嫌げんそうに鼻の辺りに手をやるや否いなや。

「ところでさ、正まさ樹き、ちゃんと部屋掃そう除じしてる？　何か、臭におうよ？」

「え、そうか？」

「うん、何か、青あお臭くさいっていうか、生臭いっていうか、変な臭いする」

　……ふっと俺の頭にあるものが思い浮うかび。

「あ、あははは、そうか、悪い、悪いな」

　俺は出来るだけ普通そうに笑いながらベッドの近くの、そして南側の窓を開放する。いや、まあ若い男子にはそういうこともあるのさ、ほぼ日常的に。ただ、そんなこと説明できない、したら殴なぐられる。亜美からは不ふ審しんそうな視線がちくちくと痛いんですけど。

「あ、そ、そう。何でお前ここに居るんだよ。もしかして自分でやっと娘むすめキャラを自覚して、甲斐かい甲斐がいしく寝起きを襲おそおうと」

「いや、娘じゃないし。というか聞いてないの？」

　え、何、その部長にはアポ取ってるって受付嬢じように断固言い張る営業さんみたいな顔。って、寝起き襲う云うん々ぬんはスルーなんですね。窓から吹ふく風が寒々しいですね。

「俺、デリヘルのお嬢さん呼んだ覚えは」

「正樹、まだ起きてないの、殴るよ？」

「ま、待て。もう起きてるから、ただの冗じよう談だんだから、拳こぶしを見せるな……ともかく俺は何も聞いていないって」

「ゴールデンウィークの最初の日、私を朝から預かってっておばさんとかから言われてない？」

　ゴールデンウィーク……あれ、そういえば。

「言われた……気もする」

　確か、亜美の両親共に地方に出張しなきゃならないらしく、その上俺の両親は既すでに計画していた旅行に出かけるとかで俺に亜美の朝ごはんとかをよろしくとか、そういうのを言っていた。

「ほら、やっぱり。せっかく朝ごはん作ってもらえるかと思ったのに私が作る羽目になって……どっちが預かってるのか分からないじゃない」

「むう、すまん。完全に忘れてた、寝過ごしたか。今、何時だ」

　以前から亜美を一日預かるということは何度かあったが、亜美は決して俺を起こしに来たりはしない。どうやら俺の部屋は臭くて嫌いやであるらしいのだが、そんな亜美がこうして起こしに来るぐらいだ。昨日はちょっと玉たま城しろ家の資料を漁あさっていたから寝ねるのも遅おそく、疾とうに十二時ぐらいにはなって。

「えっと、七時」

「……あれ、聞き違ちがいか。七時って聞こえちまった。そうか、十七時か、俺も良く寝たなぁ」

「いや、朝の、七時。ほら朝日がまぶしいでしょ」

　と窓の方を指差す亜美。俺は彼女のすまし顔を少しの間見つめて、ふっと微笑んでやった。そして彼女も俺に合わせるように微笑むと同時に。

「おやすみ」

「ちょっとっ？」

　掛かけ布ぶ団とんを手た繰ぐり寄せ、頭から被かぶる。しかし亜美が奪うばい去るように布団を取り上げてしまい、仕方なく亜美に正対し。

「あのな、亜美。夏休み前とかに言われなかったか、遊びに行く時は十時以降にしましょうって」

「え、あ、まあ言われたけどさ。その、正樹遅いんだもん」

「七時は早いだろうが。一いつ般ぱん常識として」

「そ、そうかもしれないけど……と、ところで何か私、変わってない？」

　苦い顔をしていた亜美はぱっと腕うでを開いて、ショーケースに並ぶ仏蘭西フランス人形のように立つ。何だ、いきなりこいつ、変わったとこって言われても。

「何もないだろ」

「よく、よく見てよ」

　さらさらとした茶色の髪。手て触ざわりの良さそうなつきたての餅もちのようなほっぺは少しピンク色で、大きな瞳ひとみは俺に見られているのが恥はずかしいのかきょろきょろと忙せわしない。着ている服も特に新しく買ったやつじゃなくて前からあるやつだし、髪を切った様子もない。アクセサリー関係も目新しいのはないし、口紅もつけてないしなぁ。身長も伸のびた形けい跡せきなし……残るは。

「体重増えたとか？」

　全然そういう風に見えないけど。という俺の予測は当たったようで亜美は不機嫌そうに顔を歪ゆがめ。

「そ、そんなわけないでしょ。あ、でも、そう、ね。副次的には、そうかも」

「何だそりゃ。というか、全く分からないんだが」

「よ、よく見てよ、ほら、ここら辺」

　と亜美は言うなり、無い胸を張り、上半身を指差す。でも、凝ぎよう視ししてみても全く分からず俺は諦あきらめるように。

「ごめん、全然分からねえ」

「なっ」

　亜美は不本意だと言わんばかりの声を出すや否いなや顔を固め、不ふ機き嫌げんそうに俺を上うわ目め遣づかいで見てくる。いや、お嬢さん、そんな視線されても全然分からないんだよ。すると亜美はふうっとため息を吐ついて。

「ブラ、買ってもらったの」

　と言った。

　途と端たん、沈ちん黙もくが部屋中に広がり、二階であるこの部屋の窓の外から聞こえるスズメのさえずりが耳に痛いほど響ひびいてくる。俺は何とか亜美の言葉を理解しようと努めたがどうにも処理能力が追いつかず。

「えっと、何を仰おつしやりました、お嬢さん」

「だ、だから、ブラジャー、買ってもらったの。お母さんに」

　恥かしいのか赤く染まった顔をこちらから背そむけるようにして。亜美はもじもじと身体からだを動かし、ちらちらと床ゆかやら壁かべやら窓やらを見て視線を定まらせない。俺はそんな可愛かわいらしい行動をするお嬢じようさんに微笑ほほえみかけると、溜ため込んでいた力を爆ばく発はつさせた。

「噓うそつけっ」

　途端、外の電線に留まっていたスズメたちが一いつ斉せいに飛び立ち、亜美もびくっと身体を強こわばらせる。しかし亜美は直すぐに口を開き。

「う、噓じゃない。本当に着けてるのっ」

「良いいか、亜美。ブラジャーというのはだな、女性の大きくなった胸の形を整えるために着けるのであって、無い胸にそんなものは無用なんだよ。猫ねこに小判、豚ぶたに真しん珠じゆなんだよ」

「だからっ、胸が大きくなったって言ってるの」

「どこをどう見れば大きくなったんだよ。何も変わってないじゃねえか」

「もう着けても良いぐらいにはなったの」

「ええい、まだ言うか、この噓つき娘むすめは。閻えん魔まに舌を抜ぬかれるんだぞ」

「噓言ってないっ」

「じゃあ証しよう拠こ見せてみろ」

　俺は言うなり亜美の肩かたへと手を伸ばす。しかし。

「さ、触さわるなっ」

　拳こぶしが俺の腹へと炸さく裂れつした。堪たまらず、俺はベッドの上で腹を押さえながらのたうちまわり、何とか痛みが引いてくると、頭の方も大分冷静になってきて。

「オーケー、マドモアゼル。ここはクールに、クールに行こうぜ、ボンジョルノ」

「色んな言語混ざってる時点で冷静じゃない気もするけど」

　従妹いとこのツッコミなんて聞こえない。

「全く、強ごう情じような……噓だと認めれば、気が軽くなるぞ」

「噓じゃないって言ってるでしょうが」

　不機嫌オーラ丸出しで言い張る従妹のお嬢さん。でも、こうしてベッドから立ち上がって横から見ても全く膨ふくらんでないんだけど……そう思ったとき、不意にあることが頭に浮うかび。

「ああ、なるほど」

　と呟つぶやいた。

「あ、わ、分かった？」

　嬉うれしそうに頭に両手を置いてセクシーポーズらしき格好をする亜美。だが、俺は亜美にため息を吐いて。

「風の噂うわさで聞いたんだが、世の中にはＡの下であるＡＡがあり、またそれより下である最下層にＡＡＡというカップサイズが」

「死ねぇぇぇ！」

　彼女が少しの助走距きよ離りを走って飛び上がる。その美しいほどに鮮あざやかな飛び蹴げりを避よける間もなく頭に受け、そのままベッドへと倒たおれこんでいく。あ、このまま寝ねてしまえば二度寝出来るんじゃないか、なんていう平和な考えをしながら、今日の一日は始まろうとしていた。







「あのぉ、亜美さん。ジュースでもいかがですか？」

「要いらない」

「で、では、イチゴミルクキャンディーでも」

「今、おなか一いつ杯ぱい」

「じゃあ、肩でもお揉もみ」

「近寄るな」

　社務所に備え付けられた居住区。その中の元々は寝しん室しつとしても成り立つ畳たたみが敷しき詰つめられた居間。そこにあるテレビでレーシングゲームをしながら青いクッションを傍かたわらに置いて座り込んでいる茶色い髪かみのお嬢さんは、朝の出来事が不服だったのだろう、朝食後にこちらに移動してからというもの俺の問いかけに素っ気無く答えるばかり。何とかご機嫌でも取ろうと色々なモノで釣つってみるが全く効果なし。いや、俺が悪い事は全然ないはずなんだ、このお嬢さんが強情に噓を通そうとするのが悪いだけなんだ……ただ、このまま不機嫌でいられるのは預かる身であるこちらとしてもやりにくいし、叔母おばさんにばれたりしたらお叱しかりを受けてしまう。でも、亜美のブラ発言が気になるのも確かなので真しん偽ぎを確かめるべく様子を窺うかがっているんだが。

　操作する赤い車がカーブを曲がるのに合わせて自身も身体を傾かたむける亜美の後ろにそっと座り込む。そのまま彼女が左に傾くのを見ていると。

「って、正樹。お仕事して、お仕事。後ろに居ないでよ、気が散る」

　ヘアピンカーブに差し掛かかり、柳やなぎのように髪の毛が垂れて畳に付こうかというほど傾く。

「いや、季節的にもこんな時間には誰も来ないっての。誰かさんのおかげで」

　途と端たん、うっという声と共に亜美の操作する車がカーブで曲がりきれずコースアウトしてしまう。だが、直すぐに立て直し、順位をいくらか下げながらも復帰した。何というか、分かりやすい。もしかすると自分でも、早く起こしすぎたのは悪いとか思ってるのかもしれない。

「ああ、暇ひまだな。こんな早い時間に社務所開けても意味ないんだけどな」

「知らないわよ、そんなの」

　カーブでコース取りに失敗し、順位を一つ下げた。

「世間はゴールデンウィークで騒さわいでいるというのに、俺はこんな人ひと気けの無い神社で不機嫌な従妹と一日を過ごさなきゃならないなんて」

「そ、そんなこと言われたって正樹が」

　無理やり抜ぬこうとした先行車両のリアにぶつかり、その隙すきに後続に抜かれた。

「ブラジャー買ったなんて噓うそ言うような娘むすめに育てた覚えはないんだけど」

「だから、噓じゃないって言ってるの、それに人を勝手に娘にしないで」

「だから証しよう拠こを」

「見せれるわけないでしょっ、馬ば鹿かっ」

　後ろ姿でも顔を真っ赤にさせているのが分かるほどの怒ど声せい。ゲームにもその影えい響きようが出ているのか、髪をなびかせながらカーブで先行車を無理やり抜かしに掛かる。ふわりふわりと靡なびく度たびにシャンプーの匂においがほのかに香かおってきた。ううん、こんなに言い張るということは本当なんだろうか、いや、まさかなぁ。まあ亜美の言うように確かめるなんて出来ないし、これ以上言っても益ます々ますこいつの機嫌が悪くなるだけか。

「まあ、良いいや。とりあえず十時ぐらいまで寝るから起こしてくれよ」

　それまでのうちに亜美の機嫌も少しは直るだろう。そう思って亜美の横に置いてある青いクッションに手を伸のばすと。

「あれ？」

　なぜかいきなり亜美に持っていかれたんですけど。

「あのぉ、亜美さん。クッション」

「ここで寝ないでよ。正樹、いびきうるさいし寝ね相ぞう悪いからゲームに集中できない」

「え、そうなのか？」

　聞くと慌あわてたようにゲームを一いつ旦たんポーズにして。

「あ、あれよ、今日起こしに来たら、そう感じたから」

　ふむ、流石さすがに寝ている間はどうなってるか分からない。そういえば、今日も起きた時に布団を落としてたからな。

「まあ、それはどうにもならないが。それでもここは一応、俺の神社なんだから俺が好きなように」

「何よ、朝食作ってもらって朝も起こしてもらっておいて。どっちが預かってるのよ、どっちが」

「それは、謝っただろうが。ともかく貸せ、枕まくらになりそうなのそれぐらいしかないんだよ」

　亜美の前に手を伸ばしクッションを摑つかもうとする。刹せつ那な、亜美に手をはたかれ、痛みに手を引っ込めると。

「ここで寝るなって言ってんのよ。絶対渡わたさないからっ」

　言うなり、彼女はクッションを押さえ込むように下にしてうつ伏ぶせに寝転ぶ。そのままこちらを向き、べっと舌を出して、あかんべえをしてきた。くそ、こいつ、こっちが機嫌でも取ってやろうと下手に出てりゃ、良い気になりやがって……全然下手に出てない事実を認にん識しきするのは不利益で非生産的なため考える訳ありません。

「くっ、絶対ここで寝てやる」

　ちなみに社務所のソファーで寝るとか枕なしで寝るとかそういう選せん択たくもあるにはあるが、ここまで真っ向から挑ちよう戦せん状を叩たたきつけられたのでは俺の腹の虫がおさまらない。だが、残念ながら亜美の戦せん闘とう力には敵かなわないのも確かだ。本気を出せば何とでもなるだろうが、それは男としてちょっと。ということで何か亜美が嫌いやがることで仕返しせねば……ふと、頭に大宇宙規模で最低な従兄いとこ、カズン・オブ・スーパーノヴァの称しよう号ごうを手に入れたという文章が思いついたが気にしていられない。

　そんな俺など知らんぷりで足をぱたぱたと動かしながらゲームに勤いそしむ亜美。こうして亜美の身体からだを眺ながめていると、この華きや奢しやなボディのどこにあのような殺人的攻こう撃げき力があるのか不思議で仕方がない。あの腰こしなんて薄うすくて細くて……

「ふっふっふ」

「な、何よ、いきなり」

　突とつ然ぜんの俺の笑いに亜美が不ふ審しん人物を見る目でこちらに振ふり向く。俺はそんな視線を気にせず、笑えみを湛たたえたまま四つんばいで近づく。

「な、何、何、何なにっ？」

「亜美、クッション渡してくれないんだな」

　確かめるように聞くと、亜美は怯おびえながらも頷うなずく。俺は彼女の行動に、そうかと応こたえ。

「じゃあ、仕方ない」

「仕方ないって、えっ？」

　勢いをつけて亜美に覆おおいかぶさった。

「や、やだっ」

　亜美が身体を強こわばらせ目をぎゅっと瞑つぶるのを横目に俺は彼女の細い腰に頭を近づかせ、そして。

「おやすみ」

　上から見てＴ字になるような格好で、彼女の腰を枕に寝転んだ。

「……え？」

　亜美の顔がくいっとこちらに向く。こっちも視線を合わせると、その顔は驚おどろきのソレだった。しかし、直後にかっと化学反応のように真っ赤になると。

「ちょ、っと。何、何してんのよ、離はなれて、変態っ」

　突然頭が上下に跳はねる。どうやら亜美が嫌がって腰を使って俺を離そうとしているようだけど、慣れない動きのためか大して揺ゆれておらず逆に眠ねむ気けが襲おそってくるほど。

「良い腰遣づかいだね、お嬢じようさん」

「変な事言ってないで、離れろぉ」

　なおも亜美は俺を振り落とそうとするが、俺としてもここで引き下がるわけにはいかない。ここで食い下がれば食い下がるほど社会的地位が直ちよつ滑かつ降こうで落ちていくのは仕方ない犠ぎ牲せいだ。

「亜美。お前の腰、薄いようで意外と柔やわらかいから寝ね心ごこ地ち良いぞ」

「そんなの嬉うれしくないっ。早く腰から離れてぇ！」

「まあまあ、落ち着け」

　そう言いながら彼女の背筋をすうっとなぞってみた。途と中ちゆう、何かに指が引っ掛かかったな、と思った瞬しゆん間かんに。

「ひゃあぁぁっ？」

「ぐあっ？」

　亜美の拳こぶしが顔面に迫せまり直ちよく撃げき。鼻っ柱を押さえながら彼女を見ると、怒いかりに燃えた顔が俺を睨にらみつけている。

「早くどいてよ、馬ば鹿かっ」

「じゃあクッション返してくれよ」

「だからここで寝るなって言ってるでしょうが」

「ぐう」

「寝たふりするなっ」

　怒ど声せいに構わず目を瞑り、亜美の腰の上下に耐たえる。そのまま何十秒か格かく闘とうしていると亜美はくたびれたのか、諦あきらめたのか、いきなり揺れが止やんだ。

「はあ」

　聞こえてくるため息。間かん髪はつ入れずにぽんぽんと俺の頭を軽くはたくような衝しよう撃げきが来た。

「何時ぐらいに起こせば良いいの？」

「むう……十時ぐらい」

「はいはい」

　スタート画面に戻もどったのか、レーシングゲームのオープニング曲が聞こえてくる。それを聞きながら、ふと枕まくらにしている彼女に響ひびかせるように。
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「ごめん、ありがと」

「良いよ、別に。あんまりお尻しりとか触さわらないでよ。よだれも駄だ目め」

「触るほど無いくせに」

　さらっと隣となりにある彼女のソレを撫なでてみた。途と端たん、空手チョップが俺の頭に炸さく裂れつし、痛みで悶もん絶ぜつするように患かん部ぶを手で押さえる。

「触るなって言ったでしょうが……殺しちゃうよ？」

　そ、そんな可愛かわいい声で言われましても恐きよう怖ふは募つのるばかりですよ。そんなことを思っている俺に亜美は一言、おやすみと言うなり黙だまってしまい、ゲームのＢＧＭがにぎやかになる。それを聞きながら、少し身じろぎしてあることを考える。

　さっき悪戯いたずらで亜美の背筋をなぞったが、やっぱりあの引っ掛かったの……ブラジャー、だよな。ちょっと触っただけだから確証はないけど、あんな感かん触しよく、キャミソールとかじゃないのは俺でも分かるし。それを考えるうちに、もやもやした何か霧きりみたいなものが胸の中にたまる感覚が襲ってくる……何だろ、これ。言うなれば、大きくなった子供が酒飲み過ぎて吐はいたとかいう話を微笑ほほえましく聞く親の感かん慨がい深さ、もしくは一瞬でも自分に焦しよう燥そう感かんを抱いだかせた弟で子しを見守る師し匠しようの嬉しさ、もしくは子分だと思っていた同級生が数年後に札付きのワルを引き連れているのを見て驚く弱小ヤンキーの恐怖、もしくは……って、少しずつ喩たとえが微び妙みようになってきたな、流石さすがに語ご彙いの少ない俺ではここが限度か。ともかく、そういう感じ、そういう方向の感情が胸の中で目立ってくる。

　まあ亜美も今年で十二歳、小学校六年だからな。俺が子供の頃ころもそれぐらいの時期には大たい抵ていの女の子がブラジャーをしていた記き憶おくがある。あ、いや、別にじっと観察してたとかそんな犯罪チックなことはしてませんよ、ただ夏がいけないのです、夏のあの暑い日差しに焼かれ仕方なく出てくる汗あせが彼女たちのシャツを濡ぬらし透すかせているだけなんです。つまり、これは天災というべきものであり、じゃなくて、何でこんなに言い訳くさくなったんだ。多分日頃の行いなんだろうな、と思うけど。

　少し横を向き、彼女の腰こしに顔を近づけてみると、砂糖菓が子しに顔を埋うずめるような甘いふわっとした香かおりが俺を包み込んでいく。こまや美み代よさんもそうだけど、何で女の子って、こう良い匂においがするんだろう。シャンプーとかボディシャンプーとかそんなものが原因なんだろうけど、どうにも不思議でならない。まあ、眠ねむくなってきた今となっては、何でも睡すい魔まへと繫つながっていくだけだからどうでも良いんだ……けど。拍はく車しやを掛かけるように枕の高さ、つまり亜美の腰の厚さが丁度良いし、柔らかさも申し分ない。このまま、とける、ように、して………………

　ふと、何か聞こえた。

「うん？」

　ゆっくり目を開く。そこには黒い布が見え、飴あめ色いろな匂いが鼻を掠かすめる。途端、亜美だと分かった時、ゆっくりと体温のこもる亜美の腰から頭を上げ起き上がってみる。そのまま亜美を見てみると、彼女はコントローラを握にぎったままか細い肩かたを上下させ、静かな寝ね息いきを立てていた。青いクッションは彼女の両りよう腕うでをカバーするように下した敷じきになっており、テレビ画面にはコースセレクトのまま止まっているゲームの映像が流れている。

「割と寝てたんだな、一瞬しか寝てない気分だけど」

　携けい帯たい電話を確かく認にんすると、時刻は九時半過ぎ。一時間半は寝てた計算か。それにしても、と思いながら眠りこけている亜美を見つめる。起こしてって言ったのは俺の我わが儘ままだから寝ちゃうのは良いんだけど、風邪かぜ引くからタオルケットでも何でも羽織れば……ああ、そうか、俺が腰に乗ってたからか。別に移動させれば良いものを……

「風邪引くなよ」

　この居間は元々寝しん室しつ用であるため、押入れには三組ほどの布団と毛布、タオルケットなどが常備されていて、今はこまに見つからないように俺のお宝も隠かくしているので、少しいつもより中は狭せまく感じられる。その中から昼寝用の水色のタオルケットを出してきて、ゆっくりと亜美へと被かぶせた。少しううんとか言いながら身じろぎしたが、起きる気配はない。

　居間から出てダイニングへと行くと、チャイム音が耳に届く。裏口のソレだと分かった俺は出来るだけ音を立てないように引き戸を開けて廊ろう下かへと出て、社務所の方向とは逆の方向の扉とびらへと向かった。

「あ、正樹さん。居たんですね」

　この頃よく聞く女性の声。どこか意志が稀き薄はくそうな顔立ちながらその瞳ひとみには力が満ち、俺と同じ水色袴ばかまをまとった深窓の令れい嬢じようなんかに間ま違ちがえられそうな華きや奢しやな印象の強い体つきながらもなかなかに豊満な胸部を持っていらっしゃる女性。あの爺じいさん、もとい長おさの孫まご娘むすめだというのがいまだに信じられない方。

「美代さん？」

　そう呼ぶと嬉うれしそうに、にこっと微笑み。

「社務所真っ暗で居ないのかなってちょっと心配しました。居て良かったです」

「……何となく、こういうパターンがこの頃続いているのは俺の気のせい？」

「そ、そんな嫌いやな顔しないで聞いてくださいよ、師匠」

「こういうときだけ師匠って呼んでくれるんだね」

　呆あきれるようにため息を吐きながら、どうぞと声を掛かけると、またにこっと微笑んで慣れた様子で中に入っていく。そして迷い無く先ほど俺が出てきた引き戸に入ろうとしたところで。

「あ、美代さん。悪い、社務所の方で話してくれないか」

「え、犬いぬ神がみさんでもいらっしゃるんですか？」

「いや、そのオリジナルの亜美が寝てるんだ。寝かせてやってくれ」

　俺がそう言うと、美代さんは目を見開いた。そして、ぽっと顔を染めると、含ふくみがありそうな顔で。

「もしかして、襲おそって縛しばって口くち塞ふさがれ、きゃああっ？」

「人を鬼き畜ちく見る目で見ない、嬉しそうに悲鳴出さない。襲うわけないだろ、ただ寝てるだけだよっ」

　空手チョップで美代さんの頭を叩たたく。痛がりながら、そうですよね、なんて呟つぶやきながらすたすたと社務所へと繫がる廊下を進んでいく。俺の気のせいだろうか、この頃、少しずつ我が婚こん約やく者しやに似てきてるんだよな……まあ、あの事件以来、亜美、こま、美代さんの三人で遊びに行くとかっていうのも聞いた事あるし、こまの性格が空気感染しているのかもしれない。あれ、少し背筋が寒くなったのはなぜだ。

　ちなみに犬神というのは、あるきっかけで出会った亜美そっくりの犬神で、時々暇ひまつぶしにこの社務所を荒あらしに来るブラックリストレベルの動物の神である。彼女に荒らされた後は大変なのだが、中に入れないと亜美やこまにちくるという高等スキルを持ってるから逆らえない。

　社務所へと移り、美代さんと応接用のソファーでテーブルを中心に対たい峙じする。そして、そこから二人の蜜みつ月げつが始ま……って欲しいのだが、そんなムードのあるものではない。

　美代さんは普ふ段だんは高校生で休日だけ神主の社務をこなすのだが、以前に神社の収支が合わないという問題が起き、俺に相談してきた。心惑まどいの一件以来親交がある美代さんのためだと思って俺が確かめてみると、単なる計算間違いというオチがあった。だが、このオチを俺が見つけてしまったのが悪かった。それ以来、小さな問題や社務での愚ぐ痴ち、果てには学校の悩なやみなども打ち明けられ、いつの間にか俺の社務所は美代さん相談室へと変へん貌ぼうしてしまった。

　今日も今日とて、美代さんの神社の神み子この男性がよく居い眠ねむりをするとかいう問題を事細かに話しているようで、俺はそれを右から左に聞き流しながら欠伸あくびをした。

「何度も何度も居眠りは駄だ目めって言って……ちょっと正樹さん、聞いてますかっ？」

「あ、ああ。聞いてる聞いてる」

　別に俺も鬼おにじゃない。社務で分からない事で教えてあげられるものは教えるし、調べてやれることは調べてやっても良いい。だけど、神子の居眠りをどうすれば良いかなんて言われても俺にはどうすることも出来ないし、何も言えない。まあ、美代さんには玉城家の資料を集めるのに借りを作ったから無む下げには出来ないのは確かなので、とりあえず。

「まあ、あれだ、美代さん。そういうのは怠たい慢まんだと叱しかったりするより、懐かい柔じゆうするのが一番だ」

「怪かい獣じゆう？　ガオーって？」

　いや、そのかいじゅうじゃありません。

「えっと、手て懐なずけるってこと。その彼が眠りそうな時にコーヒーでもお茶でも淹いれてやるとか、差し入れでもしてやって。よし、美代さんのために頑がん張ばるぞって思わせるのが良いんじゃない？」

「むう……そうですか？」

　不満げであったが、この話はもう良いですと言うなり、その後多くの悩みや相談を話された。とりあえず適当に受け答えをしているうちにいつの間にか社務所の時計は十一時を回り、何でここまでこの子は話すことがあるのかと欠伸をしようとした時。

「そういえば、正樹さんの三角関係ってどうなってます？」

「がはっ？」

　誤って唾つばを飲み込み、むせてしまった。

「な、何言い出しやがる、人を昼ドラの主人公みたくしてんじゃねえ」

「あら、正樹さん、知らないんですか。この頃ごろは三角関係じゃ古いんですよ？」

「何で普段昼ドラ見れない君がそんなこと知ってるのかは突つっ込まないでおく。というか、前にもそういうの言ってたけど、俺なんかにそういうのはないっての」

「えええ、でも、こまさんっていう婚約者居るのに、亜美ちゃんをいつも傍そばに置いてるし。怪あやしいですよ、修しゆ羅ら場ばな匂においがします」

「しないしない。というか、亜美は従妹いとこだっての。しかも、恋こいだの愛だの言える歳としかよ」

「ふむ……だそうですが、亜美ちゃん、どうですか？」

　不意に美代さんはドアへと視線を移す。俺もそれを追いかけて振ふり返ってみると、そこには少しぴょんっと髪かみに寝ね癖ぐせがついた亜美の姿。あれ、いつの間にと思った刹せつ那な。

「そうだよ。違うよ、美代さん。私は愛人じゃない、ご主人様、かっこ正樹かっこ閉じる、のただの性の奴ど隷れいよ……」

　とんでもないこと口走ったのはなぜですかぁぁぁぁっ。

「ちょい待て、何言って、そこ、嬉うれしそうに悲鳴上げないっ」

　きゃあと悲鳴を出しながら口元を両手で押さえる美代さんを指差す。

「弱みを握にぎられたのがいけなかったの、従兄だからって安心してたのが駄目だったの。私が嫌きらいなのを知ってて、ご主人様は嫌いやがる私の口に赤黒くて生なま臭ぐさいソレを次々と」

　悲ひ壮そう感漂ただよう表情で口元を押さえ、よろっとよろめいてみせる亜美。その表情に少し呆ぼう然ぜんとしてしまっていると美代さんはソファーから立ち上がり亜美に近寄り。

「酷ひどいことをされたのね、この幼く可愛かわいらしい口に」

「うん……美味おいしいだろ、美味しいだろって、吐はき出したくても飲み込むまで許してくれなくて。私、あんなこと初めてだったのに。それなのにお母さんやお父さんの前で……うう」

「な、何て酷い。酷すぎるっ」

「待て、待て待て待てっ。それ、マグロ、マグロの刺さし身みだからっ。俺がお前にマグロの刺身を無理やり食べさせた話だろ、誤解されるような言い方をするな」

　途と端たん、沈ちん黙もく。そしてなぜか亜美からじとっとした視線を浴びせられるのはなぜですか。と思っていると、亜美は瞬しゆん時じに美代さんに視線を移して。

「じゃあ美代さん、あっちでレーシングゲームしない？　正樹が相手だといつも負けてつまんないからさ。練習相手になって」

「あ、私も割と得意なんですよ、何せ兄弟に男が多いのでそういうゲームばっかですから」

「あ、あの、お二人さん」

「ん、何、鬼き畜ちくご主人様？」

「だ、誰だれがだ。というか、何だ今の寸劇は」

「だから、正樹が普段私にしてることを事細かに説明して三角関係ではなく主従関係であると」

「してないだろうがっ」

「はいはい、そうね、途中で無ぶ粋すいにも話止めちゃうような意い気く地じなしの正樹はそんなこと出来ないだろうし。それはともかく、お茶お願い、居間に居るから」

「何で俺がそんなこと。こっちが出してもらいたいぐらいだ、慰い謝しや料りように」

「えええ、良いのかなぁ。さっきの話、魚っていうことを伏ふせて、こまさんに話したらどうなるんだろうね？」

　な、なんて嬉しそうな笑え顔がおをしやがる、こいつ。だが、俺は考えられる惨さん劇げきを計算した結果、ここでどういう行動を取るべきかを選せん択たくした。

「了りよう解かいしました、お嬢じよう様さま。インスタントという名前はついていますが、お紅茶を誠心誠意淹れさせて頂きます。どうぞ居間の方でお待ちください」

　ソファーから立ち上がり、お抱かかえの執しつ事じの如ごとく亜美にお辞じ儀ぎすると。

「ふふ、ありがと、ご主人様」

　満足げに微笑ほほえむ。くっ、いつもと同じ笑顔でも今日のは憎にく々にくしい他ほかない。そんな俺の気持ちなど到とう底てい分かっていないだろう二人のお嬢さんがすたすたと奥へと歩いていくのを見送り、仕方ない、紅茶を淹いれるかと俺もキッチンへ行こうと奥へ進むと。

「あ、そうそう」

　がらがらっと引き戸を開けて居間に行く美代さんと違ちがい、まるで何か待っているかのように廊ろう下かに立っていた亜美はくるっと振り返って。

「何だよ、刺身のことは謝らないぞ、お前がどれだけ嫌だったとしても。好き嫌いは良くないんだからな。あんなに恨うらみ買ってたとは知らなかったが」

「それは別に何ともないんだけど……その」

　じゃあ、あんな復ふく讐しゆうはしないでください、お嬢さん。こちらの精神がガンガン擦すり減りました。そんな亜美はゆっくりこちらに近づき、壁かべの小窓から漏もれる陽ひの光に彼女の顔が照らされるとそれはなぜか赤く染まっていた。

「ほ、本とか押入れに入れとかないでよね」

「本？」

　本って言われても……え、いや、待って、それってもしかして。

「だから、その、え、エッチな本を見えるところに置くなってこと」

「げっ」

「それだけだから」

　言うなり亜美は真っ赤な顔を隠かくすように長い髪かみを翻ひるがえして居間とダイニングがある引き戸へ向かい、そのまま中に。俺は彼女を見送った後、何とか言われた言葉を変へん換かんしようとしたが、どうしても『亜美に俺のお宝本見つかった』という事実を認にん識しきさせるもので。

「しまった……」

　思わずよろめき、廊下の壁に手を突つく。でも、どうして亜美が俺のお宝を、って、そういえば俺、亜美にタオルケット掛かけて、その後彼女が起きたとしたらあの亜美のことだ、当然目の前にある押入れに返そうと。っていうか、そういえばさっきの亜美の寸劇の台詞せりふの件くだり、似たようなのが俺のお宝の中に……つまり見つけて、何だろうこれ、分からないから確認してみようの流れも発生しているということだよな。

「どうしよう」

　まさかこまに言いつけたりはしないだろうけど、それでもああいうのがばれるのは滅め茶ちや苦茶気まずい。まあ、しばらくは美代さんが遊んでてくれそうだけど、昼食とかには確実に顔合わせるし、しかも今日は一日預かるわけだから夕食も。

　俺は自分の不注意に嫌いや気けが差しながら、深くため息を吐ついた。
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「で、俺にそんな話をしてどうしたいんだ、お前は」

　俺が飲み干したコップに日本酒をなみなみと注つぎながら神み子こ服ふくの龍たつ雄おは呟つぶやいた。短い髪をかきあげるように頭をかいて、酒さか瓶びんをダイニングテーブルへ置く。

「言っておくが、そういう時の対処は正樹の方が手て馴なれてる」

「あのな、別に龍雄に答えを求めてないっての。ただ聞くだけでも良いいだろうが。それと、勝手に人を変なものに慣れさせるな」

「ん、てっきりこまさん辺りに見つかったとかで慣れてるかと思ったんだが」

　くいっとコップを傾かたむけ、口に酒を流し込む。それは甘い匂においで舌を包むようにしながら喉のどを滑すべり落ちていった。

「こまの場合、対処も何も。前に一回見つかった時、あいつはブツをわざわざ俺の前で朗読しだしたんだよ。あの恐きよう怖ふと恥はずかしさを味わって以来、こまにだけは見つからないようにしてる」

「それは……こまさんらしいな」

　苦く笑しようを浮うかべて龍雄はぐいっと自分のコップに少し残っていた日本酒を飲み干す。俺はそれを見ると、龍雄の傍かたわらにある酒瓶を取って、奴やつのコップにどくどくと注いだ。

「だけど、亜美に見つかったってのは初めてだし、何よりあいつはどこで身につけたのか、意外とそういう知識あるからな。昼食の時も夕食の時も一言も喋しやべらなかったんだぜ」

「いや、知識持ってるのはお前のせいだろ、それ」

「誰だれが歩くセクハラマシーンだ」

「さすが幼おさな馴な染じみ。言いたいことがよく分かったな」

　そこまでは言ってないだろ、とか突っ込んで欲しかったんですが。

「だが、正樹。逆に考えれば、意外と大だい丈じよう夫ぶなんじゃないか？」

「逆？」

「お前の従妹いとこがそういう知識持ってるなら、健康な男子であるお前がそういうのを持っていても不思議じゃないって思ってるんじゃないか。普ふ段だんの正樹の行いを見ていれば、あって普通、無いほうがおかしいと分かるだろうに。まあ、あっちも恥かしくて正樹から逃にげているんだろうけど、そのうち直るだろう」

　ううん……確かに一理あるかもしれない。それでも、まだ十一歳で小学生で胸も膨ふくらんでなくて女のおの字にもなってないような子に見られたっていうのは。

「やっぱり、ショックだ……」

「正樹、そんなところにアレな本を置いていたお前が全すべて悪い。俺から言えるのはそれだけだ」

「薄はく情じような奴め、幼馴染の風上に置けない」

「お前は人の風上に置けないと思うが。それに俺は正樹の愚ぐ痴ちを聞きに来たわけじゃない」

　龍雄はコップに手を伸のばし、それを口元へと運ぶ。そのまま一口ほど飲むと、ゆっくり元のテーブルの場所に戻もどした。

「何だよ、そっちから酒を社務所まで持ってきたくせに何も喋らないからだろ。あ、あれか、もしかしてエロビデオを貸して欲しいのか？　いやあ、旦だん那な、良い娘こが入ったばっかり」

「生あい憎にく、俺はお前みたいな人間じゃない」

「何だよ、不能が」

「誰が不能だ、誰が。話を聞け、お前が玉城家の資料を集めてるって話だ」

　どくっと心臓がうねる。俺は背中を伝うような冷や汗あせを隠かくすように自分の酒に手を伸ばした。

「何のことだよ」

「隠しても無む駄だだ。美代さんを使ってあの神具の事件を調べてるのは分かっている」

　思わず龍雄から顔を背そむけるように俯うつむいてしまった。

　秋に起こった心惑まどいの玉強ごう奪だつ事件。それは表向きにはテロ対策の一いつ環かんとして長おさの孫まご娘むすめを偽ぎ装そう誘ゆう拐かい、本部機関の不具合を調べたということになっている。しかし実際は、家中でも極ごく秘ひの人の心を自由に操あやつる神具……心惑いの玉を護送中に何らかの目的で外部の人間に奪うばわれ、その護送に携たずさわっていた俺、亜美、美代さん、龍雄の四人で画策し、俺が長の孫娘である美代さんと亜美を誘拐したという狂きよう言げんによって玉城家に包ほう囲い網もうを張らせ、強奪犯を東京都内に閉じ込めたというものである。その後、玉城家に包囲網を解除させるために俺たちを襲しゆう撃げきしてきた犯人も、玉城家の幹部の一人である静しず馬まの手で撃退することが出来た。

　しかし多くの疑問が俺にはあった。

　なぜ玉城家は心惑いの玉のような危険なものを破は壊かいするでもなく所持しているのか。そしてなぜ極秘の神具が知られ、奪われなければならなかったのか。

　玉城家が所持している理由は分からない。だけど、心惑いの玉の存在が犯人に知られていた理由はとある答えが俺の中にあった。

　玉城家に犯人が居るのではないか、という答えが。

　その考えに基もとづいて昨年の十二月に一回、長である爺じいさんに問いただした俺だったが、そう簡単にあの人は俺の話を受け入れず情報開示もしてくれなかった。何しろ、表向きには無い事件だ、当事者であっても一いつ介かいの神子においそれと教えてもらえるはずがないのは俺にも分かっていた。事が本当に反逆ならなおさらだ。

　だから俺は視点を変え、まず外そと堀ぼりを埋うめるため、あの犯人が玉城家の人間である証しよう拠こを集めてみる事にした。だが、これも難航し、美代さんにそれとなく理由をつけそんなに重要じゃない資料を集めてもらうことが精せい一いつ杯ぱいだった。だが、そこで一つだけ見つけたことがある。

　あの心惑いの事件のあった日にちの数日前に行方ゆくえ不明になった男だ。

　玉城家は神社組、寺組共に一つの家系とは言い切れないほどの人数を有している上にイサマト退治のような事こと柄がらを扱あつかっている事もあって行方不明になったりするのは確率的に珍めずらしくない。それを裏付けるように今年にも三人が行方不明者として挙がっていたが、あの事件の月に行方不明になったのはその男だけだった。

　美代さんに、俺の玉城家でない女友達が付き合ってた玉城家の男がこのところ連れん絡らくが無いから、もしかするとこいつがその男かもしれないと理由を付け、個人情報を求めたが、美代さんの権限では一族の情報までは持ち出せないらしく顔や名前や生年月日などの情報は得られなかったが、俺の考えを繫つなぐ一つの糸になりうるものだと感じた。

　だが、それ以上は駄だ目めだった。行方不明者として犯人の彼を処理したなら調べようがあると思っていたが、同じ当事者である美代さんにこれ以上探さぐりを頼たのめば彼女が先に気付き、爺さんに報告するかもしれないし、かといって俺の悪名からして玉城家が俺に親切に教えてくれることはない。何しろ、一度は玉城家の思想に刃は向むかった男だ、神具強奪事件を知る幹部から見れば、俺も犯人の一味だと思われていても不思議ではない。だから、俺は再度、爺さんに問いただそうと謁えつ見けんを求めたが、いつも外交という名目で本部を留守にしており、春になり五月を迎むかえようとしている今も果たせていない。

「……美代さんから聞いたのか？」

　細心の注意を払はらい、美代さんにばれないように資料を頼んでいたのだが、やはり犯人らしき男の個人情報を得ようとしたからか。

「ふむ、本当だったのか」

「はい？」

「すまない、少し鎌かまをかけてみた。本当だと、思わなかったんだ」

　コップの中で揺ゆれる透とう明めいな液体を口に流し込む龍雄。そんな行動を見て、自分がはめられたと気付き、胸むな倉ぐらでも摑つかんでやろうかと手を伸のばそうとしたが。

「止やめておけ、本気で喧けん嘩かすれば俺の方が勝つ」

　コップの口から唇くちびるを離はなした龍雄の一言で俺は立ち上がろうとした足から力を抜ぬき、椅い子すに座る。ぎいっと椅子が鳴いた。

「てめえ、爺さんの差し金か」

「ふっ、悪いが俺には幼おさな馴な染じみを売る趣しゆ味みはない。からかう趣味はあるが」

「……それを信じろ、と？」

「お前に任せる」

　いつもと変わらない龍雄の顔。俺はじっとそれを見つめていたが、何も言わずに見つめ返す龍雄の瞳ひとみにただ安心感だけを受け取った。

「はあ、まあ良い。お前が本部からの派は遣けんでも、今の俺には罪状は何もないからな」

「お前がどんな資料を手に入れたかは知らないが、正樹がそう言うならそうだろう。俺もそう思いたい」

「……で、俺が玉城家の資料を集めてるってのを知って、お前はどうしたいんだ」

「お前を殺す……下手な物語ならそうなるだろうな」

「脅おどかすな、お前の顔は怖こわいんだよ」

「これでも笑ってる」

　眉み間けんに皺しわ寄せてる人は笑ってないと思います、先生。

「まあ、そうだな。言うなれば忠告だ」

「忠告？」

「ああ、玉城家に逆らうようなことは慎つつしめってことだ」

「逆らってなんかいないさ」

「それを決めるのは玉城家だ。悪いが、高校時代みたいにお前に腐くさってもらうと、こう美味うまい酒が飲めなくなる……大体、何であの事件を調べようとしているんだ？」

「お前だって感じただろ。あの違い和わ感を。何で俺たちみたいな神み子こすら知らない神具が外部に漏もれてるんだよ」

「玉城家が外部犯だと言うなら、そう思うしかない」

「そう、そう思いたいけど、あの犯人の一人は俺たちの前に姿を現して、あの神具を操あやつっていた。それに相手が神具を直すぐに東京から持ち出さずに居たのも、あの心惑まどいの玉の力を封ふう印いんする術すべを持っていたからだろ」

「つまり、内通者が居る、と。もしくは、犯人そのものが居るとでも言いたいのか」

「そう思いたく、ないけど」

　俺は俯うつむき、目に入ったコップの酒を口へ持っていく。酒独特の甘い匂においが鼻に届き、それはゆっくりと食道を通り胃へと落ちていった。

「最初の質問に答えろ。何であの事件を調べる」

「それは」

　言いよどんでしまう。しばらく逡しゆん巡じゆんしていると。

「真実がそうであって欲しくないから調べている、か」

　俺の思っていた言葉がまるで龍雄の舌を借りたように出てくる。俺が驚おどろいてその締しまりのある口を見ていると、龍雄はぐいっとコップをからっぽにして。

「お前は昔から優やさしい。周りの人間全すべてが善人で人を騙だますような奴やつは居ないって思ってるところがある。だからお前はちょっとしたことで騙されても、何かの間ま違ちがいだ、何か理由があるはずだと思って相手を憎にくもうとしなかった」

「な、何だよ、いきなり」

「だから、自分の居る玉城家も全てが平和で、全てが慈じ愛あいに満ちていて、玉城家に反旗を翻ひるがえすような奴は居ないって思っていた。でも、その優しさをイサマトにも向けたお前は一種の反逆者扱あつかいになった」

「それは俺がミスして」

「じゃあミスしなければ今でもあんな手ぬるいことを続けて、本当に死人を出しても良かったのか？」

「そ、そんなこと思ってるかよっ」

「そうだ、ルールを犯おかす人間の皆みなが皆、犯したくて犯してるんじゃない。理由がある。お前の理由もだ。玉城家の害だからってイサマトを全てすすぐのはおかしいと思うお前の優しさ、それが理由だ。だが、その心惑いの玉を奪うばった人間にも同じように理由があったとしたらどうする」

「同じように、理由？」

「あれは確かに悪用されれば恐おそろしい事態になる。だが、使い方によっては世界戦争ですら止める事が出来る。もしそういう思想を持ってあれを奪おうとしたなら、良い様に使わない玉城家は悪で、彼らが正義となる。そういう理由を調べていて知ったら、お前はどうするんだ」

「どうするって」

　龍雄は一回、大きくため息を吐つく。そして子供に諭さとす親のような優しい顔つきになると。

「お前は優しいが、のめり込み易やすい性格をしている。それは時には長所だが、短所にもなる。もし調べていって本当に玉城家に反逆者が居ればどうする。お前がイサマトでも殲せん滅めつするのは可哀かわい想そうだと思うように、一度、その犯人に同情すれば、お前はいずれ彼らと同調してしまうんじゃないかって思ってしまう……いくら、反逆者が玉城家に居ないことを願って調べようというような小さなきっかけでも止やめて欲しいんだ。そういうのを調べるのは」

「だ、だが、そうなるとはかぎら」

「何だ、エロ本の隠かくし場所まで知ってる幼馴染の言葉が信じられんか？」

「い、や。それは」

　俺は堪たまらずまた俯いてしまう。しかし、こんこんという音が響ひびき、それが龍雄の空のコップを鳴らす音だと気付くと、酒さか瓶びんを持ち、少し気き泡ほうを立てながら注ついだ。

「まあ、酒の席での人生の先せん輩ぱいの忠告だ。聞き流してくれて構わん」

「何だか、暗にしっかり聞けって言ってる感じだな」

「まあまあ、そう言うな……だが、正樹、そういうこと調べるぐらいならお前だったら長おさに直接聞きに行くべきじゃないか。お前らしくない」

　龍雄はちょろっと酒を口に運び、疲つかれた舌を休めるように飲んでいく。俺もソレに倣ならって酒を唇くちびるに運び、濡ぬらした。

「十二月に行った。それで、真意を聞いてみたが、玉城家内部に犯人が居るのではという事は否定も肯こう定ていもしなかった。それ以来、会ってない」

　否定して欲しかったんだけどな、と続けた。

「ふむ……なら、明日、朝九時に司し郎ろうが帰って来る。その時に会えるやもしれん」

「司郎？」

　高校時代に一いつ緒しよに悪さした悪友で玉城家の分家、御み厨くりや家の人間である司郎だろうけど、何でこの話の筋で出てくるんだ？

「正樹、知らないのか。司郎は今、外交官の補ほ佐さを務めてる」

「はっ？　あのロリコンが？」

「ああ、あのロリコンが、だ。どうやらお前の従妹いとこの亜美にメールしたみたいだが、アドレスが変わっていたらしく俺に連れん絡らくが来た。俺はお前の従妹のアドレスなぞ知らないから適当に教えておいたぞ。多分今いま頃ごろ、四苦八苦してるだろう」

　性格は明るく、顔も悪くないのでフレームなしの眼鏡めがねを掛かけた姿はどこかのインテリにも見える司郎だが、唯ゆい一いつにして最悪の欠点が幼い女の子が好きという犯罪ぎりぎりな嗜し好こうにある。どうやら亜美が好みらしいが亜美はあいつの本質が分かるのか毛け嫌ぎらいしており、たった一通メールが来たというだけでメールアドレスを変へん更こうしたほど。ちなみに俺に直接亜美のアドレスを聞いてこないのは俺が教えないというのを憶おぼえているのだろう。だって教えたら首絞しめ殺すって、亜美から脅おどされてるからな。

　ちなみにあいつから同志だと呼ばれてるのは封ふう印いんしたい記き憶おくです。

「そうか、とりあえずアドレスはありがとう。でも、それがどう爺じいさんとの謁えつ見けんに繫つながるんだ？」

「長は外交で本部を留守にしていたんだ。でも、外交官の補佐役である司郎が帰って来るということは」

「爺さんも、ってことか」

　龍雄は満足げに頷うなずき、またコップを傾かたむけた。俺も自分のコップに手を伸のばし、そのまま中身を飲み干してしまった。

「でも、何でそんなこと教えてくれるんだ。調べるなって言っておきながら」

「……別に俺が言ったぐらいで正樹がやめるとは思えない。だとすれば、さっさと終わらせて欲しいんだ。彼女に見つかると厄やつ介かいだからな」

「こま、か」

　確かにあいつは、俺が玉城家に不信感を抱いだいてるって気付くと、無理にでも止めようとしてくる。方法は問わず、だ。

　そう、俺が玉城家からイサマト退治の神み子こを解任された時に自分の身体からだを俺に委ゆだねてでも、玉城家への不信感を忘れさせようと……

　不意に物音が耳に響いた。しかし、龍雄は気付いていない。

「じゃあ、この話はこまに感付かれるなよ、龍雄」

「それは俺の台詞せりふだ。お前の方が会う確率は高い」

「ああ、それなんだけどな」

　続けようとした瞬しゆん間かん、廊ろう下かへ繫がる引き戸が開いた。

「こま二等兵、ただいま駆かけつけましたぁ」

「こま呼んでたんだ。龍雄に言うの忘れてたけど」

「な、なっ？」

　驚おどろく龍雄を尻しり目めにこまに視線を向ける。赤いミニスカートに黒いタイツ、上には茶色のセーターを着込んでいて、ポニーテールが嬉うれしそうに揺ゆれているのが尻尾しつぽのように見えた。というか、何だか少し顔が赤いのだが。

「何でこまさんがっ」

「いや、龍雄が酒飲もうって連絡くれたから、だったらこまも誘さそおうかと」

「余計なことを……」

「へえ、余計なことなんだぁ。はあい、お土産みやげぇ」

　こまは口を尖とがらせながら目を細めて龍雄に近寄り、こんっと何かをテーブルに置く。それは、中身が空っぽのビール缶かん一本。彼女の、おらおら絡からんでやるぜオーラに負けたのか龍雄は椅い子すから立ちあがった。

「お、俺はもう帰る。二人で楽しく飲んでくれ」

「まあまあ、そう言わないでぇ。一緒に飲みましょうよぉ？」

　俺の持っていた空のコップを奪うばい取ると、こまはそこにどばどばと酒を注ぎ込む。そして七分ほど入ったかと思うと、それを一気に飲み干した。

「……ふう。あ、美味おいしいじゃないぃ？　さあさあ、龍雄ちゃんも飲みましょ？」

「あ、いや、俺はもう飲めません。帰りますから、こまさんは好きなだけ正樹と」

　とは言うが、龍雄の顔は全く赤みがなく、先ほど酒を飲み干したこまの方が真っ赤なぐらいだ。

「へえ、私の酒が飲めないんだぁ……ふうん。そんなこと言っちゃう龍雄ちゃんはぁ、お尻しりの穴からお酒飲ませちゃうわよぉ？」

「ひっ」

　まるで蛇へびに睨にらまれた蛙かえる。それも箱の中に蛇と一いつ緒しよに入れられ、逃にげ場を失った絶望した蛙の顔のように青ざめていく。そのままの顔で龍雄はゆっくり椅子に戻もどった。

「な、何でこまさんを呼んだ、正樹っ。彼女が酒さけ癖ぐせ悪いの知ってて」

「いやあ、経験上、龍雄に説教されるって何となく分かったから、仕返し役に」

「あらぁ、お説教？　私も正樹君にお説教しちゃおっかなぁ、ベッドの中でぇ……ふふ、ふふふふふぅ」

　既すでに真っ赤な顔のこまは足元も覚おぼ束つかないのか俺の隣となりの椅子に座りこみ、俺の肩かたにしなだれかかってくる。亜美とはまた違ちがうぞくっとするほどの甘ったるい、それでいて心ここ地ち良い匂においが染しみ込んでくる。また彼女と触ふれる箇か所しよだけ体温が何度も上がっていく気分。

　いつも思うが酔ようのが恐おそろしく早い……低燃費な奴やつだ。って思ってる間にも俺の胸むな板いたに細い指を滑すべらせてくるのはくすぐったくてたまらない。

「……仕返し役に呼んだんだが、少し酔いすぎだな。こま、それじゃただの酔いどれ親おや父じだ」

「ふうんだぁ。親父でも良いいもん。ほらほら、正樹君も龍雄ちゃんも飲んで飲んでぇ」

「こ、こまさん、牛乳好きでしょう？　酒はやめて、そっちを」

「あらぁん。龍雄ちゃん、私のミルク飲みたいってぇ？　もうエッチぃ。悔くやしかったら、出せるようにしてみせなさいよぉ」

「いや結構、結構です。遠えん慮りよしますっ」

　こまが龍雄の腕うでを摑つかむと龍雄は急いで振ふり払はらってしまう。それにしても、いくら弱くてもこんなに早く酔うとは。

「こま、お前ここに来る前に飲んでただろ。弱いんだから、外で飲んだら何時いつ倒たおれるか」

「ええぇ、正樹君、俺のミルクを飲ませてやるってぇ？　そんな、馬ば鹿かぁ、恥はずかしい」

「誰だれもそんなこと言ってねぇ。ミルクから離はなれろ」

「もう、そんなこと言っちゃう口はぁ、お酒の口移しで塞ふさいじゃうぅ。ちゅう」

　目を閉じて口を尖らせてぐぐっとこちらに体重を掛かけてくる。俺はそれから逃げるように顔を引いて。

「ただキスしたいだけじゃねえか、お前。寄るなぁ」

「だからこまさんは止やめとけって」

「ちょっとぐらい直ったかと思ったんだ。歳としも歳だし、落ち着いたかと」

「誰がおばさんだぁ！」

　途と端たん、こまの顔が真しん剣けんになったかと思うと、その両手が俺の首へと回りぎゅうぎゅうと絞しめてくる。何とか解ほどこうと彼女の指に手を掛けるが、意外に力が強く外れそうにない。

「や、やめてくれ、こま。死ぬ、死ぬ」

「こまさん、それ以上は正樹が落ちるって」

「誰が私をおばさんにしたと思ってるんだよぉ、反省しなさい、反省ぃ」

「わ、分かった、ごめん、何か知らないがごめん。こまお嬢じようさんはお若くて、可愛かわいらしいよ」

　こまがにこっと微笑ほほえむ。何とか緩ゆるんだ指から首を離し、息を貪むさぼった。そして、喜々としながら俺のコップにまた酒を注つぐこまを横目に龍雄に顔を近づけ。

「仕方ない、このまま潰つぶれさせよう。後少しで限界だろうし」

「……同意だ。了りよう解かいした」

　その後、俺と龍雄は同盟を組み、こまに次々とお酌しやくしていくとしばらくしてこまは眠ねむりについた。彼女を居間に敷しいた布団に寝ねかせるとそのままお開きとなり、龍雄は家へと帰り、俺も、若じやつ干かんこまの無防備な姿に手をつけそうになりながらも自重し、社務所のソファーで眠ることとした。

　そして明くる日の朝、龍雄が言っていた朝の九時に出かけて爺じいさんに謁えつ見けんを求めようとした……のに。

　酒の甘い残り香がが充じゆう満まんする部屋の中、起きた時に初めて見た時計が十二時を指してたのは夢だと思いたいのですが、よござんすか？　置手紙で『寝ている間にキスは頂いた。怪かい盗とうこま。追つい伸しん、少し雨降っていたので傘かさ借りていきます』というのがあったのもよござんすね？

「寝すぎにも程ほどがある……」

　少し雲はあるものの晴天の中、玉城家本部に架かかる橋を渡わたり終え、門を通り抜ぬける。目前には何千坪つぼもの玉たま砂じや利りが少し黒ずんで敷き詰つめられているのが見え、端はしを歩く人間はこちらからでは豆まめ粒つぶほどにしか確かく認にんできない。その真ん中を通る横よこ幅はば十メートルにも及およぶ石いし畳だたみの参道にも雨の面おも影かげが見え、そこを小走りに駆かける。右に左に参道は支流の如ごとく延び、小さな鳥居を持つ神社が立ち並ぶ。それらの神社からも、もちろん俺が入ってきた門からも『道』と呼ばれるものが延びており、俺が向かっている場所へと続いている。そんなことを思いながら、何人かの神み子ことすれ違いながらも段々と目的の白はく亜あの巨きよ大だい建造物が見えてきた。

　四角い全体を前から見ると、鳥のくちばしのように真ん中が突つき出ており、そのくちばしはおおよそ横幅が参道と同じほど。そこに見える扉とびらは扉というよりも門という方が合っているほど巨大でその前に白亜の建造物と同じ色の鳥居が四階建てのソレに匹ひつ敵てきする高さで鎮ちん座ざしている。また鳥の顔でいう目にあたる部分には窓ガラスが四角く敷き詰められるように張られていて、日光を反射している。上空から見下ろせば、申という字の構造になっており、今居る場所は申の字の下の突き出た棒部分に当たり、そこから上に行って最初に交わる場所が受付、そこから各機関に枝分かれし、一番奥の棒が爺さん、つまり長おさや幹部たちの居る場所となっている。

　そのまま俺は大理石の廊ろう下かを歩いて本部に入り、四階まで吹ふき抜けになっている、高級ホテルの受付をそのまま何十倍かに巨大化させたようなカウンターへと向かい、幹部院と書かれた所に居た神子服の、亜美の母親ぐらいの年ねん齢れいの女性に長との謁見を求めたいと声を掛けた。

「長は今、会議中で御ご座ざいますが、約束はありますか？」

「いや、無いけど。いつぐらいに会議は終わるんだ？」

「は、はあ……終わる時間は知らされておりません。ですが、長は会議終しゆう了りよう次し第だい、また外交に行く事になっておりますが」

「また外交？　今度はどこの外国に行くんだ？」

「いえ、詳くわしくはお伝えしませんが、国内だそうです。よろしければ、幹部院に連れん絡らくしアポイントメントをお取りつぎしますが」

　ううん、どうしたものか。あの爺さんが帰ってきてまだ社務を行わないうちに話を付けようと思っていたものだから、こういう事態は想定していなかった。何も無い時なら俺が来たと言えば、それなりに時間を作ってくれるかもしれないが、アポイントメントとなると、おそらくまた何ヶ月も待たされるかもしれない。だからって会議に乗り込むわけにもいかないし……そう思案していた最中に。

「お、久しぶりじゃあないかっ」

　ふと耳に馴な染じむ声。それは高校時代を思い起こさせる、懐なつかしい響ひびきがあった。それにつられて右へと顔を向けると、そこには。

「よう、正樹。亜美ちゃんは元気か？」

「いきなりそれか、司郎」

　司郎の言葉に思わず苦笑いをしてしまった。彼は漫まん然ぜんとした動きでこちらへと近づいてくる。袴はかまの色は上級神子を示す藍あい色いろで、髪かみの毛は表面だけ薄うすく染めているのか黒色の中に茶色が混じっているように見える。眉まゆ毛げは龍雄と違ちがって線のように細く、フレームなしの眼鏡めがねの中から見える目は垂れ目で、柔にゆう和わなイメージをこちらへと与あたえてくる。少し悪戯いたずら好きではあるが人ひと懐なつっこい性格で人当たりも悪くないのだが。

「愛いとしい亜美ちゃんの容よう態だいを心配する、これのどこが間違っている」

　ロリコンなのが全すべてを台無しにしている。

「小学生相手に愛しさを感じる時点で間違ってるっての」

「何を言う、同志。正樹は分かってくれるはずだ、僕の気持ちを」

「勝手に同志にするな、そして近寄るな。同属に思われる」

　現に通り過ぎた女性から変な目で見られた。

「くそ、いつも彼女を侍はべらしている男の余よ裕ゆうか、余裕なのかっ」

　……こいつ、疲つかれるな、我が悪友ではあるが。

「はいはい、亜美は元気だよ。で、用がないなら俺はもう帰るぞ」

　踵きびすを返し、司郎を後にしようとする。しかし司郎は俺の前へと回りこんできて。

「まあ、待てよ、正樹。そんなに焦あせっては可愛かわいい幼女は育たん」

「意味が分からん。どけ」

「落ち着け。お前、長に会いたいんだろ？　さっきの話、ちょっと聞こえてね」

　人差し指をこちらに向けウインクしてくる。その行こう為いに寒気は覚えたが、奴やつの口くち振ぶりに興味が出て。

「会わせてくれるのか？」

「うむ、と言っても長に頼たのんでみるだけだから、確実性はないぞ。それに長のスケジュールからして次の外交が終わってからになる」

「いや、それでも助かるけど……何か裏がありそうだな」

　出来るだけ不ふ審しん人物を見る目で司郎に視線を送ると奴はにやっと微笑ほほえむ。そして受付に見えないように廊下の隅すみに歩き、俺を手招きしてくる……なぜだろう、あいつが奴ど隷れい商人に見えて仕方がないんだけど。

「で、何だ。亜美の私物を盗ぬすんで来いとかならパスだ」

　仕方なく近寄ってそう声を掛かける。

「近からずも遠からず。ちょっと亜美ちゃんに聞いて欲しいことがあるんだ」

「何だよ」

「好きな人は居ないか、聞いて欲しい」

　途と端たん、俺たちの周りの時間が止まったかに思えた。

「断る、自分で聞け」

　ただでさえ昨日エロ本見つかったので亜美に会い難にくいというのに。

「お前は馬ば鹿かか。僕が聞こうとしても、会ってもくれないだろうが」

「……自覚はあったんだ」

「あるさ、あるに決まっているとも。だがな、彼女は所謂いわゆる、ツンデレだからな。今がツンの時期なだけで、いずれデレは来る。止やまなかった雨も終わらなかった戦争もない」

「亜美ってツンデレか？」

「そうだとも。そうでなければ僕に対して余りに冷たすぎる」

　いや、それはただ単にお前が個人的に嫌きらわれているんだと思う。同じ俺の友人である龍雄にはそういう態度示してないから。と言ってやっても多分無む駄だだろう。それこそがツンだと言い切るのが目に見えている。

「いずれ彼女を攻こう略りやくするフラグがあるはずだ。そこで選せん択たくさえ間違えなければ彼女がデレ状態になるに違いない……そこでまずは彼女に男性が居ないかを確かく認にんしなければならないんだ」

「勝手に人の従妹いとこを攻略キャラにしないで欲しいが……それにしても、あんな奴のどこが良いいんだか」

「貴様、それは余裕が言わせる言葉かっ」

　司郎はぐっと右の拳こぶしを握にぎるや否いなや、その眼鏡越ごしの目を爛らん々らんと輝かがやかせこちらに迫せまる。堪たまらず後ろに下がろうとしたが、司郎の左手が俺の肩かたを摑つかんできた。

「良いか。まずあの顔だ。大きな瞳ひとみに薄うす桃もも色いろの頰ほお、小さめながらきゅっと強気そうな唇くちびる。子供である彼女なのに、こちらが命令して欲しいと思わせる未来の女王様とも言うべき気品が溢あふれ、愛らしくてあどけなくて、それでいて大人の色気が醸かもし出されている。次にあのスタイル。幼児体型なのは否めないが、それなのにきゅっとウエストは引き締しまってて手足はか細いのに健康的な躍やく動どう感があり、まるで一つの芸術品を見ているように心が洗われる。最後に彼女の性格だ。これが一番重要だ、テストにも出して良い。あのいつも強気で不ふ屈くつな態度は僕の心をくすぐり、にもかかわらず少女独特の恥はじらいを併あわせ持つという高等技術を持ち、あまつさえそれをそうそう見せてくれない意地っ張りな感じが僕のハートを鷲わし摑づかみに……嗚あ呼あ、ロリ可愛い、ロリ可愛いよ、亜美ちゃ、ぐっ？」

　奴の腹にアッパーを叩たたき込んだ俺は間違っていない。不審そうな目でこちらを見て歩いていた女性ににこっと微笑み、司郎へと向き直る。

「今からでも遅おそくない、ロリコン。刑けい務む所しよでやり直せ」

「わ、悪かった。少し暴走しすぎた……だが、同志よ、頼む。亜美ちゃんに好きな人は居ないかどうかだけは聞いて欲しい、一生のお願いだ」

「……そこまで堕おちると、逆に敬意を表したくなるよ」

　仕方ない。そう感じて俺はため息を吐つき、気は乗らないが亜美にその質問をすることを司郎に告げる。

「その代わり、長おさへの謁えつ見けん、ちゃんとやってくれよ」

「ああ、こっちもしっかりやるって。じゃあ、とりあえず居るか居ないかはメールで教えてくれ。アドレス知ってるよな？」

「消したかったんだが、生あい憎にく持ってるな」

「そう拗すねるな、同志。僕の秘蔵のビデオもお礼にして」

「要らねえ。お前のはそういう方向のばっかりだからな、亜美に見つかりでもしたら、何思われるか分かったものじゃない」

「み、見つかりたい……そしてお叱しかりを受けたい」

　何でこんな奴が外交官補ほ佐さ役に任じられたんだ。爺じいさん、耄もう碌ろくしてきたんじゃないか。そういえば前に、外国では子供のそういう売り買いがあるとかないとか聞いた事があるが……

　異様な寒気に襲おそわれた俺はとりあえず司郎に用があると告げると、彼も亜美への質問の約束が取り付けたのが嬉うれしかったのか微笑みながら自分の持ち場であろう外交院がある通路を歩いていく。その後ろを眺ながめながら。

「まあ、犯罪には手を染めてないだろう。そう、思いたい」

　俺は気を取り直し、ともかく長への連れん絡らくの目め処どが立ったことを頭で反はん芻すうする。次の外交は国内だと言っていたから、そんなに長くは掛かからないだろう。その時に爺さんに、真相を、真実を確かめてみせる。

「さて、ひとまず今日はここまでか」

　ひとまず廊ろう下かの壁かべにもたれ、大理石の模様を眺めるように俯うつむく。

　今日話すつもりでいたためか、途端に暇ひまになってきた。このまま神社に帰っても急いでやるようなことないし、だからといってこまに会いに行けば、他ほかの人に冷やかされるし、って、そういえばこまに朝、傘かさ持って行かれたままだ。ついでに持って帰っておくか、あれしか社務所の予備の傘はないから……いや、別にこまに会いたいとかじゃないんだけど、昨日は無理やり飲ませて潰つぶれさせたからどうなったんだろうってそういう意味であって。

　ま、まあ良い。傘返してもらわないといけないのは一いつ緒しよなんだ。そう思って顔を上げた時。

「あ」

　思わず声を出す。ふと目の前に居た男と目が合った。

　前より少し伸のびて見える黒くろ髪かみは、全すべて後ろに流れている。紫むらさき色いろの袴はかまを穿はいているというのにその顔は二十代前半の顔つきで、その瞳はどこか威い圧あつ感があり、こちらが気け圧おされてしまう。

「久しぶりだな、正樹」

　玉城静馬。この歳としで一位宮ぐう司じを任され、爺さんの次の長だと目される男。そして、あの心惑まどいの玉事件で亜美を救ってくれた、恩人。前より髪は伸びてはいるが。

「あ、ああ。どうも」

　だけど、俺はどうもこの男が苦手だった。あの事件以後、亜美を助けてくれたお礼に一度会ったが、どうにもこちらを見み透すかしているような目が居い心ごこ地ちが悪く、直すぐに帰った記き憶おくがある。それは今も同じで、どうにかここから早く逃にげようという気持ちになってきてしまう。

　そう思う原因は何となく分かっていた。多分、俺は静馬を、この男の能力を嫉しつ妬としているんだ、と。自分の無力を棚たなに上げて、亜美を助けてくれたこの男に、彼女を助けられなかった悔くやしさを叩きつけているのだ、と。そして自分は決してこの男には敵かなわないという歯は痒がゆさ、劣れつ等とう感に逃げ出したくなるのだ、と。俺も静馬のような力があれば、彼女を傷つけずにいられた。そう思わされるこの男の存在が気に食わなかった、怖こわかった。だから。

「すみません、俺、用事があるんで」

　頭を下げながら、静馬の左を通り過ぎようとする。自分が逃げているという気持ちはあるが、それよりも恐きよう怖ふの方が強い。あの事件から今まで廊下で会ったりすれば何度も静馬から声を掛けてくれたが、俺はいつもこうして通り過ぎていた。それを静馬はいつも無言で送ってくれた。だが、今日は違ちがった。

「何か、長に相談すべきことがあるのか？」

「っ」

　不意に静馬の横で足を止める。俺は矢で心臓を射い貫ぬかれたような苦しさを覚えながらも口を開いた。

「静馬には関係ない」

「そう思っているのか？」

「時間の無む駄だです。俺、帰ります」

　足を一歩踏ふみ出す。だが、それを止める小さな囁ささやきが耳に入った。

「この玉城家の内部で、何が起こっているか……聞きたくないか？」

　俺は振ふり返る。静馬は無表情のままだった。

　彼はついて来いと言うと、無言で先を歩いていく。訳も分からず、だが静馬の言った言葉が気になった俺は前を歩く静馬を観察しながら歩いていく。

　そして着いたのはこの申という形の建物の上に突つき出た棒の箇か所しよ、幹部院にある静馬に与あたえられているらしい書しよ斎さいだった。四方は本ほん棚だなに囲まれ、全てが俺の身長の二倍ほどの高さがある。右の本棚の前には脚きや立たつが置いてあり、部屋の真ん中には社長が使っていそうな大きい重じゆう厚こうな机とその前にソファーが縦に二つ、向かい合って並んでいた。真ん中には、低い木製のテーブルが置いてある。どこか暗いイメージが漂ただよう部屋だった。

「座ってくれ」

　向かって右側のソファーを勧すすめられ、俺は何も言わずに座る。そして静馬はお茶でも淹いれようかと呟つぶやくが。

「いや、遠えん慮りよします。さっきの言葉の意味を聞きに来ただけなんで」

　その言葉に静馬は無言で頷うなずき、俺の前のソファーへと座り、こちらを見てくる。その瞳ひとみの強さに目を逸そらしそうになるが、我が慢まんして見つめ返した。

「やはり正樹は他とは違うようだ。目を逸らそうとしない」

　若いくせにどこかあの爺じいさんに似たような威圧感を与えてくる。それに負けないように一度唾つばを飲み込み。

「親から、人と話すときは目を見て話すように言われてます」

「なるほど。だが、俺の目を真っ向から見返してくる奴やつは少ない。幹部にもな」

　ふと、どこか自じ嘲ちよう気味な笑えみを静馬が浮うかべたような気がした。だが、直ぐに先ほどの無表情に戻もどると両りよう膝ひざに両りよう肘ひじをつくような体勢になり。

「まずは、お前には礼を言っておかなければならない。ありがとう」

「な、何のこと、ですか？」

　そこで静馬はふうっと短く息を吐はく。

「何から話せば良いいだろうか……そうだな、最初から話そう」

　静馬は両肘を浮かせ、そのままソファーへともたれていく。そして手を腹の前で組んだ。

「彼らが小さな動きをしていたのはもう何十年も前から分かっていた。だが、今までで一番大きな動きとなったのが去年の夏のことだった」

「彼ら？」

「それは最後に言おう。去年の春頃ごろ、俺たち幹部は彼らが夏に行動を起こすことは分かったものの、何が起きるかは尻尾しつぽを摑つかめなかった。そして、夏。最初に起こったのは情報系統の攪かく乱らんで、そのためにイサマト退治のための資料や情報が充じゆう分ぶんに行き渡わたらなくなった」

　そういえば去年の夏は情報のスピードがスムーズではなかった気がする。欠落も多かったし。

「それは内部での彼らの仲間の工作によるものだった。それを見つけた俺たちは騒さわぎが大きくなる前に直ぐに犯人を摘てき発はつ、情報系統は少しずつ復旧し、彼らの本格的な活動を未然に防げたと思っていた。だが、本当の彼らの狙ねらいはそこではなかった。彼らの目的は……神の暴走であった」

　不意にその言葉が頭に引っ掛かかる。神の、暴走……おい、それって。

「これは正樹の方が詳くわしいだろう、あの、姫ひめ乃の守かみ時雨しぐれの尊みこと騒そう動どうのことだ」

「ど、どういうことだ、あれは姫ひめ由よし神社の神主が死んで分からなくなったって」

「そう、表向きには、な。だが、あれは縁えん結むすびの神一位、姫乃守時雨尊を暴走させることにより本部を混乱させ、それに乗じて本部を乗っ取ろうという計画だった。しかし、その女め神がみにどういう方法を以もつて植え付けたか分からないが、姫乃守時雨尊の中にあったウイルスのようなものが完全に発動する前に正樹の手によって、女神から分ぶん離り、破は壊かいすることが出来た……」

　ふと、思い出されたのはあの姫乃を操あやつっていたと思われる、どす黒い球体を囲むように三つの籠かご目めが繫つながった物体。俺が叩たたき壊こわしたアレが、ウイルスだったのか。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。何でいきなりそんな話」

「おそらくこれはお前の求めている答えに繫がるからだ……彼らはこの失敗を契けい機きにもっと大掛かりな計画をしていると分かった。それが、心惑まどいの玉の強ごう奪だつだ」

　そこで静馬は言葉を切り、だが直すぐに口を開いた。

「俺たち幹部も今回は計画の内容まで知ることが出来た。だから未然に防ごうと、心惑いの玉を別の、誰だれも知らないような場所に移すことを決定した。それが新しく出来た立たち花ばな神社、長おさの孫まご娘むすめが社務に就つく神社」

「移すって、あの神具は代々長に近い親族が」

「そんな危ないことをするはずがない、元々あの神具はここ、本部に封ふう印いんされていたものだ。だが、彼らもその場所を知ってる可能性が高かった。だから移動させることにしたんだ、カモフラージュでわざと護衛を少なくして。おそらくその親族の件は、長が美代様に心配を掛けないように言ったまでだろう」

　だが、と静馬は続けた。

「彼らにそのことを感付かれた。その時には既すでに遅おそく、彼らに心惑いの玉を奪うばわれた後だった。何とか犯人を捜さがし出そうと思ったが、お前の行動により結界を張る口実が出来た。そのため、おそらく彼らはお前たちの周りに姿を現すと思い、俺は正樹たちの観察を始めた。運良く予想が当たり、これもまた偶ぐう然ぜんとはいえ、正樹らの働きで解決した……」

　じゃああの逃とう亡ぼう期間中、どこかからの視線を感じていたが、あれは静馬のだったのか。だからあの時、絶ぜつ妙みようのタイミングで現れてくれた……でも、今までの話をつなげてみると、その彼らって。

「その顔は察しがついたらしいな。そう、この玉城家の中に反乱分子、反逆者が居る」

「そ、そんな……馬ば鹿かな」

「疑うのも無理はない。なぜなら彼らは我々の近くには居ない玉城家なのだから」

「どういうことだ」

「寺組。関かん西さい地方に本部を置く彼らが反逆者たちだからだ」

　静馬は目が疲つかれたかのように一度だけゆっくり瞬まばたきをした。

「お前も玉城家の歴史は習っただろう。新しく外国から入ってきた宗教を擁よう護ごした人々と玉城家はぶつかった。しかし続々と玉城家内でも擁護派が増え、当時の一族は新しい宗教を懐かい柔じゆうし、元の玉城家を神社組とし、擁護した一族を寺組として不ふ可か侵しんを結んだ。だが、恨うらみが消えるはずも無く、小さな争いが続き、その度たびに寺組が勝利し、次し第だいに勢力を拡大して戦国時代には一大勢力へとなった。だが、当時の長は尾お張わりに居た戦国大名と同盟し、彼に技術を与あたえる代わりに寺組を滅ほろぼすのを手助けすることを契けい約やくした。ここからは学校の歴史でも出てくる、大阪の辺りで活動していた寺組は戦いくさに負け領土を奪われ、単なる宗教になってしまった……それ以来、神社組が勢力を伸のばしたが、寺組の恨みはまだ続いているんだ」
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　……確かに習ったことはある。でも、それは遠い遠い昔の事で、今は何ともないはずだと思っていた。いやそれどころか、歴史にあるような戦いすら噓うそのようにも感じていた。それなのに、自分の知らないところでそんなことがあるなんて。

「……何で、こんな話を俺に？　寺組がテロ行こう為いを行なってるなんてことが他ほかの神み子こにも伝われば玉城家はパニックになるのに」

「やめてほしいからだよ、正樹の行動を」

「え？」

「心惑いの玉の事件を調べる事だ」

　ふっと言葉を失ってしまう。暑くもないのに汗あせが背筋を伝っていき、何とか声を絞しぼって。

「ど、どうして」

「美代様を使っていたみたいだが、彼女は真面目まじめすぎたな。いちいち資料を持ち出すのにしっかり資料室の持ち出し記録を書いていてくれた」

　俺は俯うつむき、次の言葉を待つ。静馬に知られているということは玉城家の幹部も知っているだろう。とすれば、玉城家に反逆したと疑われても不思議ではない。

「そんな顔をしなくても良い。このことは長と俺しか知らない」

「え？」

「先に言っただろう、礼を言いたいと。偶然であれなんであれ、正樹は二つのテロ行為を未然に防いでくれたんだ。その忠義には報むくいたい」

　だからこそ、と静馬は続け。

「真実を知った上で、正樹には玉城家を調査する行為をやめてもらい、そしてこのことを口外しないように約束してほしい。それがお前の今までの行為を帳消しにしてやる条件だと長から承うけたまわっている」

　俺は俯き、そのままの格好で呟つぶやく。

「何で爺じいさんは……長は二つの事件に俺を関かかわらせたんだ？」

　声が部屋に響ひびく。数十秒か、それぐらいの時間、静馬は黙だまっていたが、不意にこちらに乗り出すようにまた両りよう肘ひじを両りよう膝ひざにつけるようにして。

「詳くわしい理由は分からない。だが、これは俺の推測だが、長は正樹に知って欲しかったのかもしれない」

「知って欲しかった？」

「ああ、玉城家の実情を、そして、自分の信念を」

　静馬はゆっくりとまたソファーにもたれこんだ。

「昔、今の長おさ以前の代にはこのようなテロ行為は起こらなかった。俺もお前も生まれていない時の話だ。それは、神社組が力で寺組を圧あつ迫ぱくし、支配していたからだ。だが、今は違ちがう」

　静馬の視線が天てん井じようへと向く。そこには、気付かなかったが窓ガラスがはめ込んであり、適度な陽ひの光を部屋にもたらしていた。

「長は、寺組と融ゆう和わすることを選んだ。元は同じ玉城家だ、なぜいがみ合わねばならないか、と。その一つとして寺組の人間も同じ玉城学園に入れることになった。正樹の在学中にも寺組の人間が居ただろう？」

「あ、ああ。確かに居た、だからこそ俺は何で寺組が」

「テロ行為をしているのを不思議に思ったか。そう、それが長の狙ねらいだった。次の世代に遺い恨こんがないように、もっと二つが近づけるように……しかし、それは寺組の増長を見守っていただけに過ぎなかった」

　静馬はぐっと眉み間けんに皺しわを寄せ、それを解ほぐすように指で摘つまむ。

「幹部院でも彼らによる被ひ害がいが持ち出され、過激な者はすぐにでも取り潰つぶすべきだと進言した。だが、長は手を取り合う時代が来ているのだと反対に反対を重ねていたが、遂ついに目に見えるテロ行為、姫乃守時雨尊騒そう動どうと心惑まどいの玉強ごう奪だつ事件が起こってしまった。長は幹部の言葉を抑おさえられなくなり、あることを提案した。それは外交によって寺組に味方する企き業ぎよう、グループ、国などをこちらに引き寄せ、彼らの力を奪うばい、その上で融和のために神社組と寺組の人間を結ばせる。表向きは」

「表向き？」

「さすがに神社組の人間を人ひと質じちのように寺組の人間と結けつ婚こんさせれば、いくらか油断が出来る。その時に政略結婚させた一族を犠ぎ牲せいにしてでも、神社組は寺組を潰しに掛かかるはずだ」

「なっ」

　思わず声が出てしまう。それでは単なる騙だままし討ち、笑え顔がおで近づいて後ろからナイフを刺さすようなものだ。しかも、神社組の人間も犠牲にするなんて。

「驚おどろいたのか？」

「そ、そりゃ」

「なぜだ」

「なぜって」

「……質問を変えよう。では、なぜ玉城家は正史以前からこの日本で生き残ってこられた？」

「それは、力が強かったから、か？」

「半分正解だ。力が強かったのは間違いない、なぜなら他の力の強いものを全て踏ふみ台にしてきたのだから」

　すっと静馬の目が細くなる。それは獲え物ものを狙う狩人かりうどのような瞳ひとみ。

「敵勢力が現れれば戦い、勝てないと分かると近づき融和を結び、内部から相手を弱らせ食い殺す。また敵が現れればこの繰くり返し……そうして今の玉城家がある」

　静馬はこちらに視線を戻もどし、真っ向からこちらを見た。俺は気け圧おされながらも彼の瞳を見つめ返す。

「長はこの輪を断たち切りたかったのかもしれん。だが、その夢は潰ついえた。だから、正樹に知って欲しかったのだろう」

「どういうことだ？」

「……長は常々、正樹は自分と似ていると言っていた。自分の信念を継ついでくれるかもしれないと。だからこそ、お前がイサマトをしとめそこなって神み子この女性が死に掛けた時もお前を庇かばって一族追放からイサマト退治の神子解かい雇こに減げん刑けいした。イサマト退治の神子に復帰したいと願った正樹の願いは直すぐに叶かなえるように便べん宜ぎを図はかっていた。そして今も、お前が玉城家のことを調べるのを黙もく認にんし、幹部に知られないようにしている」

「爺さんと俺が、似ている……」

　そんな馬ば鹿かな、という気持ちが最初に出た。俺から言うのもなんだが、爺さんは人間的に素す晴ばらしく、尊敬できる人物だ。こんな小こ童わつぱの俺の意見でも真しん摯しに聞いてくれるし、玉城家の経営だって上手うまくいっていると亜美の母親、俺の叔母おばさんが言っていたのだって聞いている。そんな人間が俺のような落ちこぼれに、女の子を連れてでないとイサマト一匹ぴきすらすすげない神子に似ているなんて言われても。

「でも、だったらどうして爺じいさんはその事を言ってくれなかったんだ」

「……既すでに外交で寺組を支し援えんする人々はほぼ懐かい柔じゆうした。そして次の外交で彼らに力が無くなっていると知らせ、寺組との政略結婚を結ぶ約束をすることになっている。決死の、長い長い外交だった。長はもしかすると、この外交の間にお前が事件について調べる事を諦あきらめてくれると願っていたのかもしれない……正樹に真実を知っていて欲しいと思いながらも、何も知らずに普ふ通つうの人生を歩んでくれることを」

　俺は、俯うつむいた。静馬はゆっくり立ち上がり、音も無く部屋の扉とびらの方向へと向かっていく。

「俺からの話は終わりだ。ここで聞いた事はくれぐれも口外するな。そして、普通の生活をしたいなら、これ以上は深入りするな。それが、長の願いだ」

　爺さんの、願い。俺はそれを心の中で何度か呟つぶやくと、無言で立ち上がる。そして静馬が開いてくれた扉へと向かい、そのまま別れた。

　その夜、俺は何度も静馬に言われた事を思い返し、やっと眠ねむりにつけたのは空が白んでくる頃ころだった。







　第三章　灰色の二人のすれ違い







　落ち着く甘い匂においがそよ風のように靡なびいてくる。

　頭にもやが掛かるような感覚の中、何かが聞こえてくる。

「ねえ」

　それは、守るべき小さな女の子の声だった。そして甘い甘い、彼女の匂いだった。無力な俺を慕したってくれ、力を与あたえてくれた彼女。その彼女を守る、ただそれだけの約束を俺は果たせないほど脆ぜい弱じやくだった。

「──」

　何か聞こえる。彼女の声だけど、何か言っている。俺に対しての絶望の言葉だろうか、罵ば詈り雑ぞう言ごんなのだろうか。仕方のないことだ、俺にはそれを受け入れねばならない理由がある。俺は彼女に頼たよりすぎていたのだ。いや、全すべてに頼りすぎていた。

「──、起きて」

　裏で何かが起こってるなんて知らなくて、それなのに俺はガキみたいな善人を装よそおって、自己満足したかっただけなんじゃないか。何事にも裏があると分かっていたのに、自分にだけは影かげが出来ないと意地を張っていたのだ。

「ご主人様、起きて、下さい」

　ご主人様？　あの子は俺のことをそんな風に呼んでくれたことはない。君は、誰だれだ……

「ご主人様。起きて、起きて私にご主人様特製ミルクを飲ませてください」

　……え？

「私はお腹なかが空すいたんです。早く起きて、私に熱くて美味おいしい特製ミルクを」

「って何て台詞せりふを耳元で言ってるんだっ」

　目を見開き、上体を起こす。そして声のした方に目を向けると。

「あ、起きた」

　なんて言ってる茶色い髪かみの女の子が俺の居るソファーの横に居ました。

「起きた、じゃないだろうが。変な事口走ってるんじゃねえ」

「だって正樹が言ったんじゃない。起こし方変えろって……」

　いや、あの、そんなに顔を赤らめて目を逸そらされるとこっちが悪いという感じになってしまって卑ひ怯きようだと思うんだが。

「だ、大体っ、寝ねるんなら寝るで毛布でも掛かけなさいよ、風邪かぜ引くでしょ。そうならないようにせっかく起こして」

「いや、だったら毛布を掛けてくれた方が」

「と、と、取れるわけないでしょっ、あんなものがあるところから」

　顔をさらに赤く染めた。そして思い出す昨日の亜美の台詞。

「あ、その」

　ふと忘れかけていた亜美にアレを見られたという気き恥はずかしさが甦よみがえってきて、自分の顔が熱くなっていくのを感じ、亜美に負けないぐらい赤くなっているのではないかと思うと一層発熱は強くなっていく。

「真っ赤に、ならないでよ。恥かしくなるでしょ」

「ご、ごめん」

「謝らないでよ」

　ぷいっとそっぽを向いてしまう。その横顔はやはり赤いままで、やっぱり気にしてるんだよなという思いが胸に募つのってきた。

「その、別に、私は、その……持ってても構わないけど、そういうのって他人に見つからないようにしておくのがルールじゃないの？」

「はい……」

「だから早く移動させておいてよ、別のところに。こまさんにだけは見つからないようにしておいて」

「あ、ああ。分かってる、見つかったら捨てられるから」

「そういう問題じゃなくて……彼氏とかがそういう本とかビデオ持ってるっていうの分かったら、嫌いやなものなんだから、女の子は。自分に魅み力りよくがないのかなとか思っちゃうんだから」

「はあ」

「分かったら返事っ」

「は……はい」

「じゃあこの事はこれでお終しまい、良いいっ？」

　亜美は指差しながら俺に告げるとすたすたと社務所のここから居住区へ繫つながる藍あい色いろの暖の簾れんが掛かった廊ろう下かの入り口に進んでいく。

「あ、亜美？」

「何よ」

　彼女はくるっと振ふり向いた。ゴスロリの黒いスカートがふわっと膨ふくらむ。

「怒おこって、ないのか？」

「怒って欲しいの？」

「あ、いや」

　俯うつむく。すると、ふふっと小さな笑い声が聞こえ、直すぐに顔を上げると。

「私も、見たの悪かったって思ってるし、正樹もあんなのをあそこに置いてたのを悪いって思ってるんでしょ？　だったらおあいこじゃない、文句あるの？」

「い、いや、そう言ってくれるなら。それと、こまに告げ口してくれなければパーフェクトだ」

「言わないよ、こんなの……まあ、正樹が無類のメイド好きだってことが分かったのは収しゆう穫かくかなぁ？」

「なっ？」

　目を細め、にししという感じの口元で流し目を送ってくる亜美。段々体温が顔にだけ集中するような感覚に襲おそわれてしまう。そんな俺の前で亜美はぎゅっと胸の前で手を組んだかと思うと上うわ目め遣づかいになって、桃もも色いろに染まっている顔をちょっと右に傾かたむけた。

「ご主人様ぁ？　今日はどんなご奉ほう仕しをご希望ですか？」

「……て、てめえ」

「あはは、正樹、顔真っ赤。かぁわいっ」

　怒いかりに任せてソファーから立ち上がり亜美へと近づこうとする。だがその前に彼女はメイドポーズらしき体勢をやめるや否いなや奥へと潜もぐり込んでしまう。そのまま恐おそろしいほどの速さで彼女は居間への引き戸の前にまで行くとこちらに一度だけ振ふり向き、べっと赤い舌を出してくる。遊んでくね、という言葉を残して引き戸を開けて入ってしまった。

　……やられた。下手すると、こまより恐ろしい人間に俺のプライバシーを侵おかされたかもしれない。地面が揺ゆらいだような感覚に襲われ、その場で跪ひざまずいてしまう。

　くう、悔くやしくて悔しくてたまらない。だけど、今回のはほぼ俺のせいであるから仕返しってのも不条理であるし、だからといってこのまま弱みを握にぎられるというのも。しかも、さっきの亜美のメイド気取りがちょっと可愛かわいいなんて思ってしまった自分が情けない。

　仕方なく社務所のソファーへと戻もどって座り、大きくため息を吐つく。壁かべに掛かった時計を見てみると、時刻は三時を示していた。

「そうか、俺、昨日静馬の言った事考えて、余り寝ねれなくて」

　何とか午前中にするべき社務を終わらせた後、どうしても眠ねむくなった俺は十二時ごろに昼寝をしたんだった。携けい帯たい電話の目覚ましをつけるべきだったか、そうすれば亜美のあんな気色悪い台詞せりふを聞かずに済んだというのに。全くあんなの誰が亜美に教え……俺だった。

「ふう」

　まあ良いか。龍雄の言っていたように意外と大だい丈じよう夫ぶだったみたいだな。どうやってエロ本のこと切り出そうか悩なやまなくていいことになったというのはありがたい。

「……そういえば、司郎に聞いてくれって言われてたか」

　亜美に好きな人が居るか否かという質問。静馬から話をされ、これ以上関かかわるなとは言われたが本当にあれが真実かは分かっていない。ただあの男の言っていたことを鵜う吞のみにしたくないという思いがあるのは確かだが、やはり爺じいさんの口から否定でも肯こう定ていでもしてほしい。それが噓うそでも真実でも、諦あきらめるのはそれを聞いてからにしたい。

「仕方ない。忘れないうちに聞いておこう、ロリコンの世話するのは癪しやくだが」

　呟つぶやいて立ち上がり、ジーンズについていたほこりを払はらう。そして大きく腕うでを上げて深呼吸をすると、眠ねむ気けが一気に飛んでいく気持ちがした。

　でも、好きな人は居ないかを聞け、か。どうやって聞いたら良いんだろう。そう思いながら廊下を進み、彼女が居る畳たたみの居間やダイニングへと続く引き戸の前まで来る。どういう言葉を掛かけたら、と考えているとなぜか心臓の鼓こ動どうが少しだけ速くなる。

「まさか、緊きん張ちようでもしてるのか？」

　苦く笑しようして再度思いを巡めぐらせる。だけどよく考えてみれば、そんなことを他人ひとに聞くというのは初めてのことだ。でもだからといって日を延ばせば、面めん倒どうくさくなってくるだけだし、一応友人の頼たのみでもある。その裏にどんな欲望が渦うず巻まいていようと。

　まあ、亜美のご機き嫌げんを損そこなわないように下手に出ながらいけば。

「何とかなるか」

　そう、俺は頼まれて聞くだけで何と言ったって構わないんだ。そう感じてくると心臓の鼓動はゆっくりと収まり、引き戸を開けて部屋に入ったときには普ふ通つうに戻っていた。

「正樹？」

　奥の居間から聞こえてくる声。それにああと答え、ゆっくりとそちらに近づいていく。

「好きな人、居るの？」

「はいっ？」

　突とつ然ぜん聞こえた声。俺はそれに驚おどろき、居間を覗のぞき込むとそこには寝そべってゲームする亜美の姿と。

「居ないんだ……ううん、別に何でもないんだけど」

　画面下にある枠わくには出てくる声と同じ文章が表示されており、その上にはアニメキャラっぽい赤色の髪かみを持つ女の子が映っていた。

「げ、ゲーム？」

「ん、何、どうしたの？」

　亜美はどこ吹ふく風という感じで画面に現れた選せん択たく肢しを選ぶ。な、何だ、ゲームか。驚かせやがって。思わず心臓が跳はね上がるように鼓動を乱し、今でも短くビートを刻んでいる。っていうか、亜美。

「お前、何てゲームしてんだよ」

　そのゲームは元々十八禁の、所謂いわゆるエッチなゲームが一いつ般ぱんゲーム機に移植されたもので、あの司郎に高校時代に借りてそのままにしてあった奴やつだ。確か元のゲームも買ったらしいのだがこちらのシナリオの方が良いとか何とか言って貸してくれた記き憶おくがある。ちなみにあいつの趣しゆ味みに漏もれず、メインヒロインがちょっと幼い顔立ちの義理の妹という設定。

「何、これ一般向けでしょ？」

「いやそうだけど、確かにそうだけど。従兄いとこのゲーム機で女の子が男向けの恋れん愛あいシミュレーションを遊ぶのは如何いかがなものかと」

「良いいじゃん。こういうのしてみたかったんだから」

「いや、だからって」

「それにしても、ヒロインにメイドさんは居ないんだね」

　……見えない刃やいばが俺の心臓に突つき刺ささりました。

「あれぇ、正樹、どうしたの？　何だか胸を押さえてうずくまってるけど」

　くそ、何て嬉うれしそうな声こわ色いろで。俺はダメージを軽減するように畳に座り込み亜美に何とかやめてもらおうと。

「な、なあ、亜美。他ほかのゲームあるだろ、そっちを」

「メインヒロインが妹、か……なぁんか、引っ掛かかるなあ」

　と首をこちらに回し、意味ありげな視線を送ってくる。な、何ですかその疑いの眼まな差ざしはっ、含ふくみのある瞳ひとみはっ。

「その、あれだ、友達に借りたままでさ。俺のじゃないんだ」

「そんなこと誰だれも聞いてないんだけど。ま、そういうことにしとこっか」

　と言うなり画面に視線を戻もどし、文章を進めていく。何だか、物もの凄すごく上から目線なのは僕の勘かん違ちがいではないんでしょうね、多分。水色と白のストライプの靴くつ下したの足をぱたぱたと動かしている亜美を尻しり目めに、時々意味ありげに見つめてくる軽けい蔑べつビームがどんどん俺のダメージを加算していく。

「うっわ、この主人公モテモテ。男って夢見すぎなんだよね」

　言うなり俺に顔を向け、俺の頭からすっと下まで視線が動くのを感じていると不意にふっと鼻で笑うのが見えた。そして何も言わずにゲーム画面へとその視線を戻す。

　……俺が侮ぶ辱じよくされたというより、俺を通して全すべての男をそういう目で見た気がしました。だ、だが、ここで負けるわけには。

「あ、亜美さん。もっと面おも白しろいゲームもあることですし、レーシングゲームでも一いつ緒しよに」

「あらら、妹にエロ本の隠かくし場所ばれちゃった。どっかのお兄ちゃんとおんなじだねぇ」

　僕、泣いても良いですか？　もうこれ以上耐たえられません。というか、そのイベント、まだ最初の方だからこれから次々と……

「亜美、すまない、俺が悪かった。何度でも謝るから、他のゲームしてくれ」

　これ以上進ませてはいけない。そう感じた俺は躊躇ためらわずに敵に土下座を敢かん行こう。そしてそのままの状態で相手の動きを耳だけで窺うかがう。

「別に謝って欲しいわけじゃないんだけど」

「って、かなり根に持ってるじゃないか」

「べっつに。ただ、からかってみただけだし。はあ」

　小さいため息。そのまま待っていると彼女が動く気配がして、直すぐにゲームのＢＧＭが消えてなくなった。

「これで良いんでしょ？」

　顔を上げると、そこには電源の切れたゲーム機と真っ暗のテレビ画面。

「ま、飽あきちゃったし、正樹をからかうのも。それに変な気でも起こされて襲おそわれても面めん倒どうだから」

「いや、襲うことは誓ちかって、ない。地球が滅ほろびても、ない」

「……腹が立つけど、仕方ないか。正樹はメイドにしか興味ないんだもんね」

「そ、そういう訳では」

「へえ。でも、こまさんがメイド服とか着てたら嬉しいんでしょ？」

　こまのメイド服って言われても。そんな、いや、だが、ふむ、まあ、えっと。

「鼻の下伸のばしてる時点で最低だよね、正樹って」

　瞬しゆん時じに鼻に手を伸ばす。だが、鼻の下が伸びた感じはない。

「噓うそだよ」

「亜美さん、いつまでこのネタ引っ張る気なんですか？」

「ううん、飽きるまでかな、ご主人様」

　と先ほどと同じような上うわ目め遣づかいで。まるで口止め料として次々と金銭を要求されるような寒気が俺の背中に押し寄せてくる。こいつ、絶対に飽きないな。執しゆう念ねん深さっていうか持続力っていうかそういう性質があるから。くそ、気にしなければ良いんだろうけど、今の俺のレベルでは無視することが出来ないし。

「そんなに、嫌いや？」

　いつの間にか四つんばいになった亜美は俺の顔を下から覗のぞき込んできた。そんなに嫌そうな顔してたんだろうか。

「ま、まあ、良い気分ではない」

「そ」

　亜美はゆっくり後ろへ下がり、先ほどと同じ場所にぺたんと女の子座りをする。そしてこちらをじっと眺ながめていたが。

「じゃあやめたげる」

「え？」

「だって本当に嫌そうだから」

　手遊びをしながら俯うつむき加か減げんに呟つぶやいてきた。彼女の行こう為いがどうにも拗すねているように見えて。

「いや、そういうわけじゃ」

　と言うが、亜美はなぜか驚おどろいたように目を見開いた。

「……Ｍ？」

「いや、違う」

　瞬時に答えると亜美は、そうだよね、どっちかっていうと正樹はＳっぽいもん、などと言って微笑ほほえむ。そして、彼女はうんと言いながら両りよう腕うでを空中に伸ばすと。

「ああ、でも惜おしかったなあ。正樹をからかう道具が見つかったと思ったのに」

「あ、あのな」

「でも、またいつか正樹の弱みが見つかりそうだし、それまで我が慢まんしとく。レーシングゲームのソフト入れておいて、今日こそ勝ってみせるから」

　彼女はどこかすっきりした面持ちのまま立ち上がり居間から出て行こうとする。どこに行くんだ、と声を掛かけるとくるっと振ふり向いた。その顔は少しだけ赤らんで。

「トイレ。まさか正樹、そういう趣しゆ味みが？」

「無いっ。早く行ってこい」

　怒ど鳴なりつけると悪びれることもなく、彼女はぴっと小さく赤い舌を出した。

　何というか、今までのストレスを全て解消しましたって感じの顔つきに見えたんだが、まああれだけ人を弄いじくれば気も晴れる……そのストレスの原因が俺なんてことは無いですよね。

「はあ、何で亜美のご機き嫌げんなど伺うかがわなきゃいけ」

　って、そうだよ、質問だ。それをするためにわざわざ、というほど遠いわけではないが、居間まで来たんだ。だけど、あのゲームの台詞せりふで完全に言う機会を失ってしまったのは否いなめない。もう少し様子を見てみるか。

　そう思って、帰って来た亜美とレーシングゲームで対決しながら質問のタイミングを窺うかがっているのだが……

「むう」

　唸うなり声を出しながら亜美が右へ曲がろうとして身体からだを傾かたむけてくる。とんっと俺の左腕に頭を預けるような体勢を取って何とか曲がりきれた。彼女が元の位置に戻もどると同時に甘い匂においが残り香がとして漂ただよってきた。

　俺はそれを振り払はらうようにヘアピンカーブでドリフトを利きかせながら曲がり、着々と亜美との差をつけていく。そして直線コースへと戻ってきた俺は、ちらっと亜美の方を見た。そこには意気揚よう々ようといった感じの顔でゲームに熱中する女の子の姿。

　ううん、タイミングを計るのは良いけれど、どういうタイミングで言うべきなんだ、好きな人は居るかっていうのは。勢い、雰ふん囲い気き、表情と考えていくと、どうにも告白のような感じになってしまい、益ます々ます言い出せなくなる。まあ、亜美に俺の嗜し好こうがばれたという事実がお宝本を見られたことよりもダメージが大きくて気き後おくれしている感があるのが情けないけれど。

「はい、また勝利っと」

　亜美に一いつ切さい抜かれることもなく、２Ｐ画面に勝利の文字が光る。ちなみに七回目。

「あああ、また負けたぁ」

　隣となりの女の子はそう言うなり、コントローラを投げ出し、ぱたんと左に倒たおれてしまう。倒れただけなら良いが、こっちに向いた足でげしげしと蹴けってくるのはやめてくれ。

「何で勝てないのよ」

　俺の左太ふと股ももの辺りに右足を蹴り込ませながら。

「指の長さじゃないか？　諦あきらめろ」

「うるさいな」

　ちゃんと自覚してたのは従兄いとことして嬉うれしいですよ。

「大体、そんなに大きさ変わらないでしょ」

　そう言うなり起き上がってこちらに詰つめ寄る。亜美は俺の左手を取り、自分のと比べるように手首の位置を合わせてくっつけた。

「あ」

　という彼女の声。そこには俺の指の第二関節ほどしかない亜美の小さく柔やわらかな手。まるで餅もちかマシュマロを触さわっているような感かん触しよくが少し気持ち良い。

「大分、違うね」

　微び妙みような笑顔。それは悪戯いたずらが見つかった子供のような笑顔。だけど直すぐに彼女は無表情になると、俺と亜美の手が合わさっているのをじっと見つめてくる。そのまま亜美は沈ちん黙もくしてしまい、何秒かして。

「亜美、どうした？」

「あ、ごめん」

　亜美はさっと手を離はなして後ろに隠かくしてしまった。

「どうかしたか？」

「ううん……やっぱり正樹のが大きいなって」

「まあ歳としが離れてるし男と女だから」

「そだね」

　それからまた沈黙が始まる。どうにも居い心ごこ地ちが悪いなと感じて声を掛けようとしたら、不意に亜美は自分のピンクの携けい帯たい電話を取り出し画面を確認して。

「あ、もうそろそろ帰るね。もう五時半過ぎてるし」

「え、ああ、もうそんな時間か」

　俺がそう言うのを待たずに彼女は立ち上がり、スカートの皺しわを伸のばすように服を弄いじる。それが終わって、じゃあ帰るねと手を振って引き戸へと向かっていく。

「あ、亜美」

「ん？」

　彼女は振り返り、不思議そうに首を左に傾けた。

「あ、その……」

　どうしようか、あの質問。でも、まあ、今日じゃなくても良いんだよな。期日とか言ってなかったし。

「裏口まで送る」

「珍めずらしいね」

　手持ち無ぶ沙さ汰たに言った言葉に彼女はそう答えた。それでもにこっと微笑ほほえんで、ありがと、と言ってくれ、ダイニングテーブルのあるところで俺を待ってくれているようだ。

　まだ五時半だというのにダイニングから見える窓は少し暗い。昨日の朝も雨が降っていたようだし、このところ天気が崩くずれているのかもしれない。引き戸を開け、亜美を先に廊ろう下かに出し、俺もその後に続く。そして裏口の土間に置いてある自分の靴くつを履はいた亜美は、ありがとうともう一度言う。

「ああ、気を付けて帰れよ」

　その言葉を聞き終えると亜美はドアノブに手を伸ばし、開ける。だが、彼女はそこで立ち止まってしまった。

「雨……」

　開かれた景色は灰色で、亜美はゆっくりと呟つぶやく。俺も土間から覗のぞいてみると、確かにぽつぽつとまばらに雫しずくが落ちてきていた。

「降ってきたか。仕方ない、社務所の傘かさ貸すよ」

「え、でも正樹は？」

「俺は何とでも帰れる。亜美はその服、濡ぬらしたくないだろ？」

　指差してやると、亜美は大切にするように自分の服を撫なでる。そして一言、ごめんと呟いた。

「良いって。さて、傘……」

　土間の隅すみにある傘立てを見る。だがそこには一本の傘もない。

「あれ、まだ茶色い傘が残って」

　追つい伸しん、少し雨降っていたので傘借りていきます。

「しまった。こまに貸したままだ」

「えええ」

　亜美の非難の声に、悪いと頭を下げる。彼女は深くため息を吐つくと、仕方ないと言わんばかりに。

「もう良い。多分通り雨だろうからここで雨宿りさせてよ」

「あ、ああ」

　不満そうな顔をしながら引き戸へと戻もどり、ダイニングに向かってしまった。俺もそれに倣ならうように部屋へ入ると、テーブルには口を尖とがらせて頰ほお杖づえをついてる茶色い髪かみのお嬢じよう様さまが座っていらした。

「あ、飴あめでも舐なめるか？」

「ちょうだい」

　余りにも不ふ機き嫌げんになっているのでたまらず声を掛かける。俺は一いつ旦たん部屋を出て向かいのキッチンに向かい、戸と棚だなに入れてあったイチゴミルクキャンディーの袋ふくろを取り出す。そしてお嬢さんの居るダイニングへ戻り。

「ほら」

　亜美の横に座って、飴の入った白地に赤い斑はん点てんの包みを一つ彼女の前に置く。それを手に取るとすかさず包みから薄うす桃もも色いろのソレを取り出すと口に放ほうり入れた。

「……せっかく遊びに来たのに」

　だが機嫌は直らないらしく、頰ほおを膨ふくらませた顔で呟いた。

「天気は仕方ないだろ」

「傘を置いてない正樹が悪い」

「傘持ってこないお前も悪い」

「むう」

　唸うなり声。それと同時に大おお粒つぶになってきたのか、ぽつぽつという屋根に雨が当たる音が耳に届いてくる。

「ああ、強くなってるし」

　天てん井じようを見上げ、はあとため息を吐く亜美。ずるずると背もたれにもたれていた背中を滑らせ、腹を上に向けるような微び妙みようなバランスで止まった。

「行ぎよう儀ぎ悪いぞ」

「うるさいな、良いでしょ」

　何か文句あるのとでも言わんばかりの睨にらみを利きかせてきた。俺はそれにため息を吐くと、窓の方を見やる。依い然ぜんとして暗いままで、少し雨粒が窓に付いてきていた。

「そういえばさ」

　亜美の声にそっちを向くと、茶色い髪を指で弄いじりながら。

「さっき、何か用事あったんじゃないの？」

「さっき？」

「ほら、私がゲームしてたときに来て……何か用事あったのかなって」

　どきっと心臓が鳴る。俺はそれを悟さとられないように呼吸を整え。

「何でそう思うんだ？」

「ううん、何となく。雰ふん囲い気きが」

　さすが、それなりに付き合いが長いと分かるのだろうか。確かにあの時、例の質問をしようと行ったんだけど……今言うと、楽かな。

「無いの？」

　俺が黙だまっているのを心配したのか声を掛けてくる。まあ、こういうのはさっさと聞くのが一番だな。好きな人は居ないかって聞くだけなんだから。そう、聞くだけ、聞くだけ、聞くだけ。

「あ、ある」

　出てきた声は少し上うわ擦ずってしまい、自分でも驚おどろく。おいおい、こんなことで緊きん張ちようしてきたのか、たかが質問するだけなのに……そうだよ、親が子供に聞くようなものなのに。

「やっぱりあるんだ、何？」

　亜美は居住まいを正すようにずり落ちていた身体からだを元に戻し、こちらを見つめてくる。その瞳ひとみは俺を吸い込んでしまうのではないかと思うほど綺き麗れいで深い。

「その……なんだ」

　屋根を叩たたく雨音が激しくなってくる。それに合わせるかの如ごとく俺の心臓も鼓こ動どうを強め、顔が熱くなるのを感じる。くそ、何だってこんなに緊張するんだ。

「何？」

　真しん摯しな目が俺を射い貫ぬき、瞬まばたき一つでさえ観察してしまう。どうにも胸の辺りが苦しくなり、変な汗あせが背中から出てくる。落ち着け、何をびびってる、落ち着け。好きな人は居ないのかって聞くだけなんだ。

「その、さ。亜美、聞きたいことがあって」

「うん」

「えっと、す」

「す？」

　亜美の顔が少し右に傾かたむいた。

　──好きな人は居ないのか。え、何でそんなこと。いや、俺は別に。正樹、もしかして私のこと、従妹いとこなのに……

　って、違ちがう。何でそんな流れが頭の中で再生されるんだ、あれかさっきの恋れん愛あいゲームのダメージがまだ残ってでもいるのかっ。俺は自分の想像を打ち払はらうように頭を抱かかえると、亜美は不ふ審しん者しやを見るような目をしてこちらを見る。

「い、今言うから。だから、そのだな、亜美」

「うん」

「お前」

　──好きな人居ないのか。そんなの正樹に関係ないでしょ。聞かせて欲しいんだ。何よ、それ、もしかして正樹、私のこと狙ねらってるの。ち、違っ。ちょっと、メイド好きなだけだと思ってたのに、ロリコンもなんて。

　だからっ、何でこんな想像するんだよ、俺は。

「ちょっと正樹大だい丈じよう夫ぶ？　息荒あらいけど」

「え、あ、ああ。大丈夫、大丈夫だから」

　亜美は心配したのか俺を少し下から覗のぞき込んでくる。それに笑いかけてやると彼女はゆっくり俺から離はなれ、手を膝ひざに置いてこちらに身体も正対するように向けてきた。俺は深呼吸を静かに行い、呼吸を整える。

　そして亜美の瞳を覗きこんだ。

「亜美、お前さ……好きな人とか居ないか？」

「え？」

　雨音が耳にうるさい。そう感じてしまうのは、ただ沈ちん黙もくがこの部屋を支配しているからなのだろう。彼女は呆ほうけるようにこちらを見つめていたが、その頰ほおがみるみるうちに真っ赤になっていくと。

「い、いきなり何っ、何なのっ」

「だから、好きな人」

「ちょっと待ってよ。何でそんなこと聞くのよ、何で」

　何でって……と司郎に頼たのまれたと言おうかと思ったが、亜美はあいつの事を毛け嫌ぎらいしている。変に司郎のことを言えば、不ふ機き嫌げんになって答えてくれないかもしれない。そう結論付けた俺は。

「まあ、何となく、かな」

　と返した。

「何となくって、そんな」

　亜美はくいっと自分の身体の向きをテーブルに向けて、俺から視線を離す。その赤い横顔を隠かくすように髪かみの毛を手で弄って。

「ど、どういう企たくらみよ」

「どういうって。ただ、聞いてみたんだが」

「ただって、おかしいでしょ。普ふ通つう、いきなりこんな」

　途と端たん、亜美の顔はもっと赤く染まっていく。

「まあ、そうだけど、良いい機会かと」

「どういう機会よ、どういうっ」

「さあ」

　はぐらかすと、亜美の瞳はきょろきょろと忙せわしなく動き、時折俺の顔にも移ってくる。だがその時には即そく座ざに視線を変え、俺の目を見ないようにしていた。

「どうしても、なの」

「えっと、嫌いやなら別に良いんだけど」

「そういうわけじゃ、無いけど」

　ちらちらこちらを見る機会が増えていく。そして、不意に亜美は目を閉じると大きく息をした。

「わ、分かった」

　くるっと身体ごとこちらに向いてきた。そしてその瞳は俺を捉とらえている。

「い、言えば良いんだよね」

「ああ」

　何だか俺の顔も熱くなるのが分かる。それが分かったのか、亜美は俺の顔から目を離さず俺も離さないようにする。聞こえるのは雨の音、そして亜美の少し荒い吐と息いき。何だか、変な雰ふん囲い気きになってしまったことを後こう悔かいしているとどんどん時間だけが過ぎ、それが何秒続いたのか何分だったのかは分からないが、彼女は合わせていた目をふっと下に移して俺の視線から逃のがれると。

「い、居ないよ、そんな人」

　ごくごく小さな呟つぶやき。だけど、それは雨の音にかき消されずに俺の耳にまで届いた。

「そ、そっか……」

　言うと、亜美はかっと顔を赤くしてどんどん俯うつむいてしまう。俺はその彼女の動きにどう声を掛かければ良いか分からず、ただ黙だまって目の前の彼女を見つめる。

　さあ、さあという雨の音だけが痛いほど耳に届いて、塞ふさぎたくなってくる。だけど、この空間の重圧みたいなものが押し掛かってきて、どうにも手足が動かない。

　電気を点つけるのを忘れ、窓には雨あま雫しずくが垂れている暗がりの部屋。そこにあるダイニングテーブルに隣となり同どう士しで座り、向かい合ったままの俺と亜美。彼女はそんな明かりの少ない部屋でも真っ赤だと分かるほどに赤面し、ただ無言で俯いている。これは夢なのではないかと思う、現実味のない景色。何でたかが一つ質問するだけでこんなに雰囲気がおかしくなるんだ……

「あ、ありがとな」

　その部屋に明るさを取り戻もどそうと何とか声を絞しぼり出す。すると亜美は少しだけ首を動かし、頷うなずくという行こう為いで答えてくれた。

「えっと……じ、実は司郎に頼まれてて、答えてくれるかどうか不安だったんだ」

「え」

　単なる場ば繫つなぎとして言った言葉。何も考えずに出た言葉。誰だれも傷つくことのない、他愛のない言葉。そう考えていたのに。

「どういうこと、それ」

　亜美がこちらに見せた顔は、驚おどろきの表情だった。

「いや、その、司郎に借りがあって、それで代わりに亜美に聞いて欲しいって」

「何、それ」

　亜美の表情が変わる。眉まゆ毛げは困ったように曲がっているのにその瞳ひとみは怒おこっているかのような煌きらめきがあり、唇くちびるは小刻みに震ふるえている。

「正樹の、正樹が知りたいことじゃ、なかったの？」

「俺は、別に」

　そういうわけじゃない。そう続けようとした声は、亜美が突とつ然ぜん俯いたために止まってしまった。いや、俯いただけでなく、膝ひざに置いた手がゆっくり動き、彼女のスカートが握にぎり締しめられ、皺しわが作られていく。ただならぬ雰囲気に声を掛けようとすると、亜美は椅い子すから降りて。

「私、帰るから」

　と言い出した。だがいまだ雨は窓を打っている。俯いたままで表情が見えない亜美を引きとめようと。

「何言ってんだ、雨まだ止やんで」

「良いいから、帰る」

　俺の言葉も聞かずにすたすたと引き戸へ向かっていく。仕方なく亜美の肩かたを摑つかむと。

「触さわらないで」

　ばちっと平手で不意打ちされ、思わず手を離はなす。

「おい、正気か」

　俺も立ち上がり亜美の後を追おうとすると、彼女は突然足を速め、引き戸を乱暴に開き、出て行ってしまう。俺も慌あわてて追いかけると亜美は丁度靴くつを履はこうと玄げん関かんで座り込んでいた。

「おい、話を聞け」

　亜美のか細い肩に手を伸のばし、摑む。すると何か電気でも流れたかのようにびくっと身体からだが跳はねて。

「触らないでって言ってるでしょっ？」

　悲鳴に似た声。それに驚いていると彼女は俺の手に指を伸ばし、思いっきりつねってきた。しかも爪つめを立てて。

「っつ？」

　彼女から手を離すと、自分の右手に二つの三日月のような痕あとが出来上がっていた。

「何すんだよ、いきなり」

「ほっといてよっ」

　言うなり、亜美は裏口を開けた。雨が強い勢いで降りしきっているのがよく見え、そこに亜美は一歩を踏ふみ出していき、彼女の黒を基調としたドレスが濡ぬれていく。

「風邪かぜ引くってんだよ」

　裸足はだしのまま飛び出し、彼女の手を摑む。だが思った以上の強さで振ふりほどかれ、仕方がなく膝をついて彼女を後ろから抱だきしめるようにして止めた。ジーンズに冷たさが滲しみ、背中や頭にも水が突つき刺ささってくる。ただ、亜美を触る場所だけが温ぬくもりに包まれた。

「放して……放してっ」

　途と端たん、彼女はがむしゃらに暴れだし、両手両足を俺に叩たたき込んでくる。彼女の濡れた髪かみが俺の顔に貼はり付き、濡れて質量が増えたドレスが俺の手を絡からめ取る。何とかそれでも彼女を社務所に戻そうとするが、頑かたくなに動かず、地面に足を打ち込んでいるかのように動かない。持ち上げようとしても直すぐに暴れて身体をしっかり摑ませてくれなかった。

「雨止んでから帰れっての。何でこんな」

　何十秒かその格かく闘とうを続けただろうか。完全に体中びしょ濡れになり、泥どろも所々に跳ねた状態になってしまい、疲つかれたのだろう、彼女は突然全すべての動きを止めた。

　そして、俺と亜美の荒あらい息と雨の音が混ざり、耳みみ障ざわりな雑音を響ひびかせる。

「さ、社務所に、はあはあ、シャワーとタオルあるから。雨止むまで待てって、な」

　何で亜美がこんなことをいきなりしたのかは分からない。だけどだからって、風邪引くようなことをみすみす見み逃のがすわけにはいかない。

　俺はゆっくりと彼女を抱き上げようともう一度抱きしめると、違い和わ感を覚えた。

「え」

　ここから見える彼女の肩は小刻みに上下し、俺が彼女に触ふれている全ての箇か所しよが痙けい攣れんするようにうねっている。いや、身体全体が痙攣している。

「っく、ひっ。ひっく、ひぐっ、っふ」

　亜美から発せられる声。それは周りの音が全てなくなったようにクリアに聞こえてきた。

「ひっふ、や。嫌いや、っひ。ひやぁ、っく」

　泣いて、いる。亜美が泣いて。なん、で？

「ば、ひっくひっく、か。馬ば鹿か、っひ。んぐ、馬鹿、ひぐ、ば、っふ、馬鹿」

「あ、亜美」

「正樹の、ひぐ、っひふ、んぐう、ひっ。馬鹿ぁ」
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　振り向いた彼女の顔は、涙なみだと雨でくしゃくしゃになり、赤ちゃんが泣きじゃくるように鼻から目にかけて真っ赤になっていた。

　ふとその顔に気をとられたとき、彼女は突然、再度の抵てい抗こうを試みる。だが今回はこちらの不意を衝つかれ、簡単に彼女から手を離してしまい、それが分かると亜美は即そく座ざに走り出し、俺はそれを見送るしかなかった。

　俺はしばらくの間、彼女が走り去った後をじっと見み詰つめていた。雨は夜まで降り続けた。







　第四章　空色の前世の憎悪







　あの、夢だった。そう思った。

　目の前に広がるのは見知らぬ神社。鳥居があり、参道があり、境けい内だいがある。ああ、やっぱりあの、夢の始まりだ。あの、お盆ぼんに近づくと見る、彼女を傷つける夢。

　だが、何かが違ちがう。

「何だ？」

　突とつ然ぜん聞こえた声。それは俺の中から出た言葉なのに、俺の声でも俺が出そうとして出した声でもない。誰だれだ、お前は。

「人の気配が」

　まるで映画の主人公の視点になったかのように、何もしなくてもどんどん風景が変わっていく。今は夏なのだろうか、少しずつ蟬せみの鳴き声が聞こえてきて、途端に木々が風で擦こすれる音も自分の履はいている草ぞう履りの音も鮮せん明めいになっていく。

　そのまま歩いていくと、ふと拝はい殿でんが目につき、その陰かげに誰かが地面に座っているのが分かった。

「誰だ？」

　その声に誰かはゆっくりこちらを見る。それは神み子こ服ふくを着た人間。

「お前、誰だ？」

　再度尋たずねる。すると、その人間は立ち上がって陰から出てくる。それは、どこかで見た女性の顔だった。

「玉城皐さ月つき、です」

　長い黒くろ髪かみが風に靡なびく。彼女は顔に当たる髪の毛を手で押さえ、こちらを力ない目で見つめる。袴はかまの色は二位宮ぐう司じを示している青色で、すらっと手足は長く、体つきはとても女性的で艶あでやか。

「お前が皐月。穢けがれた血を持つという」

　途と端たん、彼女は俯うつむき、視線を落とす。だがそう言われるのに慣れているのか直すぐに顔を上げると。

「……貴方あなたは」

　俺、俺の名前は。

「正まさ康やす」

　え？

「私は、玉城正康だ。穢れた血を持つ者よ、ここで何をしている」

「何をって、休んでいるのです」

「こんなところで、一人でか」

「……私が傍そばに居れば、気分を害する人も多いですから」

　彼女はそう言うなり、俺の横を通り過ぎようとする。しかし、正康というこの身体からだの持ち主はぱっと腕うでを広げ、彼女を止まらせた。

「なぜ行こうとする」

「別の、誰も居ない場所で休もうかと」

「私が邪じや魔まなのか」

「いえ、こちらが邪魔でしょうから」

　そう言って彼女は一歩を踏ふみ出そうとするが、正康は弱く皐月の肩かたを摑つかんだ。

「え？」

「まあ待て、穢れた血を持つ者。これから茶を立てようと思っていた。一いつ緒しよに飲まぬか？」

「なぜ？」

「一人では味気ない。それともお前は私の茶が不味まずいと思っているのか？」

「作法を知りません故ゆえに」

「であるなら教える。ついてこい」

　正康は勝手に会話を止めると、ずんずん境内を奥に歩いていく。だが、何歩か歩いた後に彼女が動いていないことに気付き。

「ああ、そうだ」

　振ふり返る。そこでは風に髪を揺ゆらしたまま立ち尽つくしている彼女。

「はい」

「穢れた血を持つ者というのは長ったらしいし、余り好意的な呼び方ではない。だから、お前のことを皐月と呼ぶ、良いな」

　すると、彼女は驚おどろいたように目を見開きじっとこちらを見つめてくる。しかししばらくすると、ふふっと声を漏もらして笑った。

「なぜ笑っている」

「可笑おかしいからです」

「侮ぶ辱じよくするのか？」

「いえ、楽しいのです」

　彼女はそう言うと軽い足取りでこちらに近寄ってくる。不意にお香こうか何かの甘い匂においが鼻び孔こうに届く。

「では、ついてこい。昨日、良い茶器が手に入った」

「だったら、割らないようにしなければいけませんね」

　二人で歩き出そうとするが、突とつ然ぜん皐月は立ち止まり、あっと声を漏らした。

「どうした？」

「私は、貴方をどう呼べば良いのでしょう。やはりマサヤス様と？」

「堅かた苦くるしいのは嫌きらいだ。呼び捨てでも構わない」

「それでは夫婦めおとみたいで気き後おくれします。そうですね、マサヤスさんとお呼び致いたします」

「……好きにしろ」

　風が吹ふいてくる。それは彼女の髪を躍おどらせ、こちらの視界を奪うばうように被かぶってきた。目を瞑つぶってやり過ごす。

　不意に風が止やむ。それを感じて目を開けると、そこには綺き麗れいな満月が輝かがやいていた。

「夜の逢おう瀬せというのは、病やみ付きになりますね」

　視線を下ろすと、そこには名も分からない木や草が生えた庭があり、その陰かげから微笑ほほえんでいる皐月という女性が出てきた。

「別に表から入ろうと構わぬのに。わざわざ塀へいを越こえて」

「その方が、禁きん忌きを犯おかしているようで面おも白しろいですもの」

　正康は自分が座っている縁えん側がわに置いてある蠟ろう燭そくを彼女へ向ける。すると、そこには銀色の髪をした、緑色の瞳ひとみを持つ神子服の女性。

「そうか、今日は満月の夜」

「ふふっ、もうさすがに驚きませんね」

「ああ、これで見るのは二回目だからな」

　皐月が縁側へと座る。銀色の髪が靡なびき、鈴すず虫むしの鳴き声が響ひびいていた。

「でも、残念です。これでもう、正康さんを驚かすものが一つ減った事になります」

「そんなに私を驚かせたいのか、皐月は。それと、その変な呼び方はやめてくれないか」

「変？」

「正康さん、というのだ。そんな呼び方なら、呼び捨ての方が良い」

「あら、これは正康様と呼ぶのを、愛情を込めて正康さんと言い換かえましたのに。こちらの方が可愛かわいらしいではないですか」

　さらりと髪をかきあげ、緑色の目を光らせる。

「まあ良い。何度言っても皐月は変えようとしないからな。ところで、今日こそ話してくれるのか？」

「何のことです？」

「皐月が穢けがれた血と呼ばれている由ゆ縁えんだ」

　彼女は少し俯うつむいた。

「どうしても聞きたいのですか？　つまらない話ですのに」

「二回目になった時には話してくれると言っただろう？」

　皐月は伏ふし目がちにこちらを見やり、顔色を窺うかがってくる。睫まつ毛げが蠟燭に照らされ、美しさが際きわ立だって見える。

「では、お約束でしたから、お話し致します。お眠ねむりにならないでくださいまし」

「ならんならん」

「そうですね。結論から言えば、私が穢れた血を持つ者と言われるのは、私の母が獣けものの神と契ちぎって私を産んだからです。これはご存じですよね？」

「ああ。だが、それは偽いつわりではないのか？」

「いいえ、本当のことです。私の母は、玉城家に忠節を尽くす人でした。でも母の玉城の血は薄うすく、力も弱かった。それでも母は玉城家の役に立ちたかった」

「だから、獣の神と契りを」

「はい、何とか神の力を母は手に入れたかったのでしょう。今まで類を見ない行こう為いでしたが見事に成功し、獣の神の血と玉城の血が合わさった私が産まれました。でも、神との子を作るなど禁忌中の禁忌でしたから、私は赤ん坊ぼうで分かりませんでしたが多くの迫はく害がいがあったことでしょう。そのためか、母は私を産んでから四年後、胸の病で亡なくなりました」

「そんな、ことが」

　絞しぼり出すような声。だがそれを打ち消すように皐月は笑いかけてきてくれた。

「そんな顔をしないでください、正康さん。私、母を恨うらんだりなどしてませんし可哀かわい想そうとも思っていません。誇ほこりに思っているんです。だって母は玉城家のために私にこの力を授さずけてくれて、私は玉城家のためにこの力を使う……私がこの力を使うたびに母は私の中に居るって思えるんです。それに」

　彼女は自分の髪かみの毛を摑つかみ、こちらに見せ付けるようにした。

「こうして満月の夜にはこの銀色の髪と緑の瞳で人を驚おどろかせられますもの」

　不意に月光が彼女の髪に反射し、眩まぶしく感じる。俺は瞬しゆん時じに目を閉じ、眩しさが過ぎるのを待つ。

「ふう、もうここの書物は読み尽つくしたか」

　声が聞こえる。そう思った瞬間光は集束し、一気に消えうせる。そこで目を開くと、そこには蠟燭の光に照らされた本ほん棚だながあった。左は黒い壁かべで、後ろには本棚、右に通路が見え、その奥に同じような本棚が並んでいる。

「やはりこれ以上は禁区に入るべきか」

　本棚から逃にげるように歩いていき、通路へ出る。通路には何か自発的に光る物質があるのか青白く輝かがやき、ぼんやりと全体が見えてくる。段々畑のように三段構成になった空間に何十もの本棚が規律正しく立ち並ぶのが見えて、その最下層の一番奥に大きな黒い観音開きの扉とびらがあった。

「地下の書物は全て自由にして良いと父上は仰おつしやっていた。ならば、禁区も地下にある場所だ、自由にして良いはず。今日は運良く、押さえ役の皐月も居ない」

　暗くら闇やみの中、青白く光る通路をゆっくり進み階段を降りていく。蠟燭の光がゆらめき、本棚に正康の影が映し出される。

「さて、確か父上は」

　扉は木製ではなく、金属製のようだ。その表面はこちらの影を映し、蠟燭の赤を反射している。何か文字らしきものと絵が見える。文字は読めないが、絵はどうやら地球らしい星の上に体長の二倍ほどの髪の長さを持つ子供が描えがかれ、その子には後光が差していた。

「こう触さわって……イムの子キヨラの血を受け継つぎ、我、たましろとならん」

　正康が触ふれて、力発現の言葉を唱えると、ゆっくりと扉が音もなく開いていく。

「ここの資料があれば、玉城家の掲かかげる完全なる平和を叶かなえることが出来る。そうすれば」

　彼は暗闇に足を一歩踏ふみ出していく。すると視界はなぜか赤い色に染まった。

「彼女……皐月ももう、一族に迫害を受けずに済む」

　刹せつ那な、血のような赤色の中心が卵の殻からのように割れて、そこから光が漏もれ出してくる。それをじっと見つめていると、次し第だいに形が変わってきて。

「待ちましたか？」

　瞼まぶたにくっついていた桜の花びらを手で取り、彼女に振ふり返る。桜の木を背にして見ると、立ち並ぶ桜の木々が皐月を歓かん迎げいするように花びらを散らしていく。

「いや」

「そうですか。で、今日は何の御ご用ようですか？」

「明日、美み濃のに旅立つことになった」

「美濃、ですか」

「ああ、同盟関係にある大名家が、寺組を取り潰つぶしに掛かかるに際して、彼らの同盟者からの兵ひよう糧ろう補給を妨さまたげろという命令だ」

「神み子こは、戦いくさには出ないのでは？」

「言い方が悪かった。その命令を受けたのはその大名に従属している熊くま野の水軍という者たちで、私は新型の船を造り、相手の船に対たい抗こうせよという命令だ」

「新しい船？」

「うむ、鉄製の船を造れとな」

　その言葉に皐月は目を見開き、口元を押さえた。

「まあ、鉄製だなんて。あんな重いもので浮うくんですか？」

「ははは、皐月は知らないかもしれないが、鉄製でも船の形を改良し、大きく造れば簡単に浮くことが出来るんだよ、浮ふ力りよくというのを知らないのだな」

「あら、そんな言い方いけませんわ、正康さん。女は馬ば鹿かだと言ってるようなものです」

「いや、皐月が余り知らないだけだと言っているだけだ」

「失礼です。私は正康さんみたいに本にかじりついてなどいられませんもの」

「そう怒おこるな。私には玉城の力はほとんどない。だからこうして知識を溜ため込むことでしか玉城家に役立てないのだ」

「あ、そういう意味では」

「分かっている、そんな顔をするな」

　桜さくら吹雪ふぶきが二人を襲おそう。目を閉じて耐たえ切ると、皐月は暗い顔をしてこちらを見ていた。

「でも、美濃……遠いですね」

「その後、熊野水軍の隠かくれ家がに向かうのだ。この武蔵むさしの国くにからもっと遠くなる」

「また離はなれてしまいますね」

「仕方が無い、今は、こういう世なのだ。生きて再会できることが僥ぎよう倖こうなんだ」

「それでも、寂さびしい」

「だから、今日、話をしにきた」

　正康は彼女の肩かたを摑つかみ、彼女を直視する。艶つやのある黒くろ髪かみ、潤うるんだ瞳ひとみ、桜色の唇くちびる、透すき通るような肌はだ、全すべてを見つめ、全てを愛する。

「皐月、私が無事に帰ってきたら夫婦めおとになろう」

「え」

「こんな世の中だからこそ、出来ることは出来るうちにやっておきたい。なろう」

「そ、そんなこと突とつ然ぜん……大体、玉城家が許しません。正康さんは、長おさの息子むすこ、いずれは玉城家を背負っていくんですよ？」

「そうだ、その時には隣となりにお前が居る」

「それは無理です。私は……穢けがれた血を持つ者です。今でもこうして二人で会っているのを幹部から咎とがめられているんでしょう？」

「だからだ、だからこそだ。君の母上は玉城家のために獣けものの神と契ちぎった。これのどこが穢れているというのだ、心は同じ玉城家の一族ではないか」

「でも、私は満月には髪の色が変わるのです、瞳の色が変わるのです。人ではありません」

「だが、皐月は私の子供を産めるのだろう？」

「そんなこと、分かりません。産めないかもしれません」

「じゃあ、試ためそう。私か皐月か二人どちらか死ぬまで、子供が出来るか試そう」

「そんな。嫌いやです、昼間から、そんな話」

「じゃあ夜に話せば良いのか」

「そういう問題ではありません。私は貴方あなたを思って」

「思っているなら妻になってくれ。もう決めたんだ」

　正康の言葉に皐月は深くため息を吐つく。その顔はどこか困った子供を見る母のような目。

「分かりました」

「分かってくれたか、では夫婦になってくれるんだな」

「いいえ、違ちがいます。今度貴方が帰って来る時にもう一度話し合いましょう。その時には私も答えが出ています」

「どういうことだ？」

「貴方の父、長に相談して、適当な方を正康さんの正妻として決めてもらいます。その後、私がそこに妾めかけで入ります、これなら文句はありませんでしょう？」

「だ、駄だ目めだ、そんなの駄目だ」

「なぜですか。これなら正康さんも幹部の方から変な目で見られませんでしょうし、私の身体からだも手に入ります。万ばん事じ解決致いたします」

「そうじゃ、そうじゃないんだ、皐月」

　正康は皐月を揺ゆすって、少し俯うつむく。見えるのは彼女の青い袴はかまと地面に落ちる桜の花びら。

「私はお前の心に惚ほれたんだ、つまり全部に惚れたんだ。であるのに皐月は身体しか私に委ゆだねないというのか」

「だって、先日、私は正康さんの初めての女になったばかりです。だから、女に溺おぼれているだけなのかと思いまして」

　皐月は恥はずかしそうに顔を赤く染め、視線を逸そらす。それには正康も恥かしいのか、耳の辺りまで熱くなるのだけは感じた。

「そ、それを言うなら、皐月も初めての男は私だ。なったばかりだ。お前は男に溺れているのか？」

「そんなこと、ありません」

「ならば、私もだ。私も溺れてなどおらん。夫婦になりたいと思ったのはもっと昔の頃ころからだ」

　皐月の瞳を見つめる。二人の間に桜がひとひら流れていった。

「私はお前となら、皐月とならこんな戦いくさ続きの世も、いずれ訪おとずれる平和の世も生きていける、生きていきたいと思ったんだ。玉城家に頼たよらない、平和を作れると」

「私となら」

「早く決めてくれ。私と夫婦になるかならないか」

　皐月はふっと正康の両手を取り、自分の肩から外す。そして目を瞑つぶり、ゆっくり首を横に振ふった。

「正康さんは、馬ば鹿かなお人です。大馬鹿者です。私を、私なんかを妻にしてくれるなんて」

　彼女が目を開く。それは太陽の陽ひ射ざしを弾はじくほど潤んでいて。

「嬉うれしすぎて涙なみだが出てしまいます」

　桜さくら吹雪ふぶきが辺りを覆おおいつくす。それを腕うでで防ぐようにして彼女の元へ向かおうとするが、桜は段々黒ずんだかと思うと、辺りは夜へと変へん貌ぼうしていた。ちょうど見えた小窓には三日月が光っている。

「これで、鉄てつ甲こう船は完成した。明日の朝に発たって、早く本部に戻もどらねば。そして皐月と……」

　熊野水軍の隠かくれ家がの造船所。他ほかの船員たちも寝ね静しずまり、今は見張りの者だけが起きている頃だろう。

「早く帰りたい。そう思えば思うほど眠ねむれないな。情けない」

　そう呟つぶやいて、皐月のことでも考えているのかずっと三日月を見つめ続ける。そんな時、不意に誰だれかの声が響ひびいた。正康は直すぐに立ち上がり、そこへと駆かけていく。すると、隠れ家の入り口のところで袴が紫むらさきの神み子こ服ふくの男が見張りの男二人に囲まれていた。

「ま、正康様」

「孫まご市いち、孫市ではないか。済まぬ、その男は私の親友だ、通してくれ」

　見張りの男たちから解放された神子服の男はすかさず俺の前に跪ひざまずき。

「た、大変なことが起こりました。皐月殿どのが、反逆の罪で捕とらえられました」

　その声と共に視界にひびが入り、次には割れ散ってしまう。後ろへと飛ぶ破は片へんの中には三日月も見え、真っ暗になった視界は少しずつ形を取り戻していった。最初に見えたのは目の前に座る何人もの紫色の袴の男たちで、正康が何かを訴うつたえるように叫さけんでいる。だが、声が聞こえることもなく、そのまま霧きりのようにその映像は崩くずれていく。

「逃にげるしかない」

「え？」

　気付くと、次に居たのは牢ろう屋やらしき場所。太い木の格こう子しで囲まれた中には皐月の顔があり、横には先ほどの孫市が居り、それ以外に人の気配はない。牢屋の中に見える通気孔こうらしき小さな窓から雲に食われている三日月が見えた。

「幹部たちは私の言葉を聞こうとしない、父上もだ。このままではお前は殺されてしまう、だから逃げるのだ」

「逃げる、そんな。それでは正康さんも反逆の罪に」

「だから、私も一いつ緒しよに逃げる。大だい丈じよう夫ぶだ、この孫市も助けてくれる。こいつは小さい頃からの仲で私に忠誠を誓ちかってくれている、信しん頼らいしていい」

「で、でも、玉城家の加護から逃のがれるなど」

「怖こわいか？」

　皐月はすかさず頷うなずいた。

「だがいずれはこうなる。玉城家の支配、つまり人が人を支配などしてはならない。自由になるのだ」

「自由？」

「そうだ。玉城家が無くとも、どこでだって暮らせる。地の果てだって。なぜならそこにはお前が居るからだ」

「正康、さん」

「さあもう時間が無い。今日を逃せば、私は直ぐ捕らえられてしまう」

　皐月はこちらを見つめてくる。それを正康は真っ向から見返した。

「……分かりました。私、正康さんとならどこへでも」

「うむ……では孫市、約束の場所に待機しておいてくれ。私も用意が済み次し第だい、彼女を連れてここを抜ぬけ出す」

「あの森の中ですね。分かっております。では、お待ちしております……」

　孫市が去っていくのを見届け、正康もその場を一いつ旦たん離はなれる。そして逃とう走そう用の馬や食しよく糧りようなどを用意し終えるとまた彼女の元へ向かい、先ほど買収した牢屋番から手に入れていた鍵かぎを使って牢屋を開ける。そして彼女を連れ出した後、ただひたすらに駆け、馬に乗り移った。

　しばらくは夜風に木々が揺ゆれるだけで静かなものだった。だが、後ろの方で森が赤く染まったかと思うと、次々と矢が放たれ、馬の蹄ひづめの音が追いかけてくる。

「くっ、もう少しだというのに」

　もう少しで近くの大名の城がある。孫市に頼たのんで、そこの城主に金を渡わたして匿かくまってくれる手はずになっていた。俺の頭に正康の思考が流れてくるように地図が現れ、このままではその前に追いつかれると悟さとったのか。

「皐月、先に行け。私はここで奴やつらを引きつける。お前はこのまま進んで孫市の元に」

「で、でも、引き付けるって、正康さんの剣けんの腕じゃ無理です」

「大丈夫だ、こういう時のために火薬を用意してある。これなら相手を蹴け散ちらせる、だから行け」

　隣となりを走る皐月に自分の懐ふところを探さぐっているように見せる。すると彼女は安心したのか力強く頷き、馬の速度を上げた。それに反比例するように正康は馬を押さえ、徐じよ々じよに彼女の姿は見えなくなった。

「皐月。やはりお前はそれほど賢かしこくない。火薬は火が無ければ使いようが無いんだ。そしてこんな森の中で火などないし、逃げ回りながら一から起こしている時間もない。だから火薬なんて持ってきていないというのに」

　小さくため息を吐つく。馬の荒あらい息が少しずつ追っ手の蹄の音にかき消されていく。

「だが、だからこそ彼女は生かさなければならない。玉城家の呪じゆ縛ばくから解き放つために」

　しかし、どう相手をひきつけるか。その建策が俺の頭の中にも浮うかんでは消え、消えては浮かんでくる。蹄の音はもう恐きよう怖ふだけしか駆かり立てない。

　ふと、何かの書物が頭に浮かぶ。そこには玉城家の紋もん章しようが記されていた。

「禁断などと言ってられないか」

　正康は腰こしの左に装備していた小刀を抜き、神子服から自分の左手首を取り出し、その月光を撥はね返す白い刀身をあてる。

　そして一気に斬きり裂さいた。

「ぐっ」

　痛みに耐たえる声。だが、正康はそのまま切り傷を与あたえた左手首を前に出し、ぽたぽたと血を地面に落とすようにする。そして日本語とも英語とも何の言語かも分からないような言葉を唱えると、その血は地面に落ちる前に蒸発するように弾はじけ、目の前に赤い霧がどんどん膨ふくらんでいく。

「見つけた、見つけたぞ」

　声に正康は視線を動かす。そこには馬に乗った神み子この男が居り、後ろから続々と同じような格好の人間が集まってくる。

「正康様、さあ、今すぐ降こう伏ふくしてください。あの穢けがれた血を持つ者を引き渡してください」

　隊長らしい男がのたまう。だが、正康は無言でそれを見つめ、嚙かみ締しめるように。

「イムの子キヨラの血を受け継つぎ、我、たましろとならん……我より生まれし霧きりよ、そのたましろの力を毒と変え、殲せん滅めつせよ」

　途と端たん、漂ただよっていた赤色の霧はすうっと音もなく彼らに近づく。そして彼らを包んだかと思うと、馬も含ふくめた全てがその場で泡あわを噴ふいて次々と倒たおれた。だが、赤い霧はいまだ無くならず、まるで正康の敵を迎むかえ撃うつようにその場に留とどまっている。

「一度に多くの罪人を葬ほうむるための禁断儀ぎ式しきと書いてあったが、まさかここまでとは……だが、これなら何人来ようと」

　そう思ったとき、違い和わ感に気付いた。蹄の音はいくらでもしてくるのに、それは自分の後ろ、目的地の方向から聞こえてくる。

「は、図はかられたか」

　正康は腕うでの傷など気にせずに馬を走らせていく。森の中をかきわけていくと、徐々に人々の声が耳に届き、その中に女性の悲鳴が混じっているのを聞き取った。そして数秒もしないうちに目的地の場所である森の中に出来た草原に着くと。

「あ、ああ……」

　そこは異様な光景だった。神子服を引き裂かれ、無む惨ざんにも女性が隠かくすべきところを全て取り払はらわれた傷だらけの黒くろ髪かみの女性。そしてそれを取り囲むように十人程ほどの神子服の男たちがにやけながら立っている。その彼らの見つめる先には醜しゆう悪あくな顔の、彼女の数倍も体格がある鬼おにや人を十人以上も繫つなげたような長さのムカデが荒い息をさせながら彼女にのしかかるところ。彼女の瞳ひとみは、既すでに光を失っていた。

「おや、来たようですね、正康様」

　その中に居た、最初に正康の存在に気付いた男。それは紛まぎれも無く、正康と皐月を迎えに来るはずの孫市であり、その手には、玉城家の紋章が浮かぶ空色の玉……心惑まどいの玉があった。

「う、うあぁぁぁぁぁっ」

　正康の咆ほう哮こう。途端、視界は真っ赤に染まり、そこで映像は消えて、無くなった。

　──私は、全てを失った。

　真っ暗な中で聞こえてきた声。それは先ほどの夢に出てきた人間の声。

「だから、何だ」

　──お前もいずれ親しい者に騙だまされ、大事な人を無惨に奪うばわれる。何もかも無くすことになるのだ。だから、世界を創つくり直す。

「何でそうなるんだよ、俺はお前とは違ちがう。大体、何でこんなものを見せるんだ」

　──お前には知るべきことだからだ。

「こんな気味の悪い夢なんて見たくない」

　──夢のままであれば良い。だがいずれお前にも起こる、その前に。

「世界を創り直そうってか。馬ば鹿からしい」

　──……

「お前には同情する。だけど、だからって世界を創り直す権利がどこにある。俺の夢を乗っ取る権利がどこにある。お前は神にでもなったつもりか」

　──お前の夢を乗っ取ってなどいない。私は封ふう印いんされているのだ、正樹の理性の中に。玉城家が、そうしたのだ。

「だったら大人しく眠ねむっててくれよ。お前の記き憶おくなんか見たくないんだ」

　──そうか、もう目覚めるのだな。ならば、最後に言っておく。

「何だよ」

　──私は神などという馬鹿げたものになろうとしているのではない。ただ、皐月を二度と失いたくないだけだ。

　その声を最後に俺は目を覚ました。

　暗がりの中でゆっくり目を開けると、目の前には天てん井じようがあり、それは俺の部屋のもの。周りに視線を送れば、机がありテレビがありオーディオがある、血の臭においも獣けものの臭いもない、紛れも無い俺の部屋。ゆっくり起き上がり、ベッド近くの出窓に置いていた携けい帯たい電話で時間を確かく認にんすると、四時を示していた。

「今、俺」

　何か長い長い夢を見ていた。だけど、内容はよく思い出せない。とても楽しい夢であったと思う反面、恐おそろしい夢であったとも感じる。ただ、なぜか最後に、夢の中の登場人物と話していた記憶だけはあった。そして。

「大事な人が奪われる」

　上体を起こして、その言葉を呟つぶやくと、不意に亜美の顔が思い出された。そして、震ふるえていた彼女の身体からだの感かん触しよくも。

「はあ……まさか、亜美とあんな別れ方したから変な夢を見たのか？」

　自分の言葉に笑ってしまう。だが、胸の奥に針があるような痛みが走り、彼女の泣き顔が思い出された。

「俺が、悪いんだよな」
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　理由は分からない。ふと思いつくのはあの質問ぐらいだが、あれが理由なのかどうかは確定できない。しかし、彼女を傷つけたのが俺だというのは痛いほど分かっている。

「謝りに、行くか」

　別にこのまま機き嫌げんが直るまで離はなれていても良い。だが、途端にたまらないほどの焦しよう燥そう感かんが胸に溢あふれ、怯おびえたように身体が震えてくる。

「行こう」

　俺は呟き、再びベッドへと潜もぐり込む。そうだ、朝一番にでも謝りに行こう。とりあえず朝になったら、亜美にメールでもしてどこか美味おいしいものが食べられるところにでも行こうと誘さそおう。あいつのことだ、飯があれば、大たい抵ていの機嫌は直る。後はこっちから無な礼められない程度に詫わびを入れれば良い。

　そう結論付けた俺は、まるで一日中走り回ったような疲ひ労ろう感に苛さいなまれ、亜美の笑え顔がおを思い浮うかべたところで、意識が途と絶だえた。
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　まるで昨日の土ど砂しや降りが噓うそのように晴れた朝の九時頃ごろ。社務所に着いた俺は亜美にメールをした。

『亜美へ。昨日は俺が悪かった。美味しいパスタが食べられる店を見つけておいたから、そこで会って謝りたい。連れん絡らくしてくれ』

　……ちょっとデート誘ってるみたいに見えるが、まあこの際、気にしないでおこう。これ以外に思いつかなかった。まあ今日は亜美も休みだし、美味しい店を餌えさにしたから直すぐにでも返してくれるだろう。そう思っていたのに。

「来ねえ……」

　ただ今、朝の十時。亜美はとっくに起きているし、いつもなら十分程度で返信してくるのに。気付いていないのだろうか。

『亜美さんへ。正樹だ。パスタが嫌いやなら、他ほかの店でも良い。何が食べたいか返信してくれ』

　再度メールを送って、様子を見ることにした。もしかすると、本当に気付いていないだけかもしれない。そう、思っていたんだが。

「来ない……」

　いつの間にか十一時になっていた。もしかして、メールの文面が気に入らないのか、まあ昨日あんな喧けん嘩か別れをしたんだから、もっと下手に出て欲しいのかもしれない。

『亜美お嬢様へ。正樹です。ご機嫌麗うるわしゅう。先にお送り致いたしましたメールの返事を頂きたいのですがご存じで御ご座ざいましょうか。ご存じでなければ、出来るだけ早く確認して頂きたいのです。お待ちしております』

　……ふむ、まあ、こんなものか。と言っても、俺にはこの敬語が合ってるのかどうかも判断できないから、どうしようも無いんだが。とりあえず、これなら亜美だって納なつ得とく。

「してくれないんですかね」

　現在、十二時半。間に昼食を摂とったりもして待っていたが、やはり連絡はない。問い合わせてもみたが、新着メールは一いつ切さい無し。何で返信をしてくれな……

「もしかして、無視されてる？」

　というか、拒きよ絶ぜつされてる？

「そうだ……そういう可能性もあったんだ」

　ダイニングテーブルに突つっ伏ぷし、携けい帯たい電話を手から離す。そうだ、あんな風に別れた昨日の今日で、機嫌が直るわけもない。そう思ったからこそ会って謝ろうと思っていたぐらいなんだから。

　でも、しまった……これでは亜美に連絡できない。電話っていう手もあるけど、三通もメール送ったのに無視するぐらいだ。着信拒きよ否ひされててもおかしくないだろう。くそ、どうやって亜美に連絡を。

　不意に、俺の携帯電話の着信メロディーが響ひびく。それは紛まぎれも無くメールを受信した音楽。

「来たっ」

　瞬しゆん時じに白色の携帯電話を手に取り、画面を開ける。そしてメールチェックをしていくと、新着ボックスには『御厨司郎』の文字があった。

「……何だ、司郎か」

　ため息を吐つきながら、メールを見てみる。そこには亜美への質問は聞いたかどうか、という内容の文章が映っていた。

「聞いたから、今悩なやんでるんだよ。諸悪の根源が」

　後で絶対何か奢おごらせてやる。とりあえず返信で彼女には好きな人は居ないらしいと文章を打ち、メールを飛ばした。

「くそ……何でこんな気持ちにならなきゃいけないんだ」

　大体、俺は何も変な事を言ってないはずだ。亜美に好きな人が居るかは聞いたけど、そんなの友人同士でもあるような会話だし、亜美に失礼なことも言ってない。

「何で怒おこったんだよ」

　考えれば考えるほど、自分に落ち度は無いと確信してくる。そしてそれと同時に何で亜美のご機き嫌げんを伺うかがうのにここまで苦く悩のうしなくちゃいけないのかと馬ば鹿か馬鹿しい気持ちが胸に詰つまってきた。

　確かに俺が原因なんだろうけど、ちょっとやそっとで怒る亜美も亜美だよ。俺、全然悪くないのに、何か気に入らない事があれば直ぐに泣いて叫さけんで蹴けって殴なぐって暴れて。はあ、もうやめやめ。何日か経たったらあいつの機嫌はいつも通りに戻もどるんだし、今ここで俺が譲じよう歩ほして仲直りなんてしなくても。

　──正樹の、ひぐ、っひふ、んぐう、ひっ。馬鹿ぁ。

　思い出す亜美の泣き顔。いろんな感情を我が慢まんしすぎたような真っ赤な顔。そして震ふるえる肩かた、手、お腹なか、背中。その感かん触しよくは今でも俺の身体からだに残っている。まるで生まれたての動物を抱だきかかえたような熱さも残っている。

「ああっ、くそっ」

　俺は携帯電話を手に取り、電話帳から彼女の電話番号の画面を出してくる。そしてその画面に表示される亜美という文字を見ながら、通話ボタンを押した。

　最後に見た亜美の顔を思い出すと、息苦しいほど胸が締しめ付けられてくる。後こう悔かい、罪悪感、焦しよう燥そう、そういった感情が頭の中をうねり、何もしないではいられなくなる。

　着信拒否されているならそこで諦あきらめれば良いい。だけど、このまま何もしないでいるのは耐たえられない。もしこのまま一生別れる事になったら、もし彼女が遠いどこかに行ってしまったら、その言葉が頭の中で螺ら旋せんを作り、俺は涙なみだまで出そうな感情の流出を止められなくなった。

　そう思っていると通話音が耳に響き、何回かした後、がちゃっという接続音が聞こえた。

「亜美？」

「まさちゃん？」

　そこから聞こえたのは亜美とは違ちがう女性の声。その声こわ色いろとまさちゃんという呼び方で誰だれなのかを認にん識しきできた。

「叔母おばさん？」

「はぁい、そうよ」

　それを聞いた途と端たん、ふっとなぜか気持ちが落ち着く。何でだとよく考えると、自分が亜美相手に電話する事に緊きん張ちようしすぎていたということに気付かされた。気を取り直すように咳せきを一度だけして。

「亜美はどうしたの？　トイレ？」

「あらぁ、まさちゃん。そういうのは女の子に失礼よ、減点。まあ、トイレの方が良かったんだけど……」

　その言葉に嫌いやな汗あせが背筋を伝う。もしかして、昨日帰る時に何か事故にでも。

「亜美に、何かあったの？」

「そんな不安そうな声出さない、男の子なんだから。大だい丈じよう夫ぶ、風邪かぜよ、風邪。今は薬が効いて、眠ねむってる」

「そ、そう」

　叔母さんに気付かれないように小さくため息を吐く。でも、風邪……やっぱり昨日、雨の中走って帰ったのが原因、だよな。

「ということで、駅前のスーパーで売ってる、最高級の白はく桃とう缶かん詰づめお願いね」

「えっと、どういうことですか？」

「まさちゃん、お見み舞まいに来るんでしょ？　だったら、お土産みやげに買ってきて欲しいの。亜美の風邪の時の定番だから」

「いや、何で俺がお見舞いに行くのが決定事じ項こうなのかと」

　と聞くと、叔母さんの声が一瞬途と切ぎれたように感じた。そして。

「だって、亜美が風邪引いたの、まさ坊ぼうのせいよね？」

　途端、悪徳金きん融ゆうにも負けず劣おとらないドスの利きいた低音が聞こえてきたんですがっ。というか、叔母さんが俺怒る時によく使う、まさ坊って呼こ称しようになってるんですがっ。

「い、いや、あの」

「そうよね、まさ坊のせいよね。だって昨日、亜美、まさ坊の所に行くって言ってて、私が帰ってきたら、びしょ濡ぬれの亜美が泣いてたんだから。あれ、まさ坊が原因よね？」

　か、完全にばれてる……というか電話越ごしなのに手が震えてくるこの威い圧あつ感は何、何ですか。

「あ、亜美、何か言ってました？」

「いいえ、何も。何も言ってないからこそ、まさ坊が犯人だと分かったわ。あの子、そういう子だから……で、見舞いに来るの、来ないの？　男のけじめのつけ方、知ってるわよね？」

　なぜか俺の小指が落とされる映像が頭の中で再生されるのですがっ。

「わ、分かりました。行きます、行かせて頂きます」

　すると電話の受話器から立ち上る黒いオーラが消えたように思うと、叔母さんのいつもの上品な笑い声が響ひびいてきて。

「まさちゃんはそういう子だから好きよ。じゃあ、最高級の白桃缶詰よ、黄桃じゃ駄だ目め。それと、ストロベリーアイスと抹まつ茶ちやアイスのカップね」

　要求物資が追加されてるのは気のせいなんでしょうね。

「は、はあ……あれ、でもストロベリーアイスは分かりますけど、抹茶も？　亜美、抹茶食べなかったはずじゃ」

　そして、叔母さんの好きな種類だったはずじゃ。

「まさ坊、最後まで言わせるの？　叔母さんが食べたいのよ、叔母さんが」

「いや、低音で言われても威い厳げんないです」

　途端、電話越しに笑い声。笑いながらも、叔母さんはじゃあお願いと言うなり、ぷつっと勝手に切ってしまわれた。

　叔母さん、見た目は亜美を産んだと思えないほど若くて可愛かわいい人で性格も良いいんだけど、亜美のことになったらたとえ世界中が敵でも戦いを挑いどむような人だからなぁ。大切にされてるんだろうけど、あれでは亜美の未来の彼氏が可哀かわい想そうだ。亜美と喧けん嘩かしたのがばれれば、即そく死し刑けいの可能性は大いにある。

　……まさか、俺が亜美の家に行ってドア開けたら、そこでさくっと刺さされるなんてことありませんよね、ね？

「それにしても、風邪か」

　だからメール見れなかったんだな……あんな雨の中走って行ったんだ、風邪で済んだのが幸いだった。もし取り返しのつかないことになっていたら、俺はどう償つぐなえば良いのか分からない。

「何でこんなに不安になってるんだ、俺」

　やっぱり今日見た変な夢が原因なんだろうか。別に亜美のことはいつもそれなりに大切には思っているが、こんなに胸が締しめ付けられるなんて。夢の大部分の内容は思い出せないが、彼女を失う夢でも見たのだろうか。

「まあ良い。とりあえず、見舞いに行こう。謝らなきゃいけないし、何よりこれで行かなかったら叔母さんに本当に刺される」

　この季節は人が少ないから社務所は休みの札を出しておけば大丈夫だろう。後は、最高級の白桃缶詰とアイスか……まだ財さい布ふに金、あったよな。服はジーンズとシャツだけど、このままで良いだろうし、社務所の戸と締じまりをして。

　そう思ったとき、携けい帯たい電話の着信音が響いた。手にとって画面を見ると、そこには、こまの二文字。通話ボタンを押し、耳に近づけた。

「あ、正樹君？」

「どうした」

「あのねぇ、今日、私、本部の仕事が休みで」

「ああ」

「それでぇ、良かったら映画館でも行かないかなって思いましてぇ。ほら、正樹君が見たがってた映画、あれのチケットが」

「あ、悪い、こま。俺、亜美の見み舞まいに行かなくちゃいけなくて」

「え、風邪かぜでも引いたの？」

「あ、ああ」

「もしかして、正樹君のせい？」

「……ご想像にお任せします」

「あはは、やっぱり……」

　不意にこまの声が途と切ぎれる。どうした、と聞こうとすると。

「じゃあ、映画は今度行きましょうか」

「ん、ああ。そう、だな。そうしてくれるか、悪い」

「良いですよぉ。その代わり、私の分まで亜美ちゃんのお見舞いしてください」

　じゃあ、というこまの声を最後にぷつっと切られる。ふと、自分も見舞いに行けば良いじゃないかという思いが募つのったが、あいつも忙いそがしいんだろう。休みを満まん喫きつしたいだろうし。少し、こまの声こわ色いろに違い和わ感があったようにも感じたが、俺は気にせず携帯電話をポケットに入れた。

　全すべての戸締りが終わった後、リビングの電気を全て消してから、財布がポケットにあるのを確かく認にんする。そして廊ろう下かへ出ようと引き戸に振ふり向くと。

　茶色い髪かみのお嬢じようさんが立っていた。

「あ、亜美っ？」

「え？」

　問いかけの呟つぶやき。それを聞いた途と端たん、彼女の髪の毛がショートカットで癖くせ毛げのようにはねていて、白いワンピースを着ていることに気がついた。

「あ、犬神、か」

　亜美そっくりな顔と声ではあるが、髪の毛は癖毛で亜美よりいくらか胸が発達したスタイル。前までは白い尻尾しつぽがお尻しりから見えていたが、今は上手うまく隠かくせているようだ。気配が無かったが、また玄げん関かんから入らずに空間移動で社務所に来たのだろう。

「どうかしたの？」

　こちらを見上げるように。その顔は少し不安そうに眉まゆ毛げをゆがめていた。

「いや、ちょっと……亜美が風邪引いてな、見舞いに行こうとしてたんだ」

　だから今日は遊んでやれない、と続けようとしたら。

「また、喧嘩したの？」

「え？」

「正樹、そういう顔してる」

　彼女の不安そうな顔。俺は犬神の頭に手を置き、くしゃくしゃと撫なで混ぜる。

「そんな顔するな、喧嘩してないから。それで、見舞いに行くから、今日遊べないんだ、ごめんな」

「ううん、良いよ。あ、そうだ、私も何か亜美に」

「骨は要いらないぞ？」

「え、何で分かったの？」

　散々君から何の骨か分からない骨を貰もらったからね。俺が何かしてあげた度たびに、お礼だという名目で。

「君は心配しないで山に帰っていなさい。あの犬……彼も待ってるんだろう？」

　彼とは犬神が最初から一いつ緒しよに居る年老いた犬で、あの山火事以来、この神社から少し遠くの山へと移って暮らしているらしい。

「そうだけど」

　しゅんと落ち込む彼女を撫で、笑いかける。

「良いから。大だい丈じよう夫ぶ、亜美は任せてくれ」

「……じゃあ、分かった。もし、亜美と仲直りできなかったら、私が仲直りの練習台になってあげるね」

「はは、その時は頼たのむ」

「うん、じゃあ、山に帰る」

　彼女はそう言うなり、ぺこっとこちらにお辞じ儀ぎしてから俺に背を向ける。それを見つめていると彼女の姿は少しずつ薄うすまり、次の瞬しゆん間かんには風景がねじれたかと思うと彼女は消えていた。

「喧嘩したの……か。やっぱりそういう顔してるのかな」

　俺はぎゅっと目を瞑つぶり、ぱちぱちと何度か顔を叩たたく。気合が入ったように感じたら、目を開け、まずは駅前へと向かうことにした。

　休日の駅前、しかも昼間ということで人の波が大きくうねる。その流れに逆らわないように移動して、俺の母や亜美の母がよく来るという緑色の看板のスーパーへと入った。

　そこで頼まれていた白はく桃とうの缶かん詰づめ、ストロベリーアイス、抹まつ茶ちやアイスに加え、イチゴミルクキャンディーを一袋ふくろ買い、会計を済ませる。スーパーの袋を手に持ち出口へ向かうと、出張販はん売ばいでもしているのか、近くの花屋の店名が書かれたカートに色とりどりの花がふと見えた。

「ううむ」

　見舞いというと花も付き物なのはよく分かっている。だけど、食べられるわけじゃないし、いずれは枯かれてしまうものだから、俺からすれば無む駄だにしか思えない。でも、貰うのは亜美だからな……あいつが花好きかどうかは知らないが、女の子ではある。女の子は皆花が好きというのも安直とは思うんだけど。

「ううむ」

　スーパーから出て歩いていくと、出張販売していた花屋の店先に来てしまった。そこには多くの花がひしめきあい、芳かんばしい香かおりを風が運んでくる。

「いらっしゃいませ」

　花を見つめていたため、店員が近づいているのに気がつかなかった。俺は優やさしい笑え顔がおでこっちを見ているエプロン姿の若い女性店員から一歩後ろへと下がり。

「あ、いや」

「どのお花をお買いになられますか？」

　……ま、まあ、良いいか。まだ財さい布ふには千円札が八枚ほどある。

「あ、あの、お見み舞まいの花を。花束で」

「花束ですね。こちらで選ばせていただいてよろしいですか？」

　こっちが不慣れだと分かったのか店員は笑顔で聞いてくる。俺は迷う暇ひまもなく、力強く頷うなずいた。

「分かりました、少々お待ちください」

　店内へと招いてくれる。俺は少し肩かた身みが狭せまい思いをしながらも入っていくと、すれ違ちがいに出てきた女性が居り、彼女に道を譲ゆずる。ふとその女性がお辞儀をして出て行くのを見ていると、彼女が持っている花束の中に薄いピンク色の。

「あ、あの」

　先ほどの店員に向かって声を掛かけると、くるっと振ふり向いてくれる。

「その、薄いピンクの薔薇ばらってあります？」

「ええ、ございますよ」

「じゃあ、それをメインでやってくれますか？」

　かしこまりましたと微笑ほほえんで言ってくれた。何となく先ほどの客が持っていたあの花を見たとき、亜美に合ってると思っただけだが、どうやら見舞いで使ってはいけない花とかではないらしい。待つこと数分で綺き麗れいな色合いで選ばれた花々がピンクの薔薇をメインに揃そろえられていく。その時にはやっぱりこういう花は亜美に似合いそうだと思っていたが。

「では、代金は四千円となります」

　どこかで失敗したと思う俺には、花を語る資格がないことを実感しました。

「ふう」

　亜美の家の前に着き、ため息を一つ漏もらす。白の壁かべに紺こん色いろの屋根の二階建てで、上に見える出窓のところが亜美の部屋になっている。もう一度息を深くすると、意を決してチャイムのボタンを押した。直すぐに叔母おばさんの声が響ひびき、ちょっと待っててと言うなり切れてしまう。

　そして訪おとずれる静せい寂じやく。ふと自分の格好を見て、こんな格好、ある意味デートにでも誘さそっているようにも思えるなと感じると、不意に恥はずかしくなり、他ほかの家から見られていないか、周りをきょろきょろと観察してしまう。しかし、閑かん静せいな住宅街なのは変わらず、一度目を閉じて、息を大きく吐はいた。

「ありがとう、まさちゃん……あら」

　亜美によく似た顔がひょこっと飛び出てくる。玄げん関かんを開けた叔母さんは門の前で待っている俺を見て、不思議そうな声を出した。

「えっと、どうしました？」

「え、あ、ううん。ふふふ」

　叔母さんは俺より年下なのではと思うような少女らしい微笑みをすると、俺に入ってくるように言ってくれたので、門を開け、玄関へ。そして、中へと入ると同時に。

「うん、点数、加算しておくわね」

「え？」

「花束。気が利きくじゃない」

　先ほど花屋で買った花束を指差す。俺はなぜか恥かしくなって俯うつむき、顔が熱くなるのを感じていると。

「ふふ、その恥じらいにもう一点加算ね。居間にあがって、花か瓶びんに挿さしてくるから」

　そう言われたので花束を叔母さんに渡して、靴くつを脱ぬぐ。奥へと行ってしまう叔母さんを気にせず靴を揃え、ここから見える二階への階段を一度だけ見上げた。

「まさちゃん」

「あ、え、あ、はいっ」

　突とつ然ぜん声を掛けられ、そちらに向く。そこには俺が買ってきた花が活いけられている花瓶を抱かかえている叔母さんの姿。

「何慌あわててるの。お土産みやげで買ってきてくれた缶かん詰づめとアイス、冷やしておきたいから冷蔵庫に入れておいて、あ、缶詰は冷れい凍とう庫こに入れちゃ駄だ目めよ」

「でもアイスの方はスーパーで氷貰もらいましたから、まだ冷たいですよ？」

「ああ……じゃあ、抹まつ茶ちやだけ冷凍庫に入れて、ストロベリーは食べさせてあげて」

　と言われたのだが、不意に叔母さんの言葉に違い和わ感が残る。

「食べさせるって……俺？」

「そうよ」

「叔母さんじゃなくて？」

　ああ、と叔母さんは納なつ得とくするような声を出して。

「実はね、本部から電話があって今から出かけないとならなくなったの。だから、しばらく亜美の様子を見て欲しいのよね」

「え、な、何で俺が。ただ見舞いだけ来いって叔母さん」

　途と端たん、叔母さんは微笑みを崩くずして、コンビニの前などでたむろしているチンピラのような目つきになると。

「何、断るの？　亜美が苦しむ原因を作った下げ衆す風情ふぜいが、断るの？」

　げ、下衆って。というか、怖こわい、怖いですって。足が震ふるえてきます。

「い、いや、喜んで亜美の世話、しますよ」

　耐たえ切れずに折れると、彼女は亜美そっくりの微笑みに戻もどり。

「まさちゃんは良い子ね」

「あ、あはは」

　絶対、亜美の凶きよう暴ぼう性はこの人からだな。絶対、この方の遺伝子だな。そんなことを言える勇気もない俺はため息を一つだけ吐いた。

「あ、でもあれよ、まさちゃん。亜美が熱で火ほ照てって、いくら色気があるからって襲おそっちゃ駄目よ？」

「いや、襲いません。絶対襲いません」

「へえ、そう。でも、今は熱も大分下がってきてるけどまだ起き上がるのも苦しそうだから、激しいプレイは」

「だからしないって言ってるでしょ、叔母さんっ」

　強めに言うと、叔母さんは亜美がするみたいにぺろっと舌を出してくる。そして、花瓶を置いてくると言うなりすたすたと二階へと上がっていく。俺は深くため息を吐き、先ほど言われたように台所に向かって桃ももの缶詰を冷蔵庫に、抹茶アイスを冷凍庫へ入れ込む。そしてアイスの蓋ふたを一いつ旦たん取って表面が溶とけていないか見てみると、大した溶けは見えない。かちこちというわけじゃないから、これぐらいがスプーンにも取りやすくて食べやすいだろう。

　蓋を戻したカップアイス、銀色のスプーン、そしてイチゴミルクキャンディーをお盆ぼんに載のせた時、奥から叔母さんの声が響ひびく。そして、リビングルームに姿を現し、お盆を持ったままそちらへ向かうと。

「じゃあ、まさちゃん。亜美をお願い」

「はいはい、分かってますよ」

「あ、そうそう。亜美は病人なんだから、あの子の命令は絶対ね。分かった？」

「へいへい」

「じゃあ行ってくるから……帰ってきたら亜美が女になってたなんて嫌いやよ？」

「ないって言ってるだろうがっ」

　あははという笑い声を残し彼女はそそくさと部屋から出て行く。全く、あの人は何考えてるんだよ。疲つかれたように息を吐はき出すと、玄関のドアが閉まる音が聞こえてきた。

「アイス、溶けるな」

　少し行きにくい気持ちになってきたが、せっかく買ってきたアイスだ。さっさと食べさせて、さっさと帰ろう。

　お盆を持ったまま廊ろう下かへ出て、二階へ続く階段を見上げる。そして余り音を立てないようにゆっくりゆっくり上り、彼女の部屋である一番手前のドアの前で立ち止まった。

　お盆を左手に持ち、右手で二回ノックした。

「お母さん？」

　中から亜美の声。それはいつもよりは元気がない感じを受けた。

「いや、正樹だけど」

「えっ？」

　いきなり声のトーンが上がる。

「ちょ、何で、え、待って。どうして？」

「いや、見み舞まいに、来たんだが」

「え、じゃあ、この花、え、ええぇっ？」

　もしかして聞かされてないのか。でも、花か瓶びん置いてきた時に……もしかすると誰だれかからの見舞いだとしか伝えなかったのかもしれない。多分叔母おばさんは、俺が来たと知ったら亜美が拒きよ絶ぜつするって思って。まあ有り難がたくこの策略に乗っていこう。

「とりあえず入るぞ」

「は、入らないでっ」

　俺は構わずにドアノブを握にぎり、回す。鍵かぎは掛かかっておらずすんなりと入ることが出来た。途端、彼女からいつも香かおってくる甘い匂においが押し寄せ、思わず深く息を吸い込んでしまう。亜美のベッドに目を向けると、ばさっという音と共に布ふ団とんを口元まで被かぶり、向かって左側にある枕まくら元もとから目だけでこちらを見てくる。布団を摑つかむ手と頭半分だけ見える姿は、大きめの布団に寝ねかされている赤ちゃんに似ていた。

「何で入ってくるのよ」

　掛け布団に邪じや魔まされくぐもった声が不満を表す。俺は持っていたお盆を亜美に見えるように少しだけ傾かたむけて。

「一応、見舞いに来たんだけど」

「だ、だったら、それ置いて、とっとと帰ってよ。私、正樹嫌きらいなんだから。喧けん嘩か、してるんだから」

　いや、そんな駄だ々だこねる子供みたいに言われても従兄いとことしては困ってしまうんだが。

「まあ、俺もそうしようと思っていたんだが、そうもいかなくなった」

　亜美の勉強机から可愛かわいらしいピンクのクッションがついた木製の椅い子すを借りて、彼女のベッドの近くに置く。そしてベッドの横にある、小物などを入れてるだろう、小さい洋風の洒落しやれた引き出しの上に置いた。

「どういうこと……って、勝手に人の椅子」

「借りるぞ」

「そういうのは座る前に言ってよ」

　彼女の視線が少し俺から逸そらされた。亜美の足の長さに合わせた椅子だからか、少し小さく感じる椅子に座りなおし。

「えっと、叔母さん、どうやら本部に召しよう集しゆうされたらしくて、それで俺がお前の世話をするということに」

「な、何でそうなるの」

「いや、まあ」

　多分、叔母さんは俺と亜美を仲直りさせようとしてるんだろう。でも、亜美にそんなことを言えば、益ます々ます臍へそを曲げ、せっかくの叔母さんの心こころ遣づかいが無駄になる。

「病気の時はちょっとのことで苦しいからな。助けてくれる人が傍そばに居たほうが良いいだろ」

「正樹になんか、助けて欲しくない」

　……叔母さん、前ぜん途と多難です。

「まあまあ。とりあえず、アイス買ってきたから食べないか？」

　お盆に載のせていたカップのストロベリーアイスを見せる。亜美はちらっとこちらに視線を送り、その瞳ひとみが少しだけ嬉うれしそうに輝かがやいた。ように見えた。

「……欲しい」

　その瞳がこっちに向けられたかと思うと。

「だから、出て行って」

「あの、亜美さん。だから、の意味が全然分からないんですが」

　亜美はまた目を逸らし、今度は自分の身体からだを見るような目線になる。そしてこっちに目を戻もどし。

「パジャマ、見られるの恥はずかしいの。身体起こしたら見えるじゃない、だから出てって」

　と少し顔を赤らめて。俺はぴんと考えが思いつき。

「……春画がプリントされてるとか？」

「違ちがうっ」

「じゃあ、何も着てないとか？」

「じゃあって何よ、じゃあって。違うわよ」

　ふむ、意味が分かりません。何で恥かしいんだよ。でも、これ以上亜美を刺し激げきするのは逆効果だし、だからといってここで出て行けば、鍵でも掛けられてせっかくの仲なか違たがい、もとい仲直りの機会を無くしそうだしな。

「ふむ……では、こうしよう。俺が食べさせてやる」

「は、はあっ？　何でそうなるのよ」

「俺が食べさせれば、亜美は顔だけ出せば済む。そうなればパジャマを見られることも無い。俺が出て行く必要も無い、全て解決だよ、ジェニファー」

「誰がジェニファーよ、誰が。あんたが出て行けば済む話でしょ」

「いやあ、この歳としの女の子の部屋に入ることって、おじさん余り無いから存分に見ておきたくて」

　くるりと首を回す。淡あわい桃もも色いろの壁かべ紙がみに花はな柄がらのカーテン、そしてそれに見合うピンクの花が咲さき乱れるベッド。勉強机の上には可愛らしいクマのぬいぐるみも飾かざってあり、テレビを上に置いている背の低い洋服タンスも洋風の凝こった装そう飾しよくを施ほどこしてある。本ほん棚だなは漫まん画がが目立つものの文庫本などは綺き麗れいに並べられ、小物入れなどもそこに置かれていた。そしてベッド横の出窓には、俺が買ってきた花が花瓶に挿さしてある。

「へ、変態……」

「じょ、冗じよう談だんだからそんなに引くな、人を汚きたないもの見る目で見つめるな」

　俺は気を取り直すように咳せき払ばらいをして、アイスとスプーンを手に持った。そしてカップの蓋ふたを開ける。桜色したアイスにスプーンを突つき刺さし、一口大になるように削けずり取った。

「とりあえず、ほら、あーん」

「や、止やめてよ。そういうの」

「良いから、食べろって」

　いまだ布団を口元にあてている亜美にスプーンを近づける。スプーンのアイスは少しずつ溶とけ出してきている。

「だから、一人で食べられるもん」

　亜美の顔は赤い。だが、もうスプーンのアイスの表面は完全に溶け、滑なめらかなソレへと変わってしまっている。

「このままじゃアイス溶けるだろ。口を出せって、ほら、あーん」

「だ、だから」

　雫しずくがスプーンから落ちそうになり、俺はやむなくカップの中へとそれを戻す。そしてため息を吐つきながら。

「お前、起き上がるのも苦しいんだろ？」

「え？」

　亜美はふっと視線を逸そらし、目を泳がせた。

「別に、何とも無いよ」

「噓うそつけ。大体声の調子とかで分かるって。従兄いとこ舐なめんな」

「舐めてないけど。でも、本当、もう治ってるから」

「じゃあ何で、布団で顔隠かくすんだよ」

「べ、別にこれは、ただパジャマ見られたくなくて」

「だったら首までで良いだろ、顔まで隠さなくても……」

　俺は余りに意地を張るお嬢じようさんに呆あきれて大きくため息を吐いた。

「顔を布団で隠してるのは多分、熱で赤くなった顔を見せないため。それと、苦しい吐と息いきを聞かれないため。違うか？」

「ち、違う」

「違わない。風邪かぜのときは、いっつも同じことしてるじゃないか。ばれてないとでも思ってたのか？」

　途と端たん亜美は驚おどろいたように少しだけ目を大きく開く。だが、ぽっと耳まで赤くなったかと思うと、茶色い髪かみを隠すように頭まで布団を被かぶりなおしてしまった。

「違うもん、違うもんっ」

「じゃあ顔見せてみろ」

「いやっ」

　くぐもった拒きよ否ひの声が聞こえ、布団の中でどんどん丸まっているのだろう。中心部が少しずつ盛り上がり、そこで猫ねこのように丸まっているのが手に取るように分かる。

　また、充じゆう分ぶんな空気がないため苦しいのか、布団全体が上下するようにして息を繰くり返している。その間かん隔かくは短く、それでいて時々不規則になっている。

「それじゃあ苦しいだろうが。ほら、顔見せろ」

　丸まっている布団の上を優やさしく手の平でとんとんと叩たたいてやる。

「苦しくない、出てってよ……」

　それを振ふり払はらうように亜美は身体を揺ゆすって拒否の感情をこちらに伝えようとしてくる。でも、本当に嫌いやなら亜美は無視でも何でもするだろうに、こいつは俺の問いかけに律りち儀ぎに応こたえている。つまり、意地を張っているだけでしかない。

「ふう……」

　ため息を吐く。お盆ぼんに載のせたカップアイスはまだ表面が少し溶けた程度だが、スプーンに載せていたアイスは既すでに溶け、カップの中に桃色の液体を流し込んでいた。

「なあ、亜美。悪かったよ」

　亜美は答えない。しかし一度だけ布団の盛り上がっている部分が揺れた。

「あんな質問嫌だったんだよな。俺さ、そういうの全然分からなかったから」

　言葉を切る。でも、亜美は何も答えず苦しそうに布団を上下させて息をするだけ。

「埋うめ合わせにお前のために何かしてやりたいんだけど、俺、何も出来ないからどうしようかって思ってた。でも、俺、亜美が」

　そこで言葉が止まってしまう。それは確かに唯ゆい一いつ亜美にさせてやれることだが、それだけに恥はずかしさが俺を苦しめてくる。だが、一度だけ唾つばを飲み込み、ゆっくり彼女に聞かせるように呟つぶやいた。

「亜美が、甘えるのを受け止めるぐらいは出来るから。甘えさせてやるぐらいは出来るから。だから、さ」

　顔が熱くなっていく。俺、何言ってんだよって、どこかに残っている冷静な自分が冷たい目で見てくる。

「こういう時ぐらい、甘えてくれよ。ちょっとぐらい」

　おそらく耳まで真っ赤になっているかもしれない。それだけ顔が火ほ照てり、出来れば今すぐにどこか穴にでも入ってしまいたい。そう思っていると、布団がゆすゆすと蠢うごめき、ちょこんと亜美が目元だけこちらに出してきた。その瞳ひとみは真っ向から俺の顔を見つめている。そして数秒ほど後、亜美は布団から顔全体を出し、大きく息を吐いた。彼女の顔はやはり熱で赤く染まっており、真っ赤に熟した苺いちごを思い起こさせた。

「そんな真っ赤になるなら言わなきゃ良いいのに」

　亜美の声。しかしそれはいくらか荒あらい息も混じってのもので、今でも苦しそうな吐息を繰り返している。

「う、うるせえ」

「ふふ……ふう、はあ」

　すうはあ、すうはあと息を繰り返し少し熱のためか潤うるんだ瞳が俺を見み据すえる。俺もそれを見つめていると、突とつ然ぜん亜美は、あ、という言葉を出すかのように口を開けた。

「え？」

「……甘えさせて、くれるんでしょ？」

　熱で少し焦しよう点てんの合わない目が微笑ほほえみに歪ゆがむ。そしてまた口を開けたのを見て、俺は即そく座ざにスプーンにアイスを載せ、彼女の口元にゆっくりと運び入れた。亜美が口を閉じたのを見て、またゆっくりとスプーンを引き抜ぬいていく。

「うん、冷たくて美味おいしい」

　いつもより元気は少ないが、にこりと微笑んでくれた。それが嬉うれしくて、またカップにあるアイスの山を崩くずすようにスプーンに載せるが、先ほどより少し大きめになってしまい。

「この大きさでも良いか？」

　彼女の口元へアイスを持っていくと、彼女は先ほどより大きく口を開けて食べてくれる。

　俺はそれにほっとして、ゆっくりゆっくり彼女の口へアイスを運んでいく。そしていつの間にか亜美は、カップ一個を綺き麗れいに平らげた。

「もう、無いの？」

　最後だと告げた一口を飲み込んだ亜美は物欲しそうに潤んだ目をこちらに向けてきた。

「冷蔵庫に桃ももの缶かん詰づめがあるけど、まだ冷えてないだろうし」

「冷えてないのは、嫌」

「ううん、後はこれしかないけど」

　俺はお盆に載せていたイチゴミルクキャンディーの袋ふくろを見せる。すると、亜美は何も言わずにツバメの子供よろしく、口を大きく開けた。

「……了りよう解かい」

　少し心の中で彼女の行動に笑みをこぼしながら、袋を破り、中から何個か飴あめの包みを取り出す。その包みの一つを取って、残りはあとで亜美が欲しがった時のための蓄たくわえとしてジーンズのポケットに忍しのばせる。手の中に残った一つを、ゆっくり包み紙を取り去り、彼女の口に。

「んう、ありがと」

　嬉しそうに微笑む。俺は亜美の頭に近い左手を伸のばし、彼女の髪かみを掬すくうように撫なでてやった。

「あ」

「ごめん、嫌だったか？」

「ううん、そうじゃなくて」

　ちょろちょろっと瞳が小刻みに動く。

「昨日、帰ってからはお風呂ふろ入ったけど、夜には入らなかったから……髪、洗ってなくて」

　ふっと夕方に雨の中を走り去っていった亜美を思い出した。

「でも夕方には入ったんだろ？　シャンプーも」

「そうだけど……臭におわないかなって」

　そんなに早く臭くさくなるのか、なんて聞いたら怒おこるだろうと思い、俺は椅い子すに座ったまま前かがみになり、亜美の顔に自分のを近づけ、髪の毛を鼻元へ持っていく。

「ちょ、ちょっと正樹っ？」

　そこからは花の香かおりというかホットケーキの香りというか、甘くて懐なつかしい匂いしかしなかった。そして身体からだを元に戻もどし。

「別に臭わないぞ？」

「そ、そういうのセクハラだよ、馬ば鹿かっ」

「あっ、ご、ごめん」

　俺は瞬しゆん時じに亜美の髪の毛から手を離はなし引っ込める。すると、一気に会話がなくなり、部屋の中がしぃんと静まり返り、時計の秒針だけが存在感を示すように響ひびいてくる。その一定のリズムを聞きながら亜美を見ると、彼女は何か言いたげに口を動かすものの、声には出さなかった。

「ほんと、ごめん」

　俺、何してんだよ、いきなり。何で突然亜美の匂いを嗅かごうなんて……まるで変態だ。しかも、胸も鼓こ動どうが高まって、秒針の音すら聞こえなくなってくるみたいに緊きん張ちようして。どうしたんだ、俺。

「ま、正樹？」

　亜美が呟つぶやく。それに視線を合わせると。

「別に、気にしてないから。そんな顔しなくても」

　彼女は微笑ほほえんだ。でも、その顔は先ほどよりも紅潮し、耳まで茹ゆでたタコのように鮮あざやかな赤色となっていた。

「いや、その」

「臭ってないなら、それで良いいよ。それで、良い香りだった？」

「え、あ、ま、まあ」

「ふふふっ、嬉しい。お気に入りのシャンプーだから」

　亜美は微笑むが、その顔はどこか苦しそうで眉まゆ毛げは歪ゆがんでいる。そうしていると彼女は瞬まばたきが増え、息も荒あらく強くなってくる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ふう、はあ、すう、はあ……うん、ちょっと、ね」

　亜美は腕うでを布団から出して、まるで陽ひ射ざしを遮さえぎるみたいに手首にレースの飾かざりがついた淡あわい赤のパジャマの腕をおでこへとあてた。

「見せてみろ」

　腕と頭の間に手を滑すべり込ませると、驚おどろくような熱がそこにあった。彼女の顔はどんどん赤らみ、目元は細くなって潤うるみ、涙なみだがこぼれそうになっている。

「凄すごい熱……大丈夫なのか？　吐はき気とかは？」

「うん、多分、大丈夫」

「熱いか？　氷こおり枕まくらとか要いるか？」

「ううん。それより、寒い。多分、汗あせかいたから、冷えてきて」

「じゃあ、タオル持ってくれば良いか？」

　俺は椅子から立ち上がり空になったカップを持って、ドアへと向かおうとすると、亜美は、あ、と声を出して。

「一枚はスポーツタオルを濡ぬらして。それで、身体拭ふきたいから」

「後はバスタオルだな」

　彼女が頷うなずくのを見て、俺は廊ろう下かに出る。そのまま一階へと降りて、最初に台所に行きカップをゴミ箱に捨て、脱だつ衣い場も兼かねる洗面所へ。

　タオルのある白い棚たなからスポーツタオルを取り出し、洗面所の水道から出る水に浸ひたす。ある程度染しみ込んだと思ったところで蛇じや口ぐちを捻ひねって水を止め、固く絞しぼった。そして風呂場のドアを開け、そこから洗面器を取り出し絞ったタオルを入れ、再度蛇口を捻り水を入れ、タオルが浸るぐらいで止めた。

「バスタオルっと」

　同じ棚からバスタオルを取り、それを腕に掛かけ、洗面器を持って廊下へ。そして水をこぼさないようにゆっくりと二階へ上がり、そのまま亜美の部屋へ入り込んだ。

　ノックも無しに。それが、いけなかった。

「え？」

　まず見えたのはシルクのような白。そのシルクが肌はだの色だと思ったとき、そこに居るものが何か理解することが出来た。と同時にどくっと心臓が跳はね上がる。

「あ、亜美、え、え？」

　ベッドに腰こし掛かけ、太ふと股ももを慎つつましく閉じて脚あしを遊ばせるように開いている彼女。その脚はすらりとしていて足首の凹おう凸とつさえここからでも分かるほど細く、それでも病的ではなく柳やなぎの枝のようなしなやかさをこちらに与あたえてくる。両手をベッドに突ついて上半身を支えるようにしながら、上質の砂糖のような白さを持つ細い肩かたには茶色い艶つやのある髪かみが流れるように掛かっている。その下には普ふ段だん、黒を基調とした服に守られているであろう少女の胸は平へい坦たんながらも、なだらかに起き伏ふくを描えがき、柔やわらかそうであり女性的な曲線を描く腰こしには純白の下着が楚そ々そと存在を主張していた。

「な、何でパンツ一丁にっ」

　俺の声に反応し、亜美は下げていた顔をこちらに向けた。それによって髪の毛が隠かくしていた肌が露ろ出しゆつし、俺は出来るだけそれを見ないように彼女の顔を見ると、そこには焦しよう点てんの定まらない瞳ひとみがあり荒い息を繰くり返しながらも。

「え、何でって、寝ねてる時は苦しいからブラジャーはしないもん……」

　ブラジャーという言葉に亜美の胸を見てしまう。そこには小さいながらも自分が女性だと主張するように白磁の丘おかがあり、その頂点には。

「じゃ、じゃなくてっ。何で裸はだかになってるんだよっ」

　俺はそこから目を離はなし、彼女の顔に戻もどす。

「だから、汗かいたから気持ち悪くて、身体からだ拭くには裸に……って、見るなぁ」

　ぼうっとした顔での力ない訴うつたえ。俺は即そく座ざに洗面器とタオルをさっき座っていた椅い子すの上に置くと、目を瞑つむり。

「ご、ごめん。出ていくから」

　回れ右をしてから瞼まぶたを開け、ドアへと一直線。そしてドアノブを握にぎり、回そうとしたが。

「待って」

　途と端たん、背筋に冷たい汗が流れる。やばい、正気が戻ったんだ。こ、このままでは、撲ぼく殺さつは免まぬかれない。

「な、何でしょう？」

　ドアの木目を見ながら、じっと固まって有事に備える。だが、一向に襲しゆう撃げきなどはなく、どうしたのかと思っていると。

「背中、届かない。拭ふいて」

　非常に困る事を仰おつしやいました。

「あ、いや、それはちょっと色々とまずいかと。俺も男の悲しい性さがか、お嬢じようさんの大事なところに目が行ってしまったり行かなかったりで御ご座ざいまして」

「じゃあ、ふう、はあ……見ないようにして、拭いて」

「いや、それは技術的に」

「甘えろって言ったの、正樹、だよ？」

　いや、言いましたよ。確かに言いましたよ、だけどそれは貴女あなた様が肌を晒さらしていない時に言った事であり、そのようにつやつやとした白い陶とう器きのような肌を見せられては心もそぞろと言いますか気が散って仕方が無いと言いますか明日には犯罪者として警察署に居そうだと言いますか色々といけないものが頭に浮うかんでくると言いますか貴女は正気を失っていると言いますか熱のせいだと言いますか荒あらい息いき遣づかいが反則と言いますか元に戻ったときの貴女の報復が恐おそろしいと言いますか……

　──亜美は病人なんだから、あの子の命令は絶対ね。

　いや、これは無理です。

「お、俺だって男なんだから、簡単に女の子が男に肌見せちゃいけません」

「けち」

「いや、けちじゃなくて」

「……意い気く地じなし」

　非常にダメージのある言葉を吐はき、次にぽたぽたという水の音が聞こえ、じゅうという濡れた布を絞る音が耳に届く。俺は亜美が自分で身体を拭きだしたのだと認にん識しきし、持ったままのドアノブを回して、部屋から出る。そして閉めたドアに背中をもたれさせると、大きく息を吐いた。

「くそっ、胸が」

　どっどっと煩うるさいほど喚わめき散らしてくる。そして顔は火をあてられているように熱くなっていき、耳を触さわるとその熱さがよく分かった。

「あいつ、かなり熱にやられてるな」

　でなければ、あんなことを言い出すはずもない。まあ、その分、正気に戻ったときにも記き憶おくがなさそうなのが救いだ。もし憶おぼえていれば、そう思うと背筋に寒気が襲おそい、顔の熱さが少しだけ引いた。それでもあの亜美の身体が脳のう裏りに浮かび、思わず唾つばを飲んでしまう。

「何考えてんだ、俺。相手は子供、子供、子供、子供子供子供子供……」

　目を閉じて呪じゆ文もんのように唱えると、少しずつ胸の高鳴りが弱くなっていく。俺はそれにふと安あん堵どし、ため息を吐ついた。

「でも、あいつ、胸」

　……あったな、確かに。本当にちょっとではあるけど、あった。女性用下着が必要な大きさかどうかは分からないが。

「って、考えるな。忘れろ、忘れるんだ」

　胸を押さえる。そして今すべきことを頭の中で考える。そう、今、亜美は熱が出ているんだから、冷やしてやらないといけない。確か、どこかに氷こおり枕まくらがあったはずだ。それをさっさと用意してやって。

「……ちょっとゆっくり用意しよう」

　少し俺も頭を冷やした方が良い。もしかすると、あいつの風邪かぜがうつってきているのかもしれない。ちょっと、今日はどこかおかしいんだ。

　一階に降りた俺はその後、台所の上の棚たなにあった氷枕を見つけると、しばらく顔の熱さが引くのを待ってから用意することにした。氷と水を入れ、しっかり口を閉じて水が漏もれていないことを確認した後、それをタオルで巻き、自分の心臓が強く鼓こ動どうしていないことを確認してから、彼女の部屋の前へ戻った。今度はしっかりと二回ノックした。

「良いいよ」

　返事を貰もらってもゆっくりとドアを開け、ちらっと中を確認。だが、彼女はベッドに顔だけ出すようにして入り込み、こちらを見ていた。その顔はまだまだ赤い。

「氷枕作ってきた」

　部屋に入ってドアを閉める。タオルに巻かれたそれを見せると、彼女は枕まくらから頭を、俺から見える奥に移動させたので、手前に氷枕を置いて、亜美が頭を浮かせると同時に滑すべり込ませた。

「冷たぁい……気持ち良い」

　幸せそうに目を細め、枕に頰ほおを埋うずめていく。俺はそれを見ながら、洗面器を床ゆかに置いて、椅子に座った。その顔にふと今日最初に部屋に入ったときのことを思い出した。

「何で冷やしてなかったんだ、凄すごい熱なのに」

「え、ああ。さっきまでは冷れい却きやくマクラ使ってたんだけど、ちょっと熱も下がったし、マクラ解けたしで」

「そうか」

　俺がそう言うと、亜美は不意に出窓を見つめ。

「でも、珍めずらしいよね」

「え？」

　彼女の見つめる先を追いかけると、そこには薄うすいピンクの薔薇ばらとそれを引き立てるような花々が花か瓶びんに挿さしてある。

「正樹が花なんて……てっきりこまさんがお見み舞まいに来てくれたのかなって思っちゃった」

「あ、まあ、その」

　俺はふっと花を買っている自分の姿を想像し、顔が熱く火ほ照てってくる。そんな俺を見て、風邪の熱で真っ赤になっている亜美はふふっと笑い声を出し。

「正樹照れてる」

「う、うるさいな。大人をからかうな」

　それでもふふふと微笑ほほえみを止めようとはしない。なぜでしょう、この頃ごろ亜美にからかわれてばかりの気がするんですが、いつ攻こう守しゆが反対になったのか教えていただけるとありがたいです。

「ふぁ、ふぁああ」

　ふと亜美は笑いを止め、小さい欠伸あくびをする。そして眠ねむそうに目元をごしごしと手で擦こすった。眠くなってきたのか、と問いかけると、亜美は小さく頷うなずき、氷枕に頭を沈しずめる。その目元は溶とけてしまいそうなほど垂れていた。

「じゃあもう寝ねろ。そうすれば早く治るから」

「うん」

「じゃあ、目を閉じて、ゆっくり息して」

「うん」

「じゃあ、おやすみ」

「うん」

「……おやすみ」

「うん」

「あの、先ほどからシャツの袖そでを摑つかんで、俺を立てなくしてるのは、わざとですか？」

「うん」

　肯こう定ていされてしまった。俺は彼女の手を外そうと指に触ふれると途と端たん。

「セクハラ」

「おい。だったら離はなしてくれよ、これ」

　すると亜美はゆっくり目を開き、こちらを一いち瞥べつ。その眼光はなぜか妖あやしく光っていた。

「まだ居てよ」

「何で居なきゃいけないんだよ、もう良いだろ」

「甘えて良いって言った」

「甘やかしすぎるのは子供の成長によくないそうだ」

「契けい約やく違い反はん」

「いつ契約したよっ」

「私の裸はだか、見た」

「見せたんだろうがっ。不ふ可か抗こう力りよくだっ」

　すると亜美は俺の服を摑んでいない左手で口元を押さえ、目を逸そらし。

「私、弄もてあそばれたんだ、汚けがされたんだ……ぐすん」

「人聞き悪い事言うな。というか、口でぐすんって言うな」

「じゃあ居てよ、暇ひまなんだから」

「嫌いやだって言ってるだろ」

　これ以上、からかわれたくないんだよっ。

「うっ……気持ち悪い。もしかして、つわり？」

「いや、それ風邪かぜの吐はき気だから」

「違ちがうわ、正樹との子供だもん」

「何でそうなるんだよっ」

「だって私の裸見た」

「そんなので出来るわけないだろっ」

　途端、亜美はにやりと嫌な笑えみを浮うかべる。その表情に背筋が寒くなると。

「ええぇ、じゃあ、どうやったら赤ちゃん出来るの？　お兄ちゃん、教えてよ。亜美、子供だから、赤ちゃんの作り方知らないもん」

「てめえ、わざと言ってやがるな」

「ご主人様ぁ、私を使って早く赤ちゃんの作り方を」

「お前、もう治ってるだろっ」

　きゃらきゃら笑っている亜美に、袖を摑まれていない方の右手を伸のばし、彼女のおでこに。だが、そこには依い然ぜんとして火傷やけどしそうなほどの熱さが発せられていた。

「あ」

「……まだ熱いな」

「うん」

　俺は亜美に聞こえるように大きくため息を吐つき、額から手を離す。そしてじっと亜美を見つめた後、もう一回ため息を吐いた。

「早く寝ろ。馬ば鹿かやってないで」

「……正樹、行かない？」

　不安そうな声。それは顔にも表れ、眉まゆ毛げが歪ゆがむ。

「ああ、居てやるよ……全く、余り変な事言ってると、寝てる間に襲おそっちまうぞ？」

「良いよ、正樹なら」

　おどけて言った言葉。それに彼女は恐おそろしい返答をしてきた。俺が聞き返そうかとすると、亜美はくすっと笑って。

「こまさんに言えば、報復してくれるもん」

　本当に恐ろしい返答をしてきました。というか、それって死し刑けい確定じゃないでしょうか。いや、それどころか、世間に知られる前に潔いさぎよく死ねとばかりに切腹させられるんじゃないでしょうか。

「……馬鹿なこと言ってないで、寝ねろ」

「うん。あ、正樹、手」

　亜美はそう言うなり、ぐいぐいと摑んだ左手を引っ張ってくる。何だろうと思いながら流れに任せると、彼女はするすると自分の布団に俺の手を招きいれ。

「お、おい」

　顔が数センチほどしか離れていないほど中ちゆう腰ごしになったところで亜美は布団の中で俺の腕うでを両手で抱だきしめてくる。風邪の熱が布団にはこもっていて、亜美の柔やわらかい身体からだが腕に押し付けられ、熱すぎてたまらない。そして亜美はおやすみと呟つぶやくなり、俺の目の前ですっと目を閉じた。

「亜美。ひ、人の腕を抱き枕まくらに使うな」

　反応なし。

「おい、この体勢、苦しいっての。腕熱いし」

　だが反応なし。

「亜美、亜美ちゃん？」

「ぐう」

　寝たふりの声を聞き、なぜか自分の日ひ頃ごろの行いが脳のう裏りに浮かびましたが、なぜですか？

　仕方ない、そう思って腕を引き抜ぬきに掛かかるが、どこにそんな力があるのかぐっと締しめ付けてきて、抜く事が出来ない。何度もトライしてみるが一向に成果は出ず、だからといって亜美の身体ごと片手で持ち上げる力は俺には無い。

　……神様、俺が何かしましたか。

　時計の音と亜美の吐と息いき。それが部屋の音の大部分を占しめ、目の前には亜美の幸せそうな寝顔。まさか、甘えて良いという一言がここまでになるとは……これからは亜美にだけはこの言葉を言わないようにしよう。これじゃ、骨の髄ずいまで吸われそうだ。

　でも、仲直り、出来たのかな。そう思って見てみるが、彼女は吐息を俺の頰ほおに吹ふきかけるだけで答えてくれない。その息がくすぐったくて、少し顔を背そむけると、時計は二時を示していた。

　もっと時間が経たっていたように思ったが、まだこんな時間か。叔母おばさん、何時頃帰って来るんだろう、聞いておけばよかった。

　それにしても、あんなに甘えてくる亜美は久しぶりだった。以前に甘えてきた時はいつだったか憶おぼえていないが、彼女とコンビを組んでからは一度もなかった。まあ、途と中ちゆう、甘えているのか、からかっているのか分からないこともあったが。何かあったんだろうか……いや、俺との喧けん嘩かはあったけど、それ以外に何か。そうでもないと、こんなに亜美が。

「お、抜ける」

　気付くと亜美は本当に寝入ったようで、腕から力が抜けていた。そのままゆっくり滑すべらせると、左腕の奪だつ還かんに成功。そしてそのまま社務所へと帰ろうとしたが、ここで約束を破れば、こいつが起きた時、こまにどんなメールを送るか分からない。なまじ、彼女の裸はだかを見たのは事実だから始末が悪いし。

　そう思って亜美が自然に起きるのを待とうと彼女の寝顔を観察していたが亜美の寝顔が面おも白しろくなるわけでもないので、ものの数分で飽あきてきた。なので今は、くるくると亜美の部屋を物色……ではなく、見回しているところ。といっても珍めずらしそうなものはないし、テレビをつけたらせっかく寝た亜美が起きてしまう。何か、無いだろうか。

「ん？」

　ふとイチゴミルクキャンディーを置いたお盆ぼんを載のせていた引き出しが目に留まる。最初は気付かなかったのだが、一番下のひときわ大きな引き出しが少しだけ開いていた。

「引き出しの一番下……イコール、エロ本の隠かくし場所」

　俺は人知れず笑えみをこぼし、亜美の寝顔を確かく認にん。そこにはすやすやと眠ねむる女の子の顔。ふっふっふ、先日はお宝を見つけられるという失敗をしたが、ここは敵の本ほん拠きよ地ち。他人に見られたくない、あぁんなものやこぉんなものがあるに違ちがいない。ふっはっはっは。

　なぜかな、今、自分から警察署に行くべきだって僕の中の天使が囁ささやいたんだけど。

「さてさて、何が出てくるか」

　音を立てずに、意外と重量がある引き出しを開ける。そこにはアルバムやら幼よう稚ち園えんの卒園写真やらが置いてあり、特に目を見張るものは無い。だが、どう見てもこれだけでこんなに引き出しが重くなるわけではない。そして、これは手前のことだ、本命は奥にあるはずだ。

　だが、奥にも特に何もなかった。が、ふと俺は中身の床ゆか部分の深さと外側から見る深さに違いがあることを発見。アルバムなどを手前に寄せて、くまなく探してみるとやはり、向かって右側に指を引っ掛けるくぼみがあることに気がついた。

「くっくっく、見てろ、亜美めぇ」

　自然と出てくる笑みを我が慢まんせず、くぼみに指を掛ける。そしてゆっくりと開けた。

「ん？」

　そこに並んでいるのは規則正しく並ぶ、青やら赤やら緑やら色いろ鮮あざやかに印刷されている文庫本の背表紙。だが、まだ希望はある。

「もしかすると、官能小説かも……ん？」

　そこには『ブラコンパニック』『お兄様は妹（私）が好き？』『シスター・プリーズ』などというタイトルの本がそれぞれ数冊ずつ置いてある。シリーズ本だろうか、それにしてもどこかで見たような……そう思って、名前に覚えがある、四巻ほどある『ブラコンパニック』というのの一番左側を手に取ると、表紙にはアニメのような絵で可愛かわいい女の子が描えがかれていた。その絵がふと記き憶おくを呼び起こさせる。

「あ、姫乃の事件の時に買ってた」

　そうだ、そういえば姫乃に絵本を買ってやった時に一いつ緒しよに……これは一巻で、絵の立ち位置が違うから、続きを買ってたのか。でも、これ、普ふ通つうの小説っぽいしな。ちょっと弱みとするには力不足だ、弱みにするには弱い、なんてな、はっはっは。などと寒いギャグを言ってしまったためか、それ以上のものは出てこなかった。どうやら寝る前にでも読んで、本ほん棚だなに戻もどすのが面めん倒どうな時に保管でもする場所なのだろう。

「くっ……本棚全部調べるか？」

　そう思って本棚を見るが、そこには数十冊の本がひしめきあっている。あれを調べるのは面倒だし、あんな見えるところに秘密な本を置くとも思えない。

「はあ、諦あきらめるか」

　まあ、見つかったら見つかったでちょっと気まずくなるから、安心といえば安心だけど。そう思って片付けようとした時、ふと持っていた『ブラコンパニック』の本が目に付いた。亜美を見ると寝ね返がえりもうっておらず、まだまだ起きる気配はない。

「暇ひまつぶしに読むか」

　どうやら子供向けっぽいし、活字の嫌きらいな俺でも読めそうなほどの文章量だ。亜美が怒おこるかもしれないけど、それこそエロ本とか官能小説とかではないんだから、ごめんと言えば済むだろうし。

「さて、読んでみるか。内容は薄うすそうだけど」

　勢い付けるように呟つぶやいた。

　そして、一時間後……

「お、面白れぇ」

　はまっていた。

　俺は最後のページまで読み終え、ぱたんと閉じる。そして肩かたの凝こりをほぐすように首を二回鳴らした。

「そうか、これが妹か、妹キャラって奴やつか……これだけ可愛いなら、悪くないな。世界が広がった気分だ」

　ふう、とため息を吐つく。司郎が貸してくれるゲームとかで出てきた妹はいつも何も出来ないくせにお兄ちゃんお兄ちゃんうるさい娘むすめでどうにも好きになれなかったが、何でも出来てそれなのに好きだとも何とも言わずに義理の兄から離はなれないっていうのは……しかも兄が危機を感じて妹に彼氏を見つけようとするけど、当の妹がその男の得意分野で華はな々ばなしく彼らを打ち負かすってのも。

「だが、一番はやはりメイドさんが良かった」

　脇わき役やくではあるけど、ああいう凜り々りしく年上の方は良い。まあ、出番は少なかったが……こんなだから、亜美にからかわれるんだな。メイドの真似まねされて。

　それにしても割と楽しめたな。文字も普通の文庫と比べて圧あつ倒とう的に少ないし、分かりやすく絵もあるし。

「続きを……」

　引き出しの前に正座し、覗のぞき込むようにして一巻目を元の場所に戻す。そして二巻目を取り出そうとしたら、突とつ然ぜん手前に寄せていたアルバムが倒たおれ、大きな音を立てた。

「ううん……むう、あ、え、え？」

　亜美の声がして、俺は即そく座ざに顔を上げる。しっかり二巻目を手に持って。

「あ、起きたか」

　俺がそう言うと、亜美の目が突然驚おどろいたように見開かれる。そして恐おそろしい速さで起き上がり、俺の持っていた文庫本を奪うばい取った。そして隠かくすように後ろに回した。

「あ、ご、ごめん。ちょっと暇つぶしに」

　そう言ったら、彼女は笑って、勝手に読まないでよとか言ってくれると思っていた。だが、彼女は無表情で。

「見たの？」

「え、ああ、その、見た。一巻だけ」

　亜美の顔は至って無表情。それがどうも恐ろしくて言葉を継つごうとする。

「悪い、だけどそれ、おもしろ」

「何で、見たの？」

「え、いや、だから、暇つぶしに」

「これ、隠してあったでしょ？」

「そ、そうだけ、ど。別に変なものじゃ」

　途と端たん、きっと亜美は睨にらみつけてきた。

「正樹、人間として最低なんじゃない。人の物、しかも女の子のを漁あさるなんて」

「そ、それは謝る。だけど、そこまで」

「人の物勝手に漁って、どこが最低じゃないの」

「そ、そう言っても、お前だって俺の」

「あれは偶ぐう然ぜん。でも、正樹は故意じゃない、こんなところ漁って……人として、やって良いいことと悪いことあるでしょ？」

　静かな声。なのに、それはこちらの涙るい腺せんを揺ゆするほどの恐きよう怖ふを植えつけてくる。張り詰つめた空気が肌はだを刺さし、痛みが走ってくる。

「ごめん、ほんと、ごめん」

「謝って済む問題なの、これ。しかも、あんた、本気で謝ってないでしょ」

　亜美の目線が俺を睨む。それは今まで俺に向けたどの視線よりも殺気だっていたが、どこか違い和わ感を覚えた。

「俺は悪くないって、どうせ子供の言ってることだって、明日には忘れるって、いずれ機き嫌げんが直るって。そんな考えが見え見えなのよ」

「そ、そんなわけ」

「帰れよ」

　びくっとするような低い声。それは紛まぎれも無く目の前の女の子からだった。

「帰れって言ってるの」

「いや、その」

「それで、もう会いに来るな。そんな顔、二度と見たくない」

　亜美の視線に腕うでが震ふるえてくる。まるで虎とらに睨まれているように力が入らない。そんな俺を見て、亜美はふっと鼻で笑った。

「死ねば良いのに」

「え……」

「死ねば良いのよ、あんたみたいな屑くず。居なくなればいいよ」

　余りにもの罵ば詈り雑ぞう言ごん。でも俺は彼女の声に反論しない。ただ、金かな槌づちで叩たたかれたように頭を揺すられ足元が崩くずれていくようでふらついてしまう。

「臭くさいのよ、気持ち悪い」

　彼女は言うなり、床ゆかに置いていた、亜美に持ってきたバスタオルを拾って、洗面器にある濡ぬれたタオルをそこに包む。そしてそれをこちらに投げてきた。受け取ると、中のタオルが飛び出し、身体からだにぶつかる。水に濡れたタオルがシャツに張り付き、彼女の言葉に及およばないものの、冷たさを与あたえてきた。

「ここまで私なんかに言われて反論も何もしないなんて、本当、ゴミね。それでも口に入れて私を感じてれば、変態」

　彼女はそう言うなり、こちらに背を向けてベッドに横になり、布団を頭まで被かぶる。ここまで言われれば、俺だって亜美に言い返すなり、殴なぐりつけたりしていたかもしれない。だけど、俺は床に置いていた洗面器にスポーツタオルを再度入れ、バスタオルと一いつ緒しよに持ち、ドアへと向かう。ベッドに視線を向けると、布団の膨ふくらみは何かから逃にげているようにじっと固まり、動かなかった。

　ドアを開き、廊ろう下かへ。そして階段を一つずつ降りていく。

「死ねば良い、か」

　あんな年下の、しかも女の子に言われれば、無む性しように腹が立つはずだ。でも、それは相手が本気である場合。本気でそう思って言われる言葉は、何よりも胸を突つき刺す。

　──人殺し、あんた、人殺しよっ。

　そう、俺が昔、任務に失敗して重傷を負わせてしまった女性の母親の言葉のように。でも、亜美には悪意が一いつ切さい感じられなかった。と思う。

　でも、もし本当に亜美に心底から嫌きらわれたとしたら。

「っ」

　階段の途中で足を止める。そこで、自分の身体が震えているのが分かる。

　俺、怖こわいのか？

　このまま、亜美に嫌われてしまったら。

　もう一生、亜美に会えなくなったとしたら。

　亜美と笑い合えなくなったとしたら。

　ふっと、ある感情が噴ふき出てくる。俺はそれを抑おさえ込むように胸を三度、洗面器を持っていない左の拳こぶしで叩き付け、ぐっと目を閉じた。

「……違ちがう、俺はそんなこと思ってない。俺は亜美のことは、そう、決めたんだ」

　静かに、ただ静かに呟つぶやく。住宅街の静けさの中でやかましく鼓こ動どうする心臓に、静まれ、静まれと何度も命令しながら、いつの間にか一階へと辿たどりついた。

　振ふり向き、彼女の居る二階の部屋を見上げる。そこでは亜美が熱で顔を赤く染めながら、荒あらい息で眠ねむっている。

「ごめん……」

　力なく、呟いた。
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「女って分からねえ」

　あれから数日経たち、いつの間にかゴールデンウィーク最終日の日曜日。俺は、約束したように亜美そっくりの犬神を練習台に亜美との仲直りのシミュレーションをしてみたが、効果はなく、アイデアも浮うかばず、昼過ぎに本部のとある部署の資料室にあるデスクに突っ伏ぷすようにしながら腐くさっていた。目の前には白い壁かべ紙がみしか見えず、外からの音も余り聞こえてこない。

「あのですねぇ、正樹君。そういうのは男友達とかに言うことで、私に言われてもぉ」

　横から影かげが差したかと思うと、どんと俺の前に何冊もの資料が置かれ、その上にはこまの豊満な胸……もとい、こまの微び妙みような微笑ほほえみがある。

「龍雄は忙いそがしいって言って話を聞いてくれないし、司郎はもう外交に行っちまったから」

「で、私ですかぁ？」

「ああ」

「信しん頼らいされてるんだかされてないんだか」

　少し口を尖とがらせながら隣となりのデスクに座る。そして俺の前に置いた資料の一番上を取って、自分のデスクに広げた。

　ここはこまの勤める部署にある、学校の教室程度の広さの玉城家の歴史関係を集めた資料室で、俺たちの他ほかには誰もいない。窓はブラインドで日の光が入らないようにされており、入り口近くに設置されたこのデスクから奥は全て本ほん棚だな。本や紙が日焼けしないように奥の電気は消されており、薄うす気き味み悪わるさが際きわ立だっている。

「信頼してるつもりだぞ」

「本当ですかねぇ」

　デスクに頰ほお擦ずりするかのように枕まくらにしてこまに視線を送る。そこではぱらぱらと資料をめくり、真しん剣けんな目を注ぐ女性の姿があった。

「で、女が分からないってぇ、何かあったんですか？」

　視線を資料の上に送りながら呟く。

「まあ、その、ちょっと」

　歯切れ悪くどもった俺に彼女は髪かみをかきあげながらこちらに視線を送ってきた。その顔はなぜか赤みが差している。

「まさかぁ、女を教えろって言って、私を襲おそいに」

「いや、違う」

「そんな……今日は勝負下着じゃありませんよぉ」

「話を聞け、そして身体からだをくねらせるな」

　冷たく言い捨て、机から顔を離はなす。するとこまは不満そうにじとっと睨にらんできた。

「な、何だよ」

「いいえ、別にぃ」

　こまは拗すねた声こわ色いろで言ったかと思うと、資料に目を戻もどす。そして資料をめくるのが少し雑になってきたというか、あからさまに不快感示してるっていうか。

「あ、あの、何か怒おこってる？」

「そう見えるならそうでしょうね」

　は、歯切れが良いいですね。いつも間延びしてるのに。

「何、怒ってるんですか、こまさん」

「分かってないんですか？」

「あ、ああ」

「鈍どん感かん」

　そ、そんなこと言われても。

　こまは、資料をめくる手を止め、ちらっとこちらを横目で見る。そしてちょっと彼女の頰ほおが紅潮してるように見えた時、視線は資料を見ながら。

「期待してたのに」

「え？」

　吐はき捨てるような言葉。意味が分からず聞き返すと、ぎろっと睨まれた。

「珍めずらしくこんなところに来るから、何かあるのかと期待して二人っきりにしたのに、ただの愚ぐ痴ちだなんて」

「え、いや、その」

「相談だっていうから……なのに、何があったか言えないって。だったらこんなところに来ないで下さいよ」

　ぐさっと胸に突つき刺ささる。確かにこまの言っていることは変な事じゃない。

「ちょっと前に正樹君の神社で飲んだ時にも、わざと酔よいつぶれてあげたのに、何もせずに寝ねちゃうなんて。しらふでも無いのに……意い気く地じなしです」

「い、いや、あれはあのまま、その、そういう感じに雪崩なだれ込むのは駄だ目めかなと」

「男は勢いに乗ってこそでしょうっ？」

　いや、こまさん、自分が襲われることを推すい奨しようしてどうするんですか。

「そんなに、私に魅み力りよくありませんか？」

「それは」

　ふと、こまの顔を見る。上品で清せい楚そな顔立ちをしており、大人の色いろ香かのようなものと、俺より年上であるのに亜美にも負けない少女らしさとを兼かね備えたような雰ふん囲い気きが彼女の魅力を盛り上げる。神み子こ服からそっと見える鎖さ骨こつは美しい線を描えがき、豊満でそれでいて形も綺き麗れいな彼女の胸は白い千ち早はやを押し上げ、自分は女性だと高らかに宣言しているよう。きゅっとくびれた腰こしからお尻しりにかけての曲線は抱だき心ごこ地ちが良さそうで艶なまめかしい。

「それは、ない。と思う」

「はっきりしませんね」

　こまは言うなり立ち上がって、下級神子を表す赤い袴はかまを見せ付けるように俺の顔まで数センチのところで止まる。右手は腰に添そえ、まるでモデルのようにくいっと腰をひねった。こまの、頭にもやが掛かかるほどの甘ったるい香かおりが胸にたまり、息苦しいほど心臓の鼓こ動どうが加速していく。顔がかっと熱く燃え滾たぎってくる。

「魅力があるって言うなら、ここで私を襲えます？」

「な、何を」

「遠えん慮りよは要いりませんよ、ここは防音できてますし、唯ゆい一いつの鍵かぎも私が持ってます。誰だれも邪じや魔ましません」

　確かにここでは外の喧けん騒そうなど聞こえず、時計の秒針がうるさく響ひびいているだけ。そして辺りにはこまの匂におい以外、ありもしない。

　ふと、そのことを認にん識しきした時、んぐっと唾つばを飲み込む音が大きく聞こえた。それは自分のもので、たまらず顔どころか身体全体が熱くなってくる。そして、目の前にはこまの、身体。

「どうしました、さあ早く」

　上から落ちてきた言葉。こまの顔を見上げると、そこには俺と同じように真っ赤に染まった彼女が居り、その口元には笑えみがある。でも、その笑みは妖よう艶えんとかそういう感じでなく、どっちかと言えば……

「こま、楽しんでるだろ？」

「え？」

「口元、笑ってるぞ」

　からかうのが楽しくてたまらないという意地悪そうな笑みだった。

　そして沈ちん黙もくがしばらく続いた。

「……はあ、せっかく頑がん張ばったのに」

　ぷくっと頰を膨ふくらませたかと思うと、くるっと俺の顔に千早の裾すそが当たるように後ろを向いて、先ほど座っていた椅い子すにこちらが背になるようにして座った。

「あのな、付き合い長いんだからそういうのは直すぐ分かるっての」

「何ですか、意気地なし、根こん性じようなし、種無し、不能」

「ちょっと待て。最後の二つは何だ、試ためしたことないのに失礼だぞっ」

「試させる度胸もない人に言われたくありません」

「べ、別にそういうわけじゃないけど、ただ、俺はこまが」

　大事だから。

　その言葉は喉のどにつかえて出なかった。多分恥はずかしさが止めてしまったのだろう。そんな俺にこまは振ふり向き、俺をじっと見つめる。何とか言おうとするが、こまに見つめられるとどうにも言葉が出なかった。

「まあ、その顔に免めんじてぇ、許してあげましょうか」

　こまはそう言うなり、にこっと微笑ほほえむ。途と端たん、少しだけ緊きん張ちようがほぐれた。

「それにぃ、正樹君が生なま唾つばごっくんするぐらいにはぁ、私に魅力があるって分かりましたし」

「なっ」

　聞こえてたのか。

「もう、あんな真っ赤になってぇ、あんな大きくごくんなんてぇ……女おんな冥みよう利りに尽つきますね」

「てめえ」

　睨にらんでやるが、顔がまだ赤いせいか、こまはくすくすと笑って、資料へと視線を戻もどしてしまった。こまといい亜美といい、本当に女性ってものが分からなくなってきた。いや最初から分かってないのかもしれないのは否いなめないが。

「で、話は何ですか？」

　こまはさらさらとメモに何かを書きながら呟つぶやいた。

「何かぁ、相談したい事あったんでしょ？　愚ぐ痴ちでも良いですしぃ、私でよければ聞きますよ」

　先ほどのことは何も無かったかのように涼すずしげな顔で言って、資料をめくっていく。そして、俺の机にある資料の束を一つ摑つかんで自分に引き寄せた。

　……確かに相談はしに来たが、亜美との喧けん嘩かをありのまま話せるはずもない。言ったら、また喧嘩したんですか、自分で何とかしてくださいとか言われるだけだろうし。

「えっと……これは仮の話だけど。こまが人に見られたくない物や見られたら困るものを見られて怒おこった時、どうすれば機き嫌げんが直る？」

「見られたくないもの？」

「そう、例えば俺とかに」

　色々とあるだろう。下着とか服とか、それこそ秘密のレディースコミックとかそういうもの。こまは、思い当たるものがありすぎるのか、ううんと空中を見つめていたが、うんと頷うなずくと。

「ありませんねぇ」

「え？」

「だからぁ、正樹君に見られたくないものはありませんしぃ、見られたら困るものもありません。だから、質問に答えられません」

「い、いや下着とか見られたら困るだろ」

「何でですか？　婚こん約やく者しやなんですからいずれ見られちゃうじゃないですか。あ、良ければ、今ブラジャー見ます？　全体は赤色で胸むな元もとに白いちっちゃなリボンがついてて可愛かわいいんですよ、新しく買ったんです」

　こまは当然とばかりに神み子こ服の千ち早はやの胸元に手を伸のばした。俺は瞬しゆん時じに彼女の両りよう腕うでを摑み、動きを止め。

「良い、俺は良いっ。遠えん慮りよします」

「そうですかぁ……まあ、一番お気に入りでもありませんしねぇ」

　彼女が胸元から手を離はなすと同時に俺もこまの手首から手を離した。ふう、とため息を吐つき。

「でも、あれだ。その、あ、アレな本とかは？」

「アレ？　ああ、エッチな本ですかぁ？　嫌いやですよ、正樹君。私、そんなの持ってませんよぉ、正樹君じゃあるまいし」

「そ、そうですか」

　まあ、自分が持ってるからっていって相手も持ってるわけでもない。というか、微び妙みように俺が変態扱あつかいされた気がしたのは、ただの被ひ害がい妄もう想そうでしょうか。

「あ、ありましたぁ。見られたくないもの」

　ぽんと手を打ち、うんと頷く。でも、下着見られても平気、というと誤解されそうだが、そういう奴やつにこれ以上あるだろうか。そんなことを思っているとみるみるうちに彼女はぽっと頰ほおを染めて。

「さ、流石さすがにぃ、自分で自分を慰なぐさめている時はぁ……あ、でも、そういうプレイを正樹君が求めるなら、あり」

「じゃねえ。それ以上口走るなあっ」

　机を平手で叩たたいて叫さけぶと、こまは、あははと明るい笑い声を上げて、口元を隠かくす。俺は顔が赤いのを悟さとられないように視線を逸そらすが、こまは笑い続けたまま。

　全く、こいつに聞いたのが間ま違ちがいだった。そう思っていると、ひとしきり笑ったこまは、はあと嬉うれしそうにため息を吐いて、黙だまり込んでしまった。こまを横目で見ると、じっとこちらを見つめている。

「まあ、ということでぇ、正樹君。気き兼がねなく白状してください」

「はい？」

「だからぁ、そんなこと言い出すってことは、私の何かを見つけたんでしょ？　私は言ったように正樹君に見られて困るものありませんから、怒りませんよ」

「な、何のことだ？」

「え、だから、正樹君が私の下着か何かを見つけてぇ……」

「い、いや、違う。俺は亜美の話で」

「え」

　ふと出た言葉。それにこまは一瞬、眉まゆ毛げをぐっと寄せた不快感を表す顔をしたが直すぐに普ふ通つうの顔に戻るや否や、そうですかと呟いて、資料に目を戻してしまった。

「あ、あの、こま？」

「何ですか？」

「どうした、何かいきなり雰ふん囲い気きが」

　変わったんだけど、という言葉は彼女の睨にらみで飲み込んでしまった。

「また、亜美ちゃんの話かって思っただけです」

　凄すごく棘とげがあるというか、喉のどに引っ掛かかるような言葉に俺は首をかしげた。

「なあ、こま。何拗すねて」

　すっとこちらに彼女の顔が向く。その視線は恐おそろしく冷たく、まるで俺を罵ば倒とうした時の亜美のそれに似ていた。

「正樹君って、誰だれが女の子として好きなんですか？」

　だ、誰ってそりゃ、一応、許いい婚なずけの。

「お、お前だけど」

「へえ。その割に、亜美亜美亜美亜美亜美亜美っていつも言ってるのは誰ですか？」

「いや、それは別に」

「本当に好きなのは亜美ちゃんじゃないんですか？　否定できるんですか？」

「俺はロリコン趣しゆ味みなんかじゃ」

「じゃあどうして亜美ちゃんの話しかしないんですかっ？」

　彼女の平手が机を叩き、その音にびくっと背筋が突つっ張る。こまの目はじっと俺を睨みつけ、俺はそれから逃のがれる事が出来ない。

「ほら、言ってくださいよ。亜美ちゃんが好きだって、私より好きだって」

「な、んでそんなこと」

「言ってください、その方がせいせいするんですから」

「こ、こま。おかしいぞ、今日のお前。いきなりこんな」

　そう言った途と端たん、こまは立ち上がり、俺を見下ろしてくる。だが、先ほどのような恐きよう怖ふが出てこない。その理由は、彼女の瞳ひとみがきらきらと輝かがやいていたから。

「おかしい。おかしいですって……？」

　その輝きの原因が涙なみだだと分かった瞬間、俺のジーンズに一ひと滴しずくの冷たさが落ちてきた。

「自分の前で他ほかの女の話をされて喜ぶ女性が、どこに居るの？　拗ねて、何が悪いのっ」

　それは叫びというよりも悲鳴。俺が彼女の状態を理解する前にこまは続けて。

「正樹君があの子の話をする度たびに、私が何も思ってないって思ってたんですか？　私は生身の女なんですよ、正樹君、分かってるんですか？」

「お、落ち着けって、こま。お願いだ」

「じゃあ、早く言ってくださいよ。亜美ちゃんが好きだって、大声で言ってください。そうすれば、私は、私は」

　彼女が俯うつむきはじめると声はどんどん小さくなり、後にはこまのすすり泣く音だけが耳に纏まとわりつく。俺は大おお粒つぶの光がぽとぽとと床ゆかに落ちるのが我が慢まんできず、立ち上がってゆっくり声を出した。

「……俺は、亜美のことは大事だとは思ってる」

「やっぱりっ」

「最後まで話を聞いてくれ。大事だとは思ってるけど、それはあいつが子供だから、守らなきゃいけないって思う子供だから」

「それは、好きってことなんじゃないんですか？」

「それは、違う。これは断言できる。俺はあいつのこと大事だと思うし、好きではあるけど、それは女として好きとか愛してるとかじゃない」

「証しよう拠こはあるんですか？」

「だって」

　俺は言葉を切る。自分の頰ほおも耳も真っ赤になっていくのが分かる。心臓も痙けい攣れんするのではないかというほど高鳴ってしまう。だけど、思っていたよりもその言葉はすんなりと出てきた。

「俺は、こまのことを愛しているから」

　刹せつ那な、こまの顔が俺に向けられる。そこにはただ、少女の泣き顔があった。

「俺が小さい頃ころからいつも一いつ緒しよでいつも守ってくれていつも助けてくれていつも愛してくれて……優やさしく包んでくれた。余りに近くに居て、余りに愛しすぎて、だから俺は怖こわかったんだ」

「怖い？」

「俺、こまを壊こわしてしまうほど愛してしまうんじゃないかって。大事な人を自分の手で傷つけてしまうんじゃないかって」

「そ、そんなこと」

　こまは頰を紅潮させ、少しだけ俯いた。

「俺、もう心臓がどきどきして、苦しいぐらいなんだ。こまが傍そばにいるだけで、こんなに」

「それは、見れば分かります。顔、耳まで真っ赤になってますから」

　こまは顔を上げ、涙を目め尻じりに残しながらも微笑ほほえんだ。

「俺はこまが好きなんだ、一番、誰よりも。少なくとも今は」

「……今は？」

　こまは頰を膨ふくらませた。しまったと思って、言葉を継つぎ足そうとしたが、突とつ然ぜん、彼女が俺の胸の中に飛び込んできたことで、言おうとしたことは忘れてしまった。

「……凄い音」

　彼女が俺のシャツに耳をあて、幸せそうに目を細めている。俺はこまの顔を見下ろしながら、ゆっくりと彼女の背中に手を伸のばした。そしてもっと強く抱だきしめると、柔やわらかい彼女の胸の奥から、俺の身体からだに彼女の感情を打ち込むような鼓こ動どうが聞こえてきた。

「こまも、聞こえる、心臓」

「エッチ」

「何でそうなるんだよ」

　こまは俺の胸に顔を押し付け、擦こすり付けるような行動をする。俺がそれを見守っていると、こまは静かに止まって。

「私、嫌いやな女です」

「え？」

「我慢できなかったんです。亜美ちゃんが羨うらやましくて……でも、こうして暴れて、正樹君困らせて、甘えて。嫌な奴やつです」

「そう言いながら甘えるのも、嫌な女じゃないのか？」

「言わないでくださいよ」

　匂においを擦り付ける為ためか、はたまた俺の匂いを吸っているのか分からないが、彼女はその柔らかい身体全体を使って俺の身体を触さわってくる。少しくすぐったいが、付き合ってやるかと我慢していると不意に動きが止まった。辺りにはこまの、上質なワインの如ごとき芳かんばしい香かおりが充じゆう満まんし、俺を酔よわせるようだった。

「ねえ、正樹君」

「ん？」

「どこにも行かないで下さい、ね？」

「どこにもって、俺はここに居るじゃないか」

「私の瞳ひとみだけ見て、私の声だけ聞いて、私の香りだけ嗅かいで、私の身体だけ触って、私の唇くちびるだけ味わって」

「あ、あの、こま。ちょっとエロい」

「エッチでも良いですから、約束して欲しいんです。私から離はなれないって」

「ど、どうしたんだよ、一体」

「……怖いんです、私は。いつか封ふう印いんが正樹君を蝕むしばむんじゃないかって。ううん、今でも爆ばく発はつするんじゃないかって」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって。何をそんなに」

　途と端たん、彼女がくいっと顔を上げて睨にらみつけてくる。その瞳は先ほどの涙なみだのせいで少し充血している。

「正樹君は……正樹君は知らないんです、私がどれだけ貴方あなたを心配しているか」

「どれだけと言われても」

「もし封印が解けたら、その時は絶対生きて帰って来られない。それなのに、正樹君は力を使おうとするから……いつも、いつも、いつも私は」

　充血した目が少しずつ潤うるみだし、涙が溢あふれそうになる。だが彼女はそれが零こぼれ落ちる前にまた俺の胸へ顔を埋うずめた。

「私の気持ち、分かってくださいよ」

　確かにこまは、夏が、つまりイサマト退治の時期が近づくほど、俺への封印の警告をしてきた。それは中学時代からで、何十、何百と繰くり返され、だけど俺はそれが鬱うつ陶とうしく感じて、聞こうとしなかった。ただただ、反はん抗こうしたかったのだ。

「でも、俺は」

　もう後あと戻もどりは出来ない。中学時代に自分の失敗で傷つけた女性の気持ち、俺の処分を甘くしてくれた爺じいさんの気持ち、そして俺を助けてくれた亜美の気持ち、俺は全すべてを背負って、再びイサマト退治の神み子こになっている。最初は何も考えずに再志願をしたが、今考えれば、俺はもう勝手に辞やめることが出来ない位置に居る。多くの人の気持ちを裏切らないために。

　そんなことを思っていると、こまはまたゆっくりこちらを見上げた。その瞳から一ひと粒つぶの涙が頰ほおを滑すべり落ちると。

「正樹」

　呟つぶやいた。

「え？」

　ごとっと心臓が血液を送り出す。それは、目の前の彼女からは聞いたことがない響ひびきだったから。

「お願い、正樹。お姉さんのお願い、聞いてよ」

　口くち振ぶりはまるで子供に語りかけるような、諭さとすような響きがある。それなのに、正樹、と呼ばれることでなぜか自分を初めて大人扱あつかいしてもらったような嬉うれしさと恥はずかしさが胸に広がっていく。

「そ、そうは言っても」

「正樹の気持ちは、分かってる。だけど、今だけで良いの。今、噓うそでも良いから、封印された力は使わないって言って。お姉さんを、安心させて」

　ぞくっと背筋に何かが走っていく。本当の姉のような声こわ色いろが、抗あらがえないという気持ちに陥おとしいれていく。こまの香りは甘ったるくて、ここが夢の世界であるような浮ふ遊ゆう感さえ味わってきてしまう。

「お願い、正樹」

　ことんっとまた頭を俺の胸に預けてきた。美しい光こう沢たくの黒くろ髪かみが蛍けい光こう灯とうを反射し、輝かがやいている。匂いも、視界も、感かん触しよくも、耳に届く吐と息いきも、全てがこま一色になる。

「分かった。ううん、分かってる、封印の力は、絶対使わない」

　気付くと、口が動いていた。途端、一層彼女は俺に擦すり寄ってきて、身体中でこまを感じる。そのむせかえるような上品な香りに頭を蕩とろけさせていると。

「ねえ、正樹君」

　いつも通りの響き。それが耳に入ると同時に夢から醒さめたように少しだけ脳が働きを取り戻もどす。そしていまだにぼうっとしている頭を振ふるって、何だと声を掛かけた。

「キス、して？」

「え？」

「お願いです」

「な、何でいきなり」

　こまが顔を上げる。その瞳は潤うるおい、妖あやしく光を撥はね返していた。

「私、嫉しつ妬としてるんです」

「はい？」

「いくら亜美ちゃんのことは何でもないって言われても、あの子への嫉妬が消えないんです。亜美ちゃんのこと、好きなのに……このままじゃ嫌きらいになってしまう」

「だからってそんな」

「私のことを愛してるって証しよう拠こが欲しいんです」

「でも、キスなんて。俺にも心の準備が」

「普ふ通つう、こういうときは、私を抱だいてって言いたいんですよ。でも、意い気く地じなしの正樹君のためにせっかくキスまで落としたのに」

　……なぜか男としてのレベルは低いようですね、俺って。でも、キスなんてしたら、俺は次を期待してしまうかもしれない。そんな、なし崩くずし的なのは絶対、嫌いやだ。
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　そんな俺の心など露つゆ知しらず、こまは少しこっちにもたれるようにしながら背せ伸のびをしてくる。そしてゆっくり瞼まぶたを閉じ、唇くちびるをほんの少しだけ前に突つき出した。その唇は桃もも色いろをしており、目を瞑つぶった顔はとても綺き麗れいだった。

「キス、だけだからな」

　こまに言ったのか、それとも自分に言い聞かせたのか。俺はゆっくりと彼女の顔に近づき、自分の唇と彼女のそれを直すぐ近くまで持ってくる。そして意を決するように静かに瞼を閉じて。

　静かに唇を合わせた。

　幼いキスだった。

　だが、それはほんの数秒のことで、次の瞬しゆん間かんには彼女は自分の唇を開け、俺の口の中に舌を突き込んで来ようとする。俺はそれを甘かん受じゆし、彼女のソレと自分の舌を交差させ、絡からませ、相手の舌の表面を刺し激げきする。それに伴ともなって湧わき出してくる彼女の唾だ液えきはどこか甘くてほんの少しの酸味が俺の頭にもやを掛けていく。二人の荒あらい息さえも俺の脳の芯しんを痺しびれさせてくれるようだった。段々理性が溶とけてくる、そう感じた瞬間には自分から彼女の舌のざらざらとした表面を蹂じゆう躙りんし、こまの口内へ舌を伸ばす。そして歯の一本一本を刺激するように歯は茎ぐきを舐なめまわし、口の中の天てん井じようをくすぐっていく。気がつくと、どんどんとこまを押し倒たおすように前のめりになり、彼女に自分の唾つばを流し込むのを何度も繰り返していた。

　……止まらない。止まらなくなる。このまま流されてしまえば良いという気持ちが胸に広がり、心の支配領域を広めていく。俺、亜美のことで質問に来ただけなのに。ただそれだけだったのに、何、してんだろ。本当に亜美が言うように、俺は屑くずなのかもしれない。でも、今はもう何も考えたくない。甘い、この流れに乗っていきたい。亜美のことなんか、今はどうでも良いいんだ。俺にはこまが居る……ふと、亜美という少女の泣き顔が頭に浮うかんだ、気がした。

　それを頭から追い払はらうように彼女の胸に手を伸ばそうとした時、不意に聞きなれた電子音が響ひびいた。

「え？」

　驚おどろいてこまと俺の二人はほぼ同時に身体からだを離はなす。荒い息の中、急激に頭の芯が冷えていくのを感じ、自分が今何をしようとしていたかを認にん識しきして、情けなくなった。

「電話？」

　こまが呟つぶやく。言われて、これが自分の携けい帯たい電話の着信音だと気付き、ジーンズのポケットを探さぐった。

「……彼女に会うなら、電源を切るべきです。無ぶ粋すいです」

　赤く染まった顔を不快感も露あらわにしてこちらを睨にらんでくる。画面を開くと、そこには、美代さんという文字があった。

「女だったらぁ、出ないで下さい」

「え、いや、その」

「……もう」

　言うなり、こまは良いですよぉと呟き、ぷくっと頰ほおを膨ふくらませる。俺は苦く笑しようでお辞じ儀ぎをして、通話ボタンを押した。

「もしもし」

「あ、正樹さん、大変なんです」

「ど、どうした？」

　こまのじと目が俺を射い貫ぬく。その顔は、本当に出たよ、こいつ、と言わんばかりだ。

「そ、それが、それが」

「落ち着け、美代さん」

　こまから目を逸そらし、電話に集中すると彼女が相当慌あわてていると分かった。そして、なぜか胸むな騒さわぎが俺を襲おそう。

「あ、亜美ちゃんが」

「亜美？」

「亜美ちゃんが、婚こん約やくさせられるかもしれません！」

「亜美が、こん、やく？」

　──大事な人を無む惨ざんに奪うばわれる。

　それはどこかで聞いた声だった。それを振ふり払うように首を振り。

「ど、どういうことだよ、それっ」

「実は、ご、極ごく秘ひなんですが、玉城家の神社組は寺組と融ゆう和わを図はかるために何人かの未婚の若い男女同士をお見合いさせようって計画があって、そのリストの中に亜美ちゃんが」

　確かに、亜美は当然未婚だし、俺みたいな許いい婚なずけの類たぐいも居ない。その上、彼女の両親は共に本部の重要なポストに就つくほどの実力のある人たちで地位も高い。言わば、亜美はお嬢じよう様さまだともいえる存在だ。だから、お見合いの話が出るのもおかしい話ではない。でも、その見合い話って、どこかで。寺組との融和、結婚、計画……

「で、でも、これは昔の政略結婚と違ちがって本人の意思で辞退することが出来るんです。実際、私も辞退しましたし……なのに亜美ちゃんの名前はリストから消えてなくて」

「つまり、亜美は望んで見合いを……でも叔母おばさんとかが許すとも思えない、死んでも止めるはずだ。婚約なんて」

「いえ、あの、ただ、お見合いに出ても、絶対婚約させられるわけじゃないんですけど、どうにも気になって。何か聞いてませんか？」

　──政略結婚させた一族を犠ぎ牲せいにしてでも、神社組は寺組を潰つぶしに掛かかるはずだ。

　不意に思い出した言葉。背中から嫌いやな寒気が頭まで上った。

「ごめん、美代さん。切るよ、亜美に電話する」

　俺は言うなり、彼女の返答を待たずにボタンを押し、電話を切る。そして電話帳に登録した亜美の電話番号を呼び出し、通話ボタンを押した。

　そしてコール音が一回、二回、三回……ふと亜美と喧けん嘩かしていた自分を思い出し切ろうかと思ったが、七回目のコールで電話が繫つながった。

「亜美かっ」

　だが、一いつ切さい返答がない。構わずに話しかけることを試ためす。

「おい返事をしてくれ。早く、あの見合いから辞退するんだ」

　しかし亜美は答えない。俺はたまらず怒いかりが募つのり。

「おい、返事しろって言ってるだろうが。一大事なんだよ」

「何が一大事よ……」

　呟くような声が耳に届いた。

「見合いだ、早く辞退することを玉城家に伝えろ」

「あんたには関係ない話でしょ」

「良いから伝えろってんだよ、そうしないと」

「私を取られるとでも言いたいの、馬ば鹿かじゃない。私は、玉城家のためにこうしてるだけ。私はあんたの物じゃないのよ？」

「そうじゃない。そんなこと言ってないだろっ。意地を張らずに聞け」

「人を推すい薦せんしておいて、何様のつもりよ」

　亜美から出た言葉。そこで違い和わ感が残った。

「推薦、推薦って何だ」

「何よ、自分が不利になったら、知らない振り？　大したもんね」

「だから、何だよ、その推薦って」

「人を使って遊ぶだけ遊んで……それで反はん抗こうしてきて要いらなくなったら売り渡わたすなんて、屑くずにも程ほどが」

「質問に答えろっつってんだろうがっ」

　感情の高まりを抑おさえきれず放った怒ど声せい。同時に余った感情を、机を叩たたくことで霧む散さんさせる。それは電話越ごしの亜美にも利きいたようで、ひっという小さい悲鳴を出したかと思うと、急に静かになってしまった。

「質問に答えろ。推薦って、何だよ」

　沈ちん黙もくが続く。だが亜美は観念したのか、電話越しに彼女のため息が聞こえた。

「……本部の人から聞いたの」

「何を」

「まさ……あんたが、私には今恋こい人びとが居ないから、候補者に最適だと推薦してるって」

「はあ？　俺はそんなの」

　──亜美ちゃんに好きな人は居ないかどうかだけは聞いて欲しい、一生のお願いだ。

　寒気が俺の後頭部を襲おそい、顎あごが痙けい攣れんするように小刻みに震ふるえだした。

　──親しい者に騙だまされる。

　また、声が聞こえた。

「ち、違う、それは誤解だ」

「……本当に、そうだったんだ」

　まるで地下から響ひびくような声。俺は騙されていたのか、玉城家に利用されていたのか。そう思ったときにはもう、時、既すでに遅おそく。

「最低だね、あんたってほんとに。少しは、信じてたのに」

　静かな亜美の声が胸に突つき刺ささった。

「あ、亜美、何とかする。俺が何とか玉城家に」

「じゃあ消えて、この世界から。私は、それで満足だから」

　電話は静かに、切れた。

　俺は思わず机に拳こぶしを叩き付ける。その痛みを和やわらげるようにぐっと奥歯を嚙かみ締しめ、自分の情けなさ、悔くやしさに涙なみだが出そうになるのを耐たえた。

　──何もかも無くすことになる。

　再度、誰だれかの声が頭に響いた。







　第七章　イチゴ色の禁区の中







　一週間後、亜美はお見合いに参加した。そして亜美より五歳年上の寺組の一族の男と無事、婚こん約やくを果たし、俺たちの元から離はなれ、寺組の本部へと連れて行かれた。

　それから二年が経たち、神社組は遂ついに寺組を滅ほろぼすことに決定した。俺もそれに参加させられ、俺たち神み子こは完全に相手の本部を包囲し、俺は近くの茂しげみに潜ひそんでいた。

　途と端たん、爆ばく音おん。それは内通者からの合図であり、まるで戦いくさの狼煙のろしのように炎ほのおが上がった。それが作戦の合図。

　一いつ斉せいに銃じゆうが乱射され、出てきた男たちを葬ほうむり去っていく。彼らが倒たおれた瞬しゆん間かん、俺たちは本部へと走りこんだ。

　一番前の神子服の男が逃にげ遅おくれたらしい女性を撃うち殺す。その後ろの男が、銃を構えた相手を撃っていく。俺の横の男も次々と銃を乱射し、階段の上の老いた男を殺した。

　彼らはどんどん先へ進んでいく。だが、俺は周りを見み渡わたし、彼女を捜さがしていた。

　一言で良かった、あの時のことを謝りたいと。そして俺の手で助けてやりたいと。それだけを思って、走り回った。

「どこだ、どこなんだ」

　荒あれる息も気にせず煙けむりの中を走っていく。通路には彼らが殺したのだろう、何人もの死体が転がり、その中にはまだ小学生ほどの男の子のものもあった。

　嫌いやな予感に苛さいなまれながらも進んでいくと、通路の一番奥、牢ろう屋やのように格こう子しがある部屋に人ひと影かげが見えた。

「亜美っ」

　それは幾いく分ぶん身長が伸のびたが、紛まぎれも無く彼女。亜美は床ゆかに両りよう膝ひざをついて、なぜか手をうろうろと空中で動かしている。俺は目の前の火を潜くぐり抜ぬけ、彼女の近くまで寄る事が出来た。

「亜美、亜美」

「だ、誰」

　亜美は怯おびえるように足を引き摺ずってあとずさり、俺から逃げようとする。俺はにこっと笑いかけ。

「大だい丈じよう夫ぶだ、正樹だ。忘れたか？」

「正樹、正樹なの。本当に」

　途端彼女はまた手を空中で足あ搔がくように動かす。不意に何か違和感が走った。そんな俺など気にせず、空中で泳ぐ事を何回かした後、彼女は目の前に居る俺に向かって。

「どこ？」

　と呟つぶやいた。俺は背筋に走った寒気を追い払はらうように彼女の手を摑つかみ、彼女の瞳ひとみを見た。

「あ……分かる、分かるよ。これ、この温かさ、正樹の手」

　そこには、あの頃ころのような光は何もなかった。

「亜美、お前、目……」

「あ、うん。私、寺組の人たちに拷ごう問もんされて、それで」

　不意に彼女の足に目がいく。そこにはあの健康的な可愛かわいらしい足はどこにもなく、足首が逆方向に曲がり紫むらさき色いろに変色した、動かない両足があるだけ。

「あ、亜美」

　彼女は光のない瞳を俺に向けながら、自分の手を俺の手にゆっくり合わせていく。そして彼女の指が俺の指の第一関節を触さわったかと思うと。

「……少しは、大きくなった？」

　彼女の笑えみは、昔と一つも変わらなかった。俺の目に涙が溜たまった時、どこに隠かくれていたのか、目の前に神子服の男が現れる。

「彼女は生かしておけない。寺組の子供を身ごもっている」

　途端、男は手にした銃を彼女に向ける。俺が庇かばおうとした直後、破は裂れつ音が耳に響いた。刹せつ那な、俺の手にあった彼女の手が落ちていく。

「あ、み」

　首の力がなくなったように項うな垂だれ、彼女は横向けに倒れる。どさっという音がいやに耳に響ひびく。

　まだ。

　まだ、謝っていなかったのに。

　まだ、仲直りしてなかったのに。

　いつ、いつ狂くるったんだ。どうしてこんなことになったんだ。平和に暮らしていたのに。夢も希望もあっただろうに。

　幸せになる資格すら、奪うばわれるなんて。

「亜美……」

　彼女に触ふれる。手にぬるりとした感かん触しよくが走る。

　そこにある彼女の目め尻じりには、涙なみだがあった。

「うあぁぁぁぁ」

　咆ほう哮こうを上げ、俺は目を覚ます。そして両手を確かく認にんすると、そこには亜美の血の感触などあるはずがなかった。荒あらい息を整え、手で目を隠すようにする。夢、か。そう思うと同時にため息を吐つき、顔から手をどけると、違い和わ感に気付いた。

「大丈夫？」

　そこには亜美の顔。だけど、周りは見慣れない部屋で、何かスキー場とかで見る丸太小屋に似ていた。俺と亜美の前には囲い炉ろ裏りがあり、そこでは炎ほのおが上がっている。

「ねえ、大丈夫？」

「ん、あ、ああ」

　彼女を見る。そこには素っ気無い黒のスカートと黒いジャンパーを着た亜美が居り、その笑顔がまぶしい。そこには俺への嫌けん悪おなど見えてこない。じっと見ていると彼女は赤くなって身体からだを引き。

「どうしたの、そんな見つめて」

「ご、ごめん」

「変なの」

　くすっと笑って、亜美は俺の横にあった薪まきを囲炉裏にくべる。するとぱちぱちという音が耳に心ここ地ちよかった。でも、何でこんなところに。

「なあ、亜美。俺、どれぐらい寝ねていたんだ？」

「んん、数時間かな。ま、仕方ないよ」

「それで、ここ、どこだ？」

「どこって……一応、今は私たちの家じゃない」

「はい？」

「雪が降るのに、こんな北国なんてって思ったけど、ここなら正樹の言ったとおり、追っ手は来ないから安心だね」

「え、ちょっと、待て。雪ってどういうことだ、追っ手って」

　すると亜美は不思議そうに首を傾かたむけた。

「正樹、どうしたの？」

「い、いや、今は春だろ。お前が見合い話を受けるって言って」

　すると、亜美はちょっと顔を赤らめ、微笑ほほえんだ。

「昔の事思い出したの？　その時に私を見合い会場から奪うように連れ出したんじゃない。それで、玉城家から逃にげ続けて……そっか、春になれば一年経たつんだね」

「連れ、出した。俺が、亜美を？」

「そうよ……しかもプロポーズまでしてくれて。やあん、もう、思い出したじゃない」

　ばんばんと俺の肩かたを叩たたき、一人で恥はずかしがる亜美。だが、俺は呆ぼう然ぜんと彼女を見るしかなかった。そんな俺に気付いたのか亜美は舌をぺろっと出して叩くのをやめた。そして、ゆっくり俺の左横に座り、もたれてきた。

「ねえ、正樹。ほんと、もう一年になるんだね」

　亜美を見ると、その視線は囲炉裏の炎。

「ああ、そうらしい、な」

　亜美の温かい手が俺の手を包む。すると、記き憶おくが戻もどったようで、今まであったことが懐なつかしさと共に蘇よみがえる。

「私たち、いつまでこんな生活なのかな」

「さあ、な」

　彼女は俺の左ひだり腕うでを持つと、ぐっと自分に引き寄せ、腋わきの中に自分の身体を入れる。俺は何気なく、彼女の身体に左手を回した。柔やわらかい感触が心地良い。

「玉城家が諦あきらめてくれるまでかな」

「……それだとわかんない」

「俺も分からない」

　でも、と亜美が声を出す。

「私、幸せだよ？」

「飯もろくに食えない時もあるのにか？」

「でも、そこには正樹も一いつ緒しよに居るもん」

　可愛かわいいことを言ってくれる。思わず彼女をぎゅっと強めに抱だきしめた。そしてその柔らかさを堪たん能のうすると。

「なあ、亜美」

「……したいの？」

　亜美は微笑み、俺に視線を向ける。亜美の顔は少し赤かった。

「じゃあキスから」

「ああ」

　亜美は目を閉じ、くいっと唇くちびるを上げる。俺も同じように目を閉じて、亜美に……

　そこで、俺は目を覚ました。

　周りを見み渡わたす。そこには真っ暗な空間、どこまであるのかどこまでしかないのか分からない空間。床ゆかなのか壁かべなのか天てん井じようなのか、自分がどこに立っているのか分からない空間。そこで、神み子こ服ふくの男は俺の前に立っていた。

「お前が、あんな夢を見せたのか」

　だが男は何も言わない。

「答えろっ」

「……あれは確かに夢だが、私が見せたわけではない。あれはお前が作り出した虚きよ構こうだ」

「どこにそんな証しよう拠こがある、俺にあんなのを見せて、何がしたいんだ」

「言ったはずだ、私はお前の理性に封ふう印いんされていると。夢に介かい入にゆうすることは出来ても、夢を作ることは出来ない。あれはお前の恐きよう怖ふ心しんが作り出しただけのものだ、大事な人を、平和な生活を、奪うばわれるかもしれないという恐怖心が」

「それは、お前が植えつけてきたんだろうが」

「確かに恐怖を植えたのは私かもしれない。だが、その心を育てたのは、現実で玉城家がお前にした仕打ちだ」

　不意に亜美の見合い話が思い出される。だがそれを振ふり払はらうように頭を振って。

「だからどうした。別に亜美の件はまだいくらでも取り返しはつく、あんな結果になるわけじゃない」

「だが、取り返しがつかない場合もある。先ほどの夢のように……大事な人を奪われるのだ。だが、お前は躊躇ためらっている」

「な、何のことだよ」

「本気で彼女を取り返そうと思えば取り返せる。だが、お前は本気ではない、いや本気になれない」

「何言ってやがる、俺は本気で」

「ならば、なぜ震ふるえている」

　ふと身体からだを見る。腕を見る。そこは小刻みに震え、顎あごもかたかたと鳴っていた。

「教えてやろうか、なぜお前が躊躇うのか……もし本気で彼女を取り返せば、自分の気持ちに気付くのが怖こわいのだ。亜美を心の底から愛しているという気持ちに」

「な、何でたらめを」

「もし気付けば、彼女への感情を抑おさえられるかどうか自信がないのだ。そして自分の婚こん約やく者しやを裏切るのではないかと怯おびえている」

「そんなわけあるか、俺がどうして」

「ならば、なぜわざと彼女が嫌いやがりそうなことをして、怒おこらせるのだ？」

　震えが大きくなっていく。足が立っていられないほどにぐらつき、膝ひざを支えるように両手を置いた。そして荒あらい息が止まらなくなってくる。

「お、俺はたまたま、あいつを怒らせて」

「そう、あれは意識的にやっているのではない。だが、無意識にお前は彼女を怒らせようとする、彼女が自分を嫌きらってくれるようにだ」

「何で亜美に嫌われるようになんて」

「もし好意を寄せられ、迫せまられれば」

　頭から汗あせが噴ふき出す。それはゆっくり髪かみの毛を撫なで、頰ほおを滑すべっていく。

「その時お前は彼女を奪ってしまう。自分の感情の赴おもむくままに。それは亜美を傷つけ、こまを傷つけ、自分を傷つける。そうならないためにお前は彼女に嫌がらせをし、壁を作ろうとしている。それなのに、亜美と離はなれたくないから、いつも直すぐに謝って彼女の機き嫌げんを浮うき沈しずみさせる。恋こい人びとでもなく友達でもない、そんな位置に彼女を置いておきたいんだ、大切だ大切だと言いながら、彼女をいつも微笑ほほえんでくれる人形のように置いておきたいんだ」

「ち、違ちがう。俺は亜美なんか好きになってない。俺は本当にあいつが大切で、あいつが不機嫌だと叔母おばさんやらに叱しかられる、だから」

「そうやって自分の中で正当化しているんだ」

「違う。俺は亜美なんか何とも思ってない。俺が、俺が、一番愛してるのはこまなんだよっ」

「そう、思いたいだけだろう？」

　すうっと風が吹ふいた。俺はその冷たさに身体が震えてくる。それだけじゃない、身体が自由に動かず力も出ない。

「彼女が愛いとおしくてたまらないんだ。遊びに来る亜美をいつも見つめていただろう」

「違う……」

「家で彼女の裸はだかの身体を見たときの、あの胸の高鳴りを憶おぼえているだろう」

「違う、そんなんじゃない、違うっ」

「彼女に罵ば倒とうされた時、本当は意地を張っているだけだと思いたかったのだろう。そうであれば、彼女は一時的に自分を嫌っているだけだと思えるから。だがもし本当に嫌われていたら……それが怖いから、お前はあの女を求めたんだ。亜美の代わりに」

「違うっ。俺はただ、あの子に幸せになってほしくて、ただ、それだけでっ」

　ふと自分の頰が濡ぬれているのが分かった。認にん識しきすると、とめどなくはらはらと目から流れ落ちていく。その涙なみだの先には今まで見てきた彼女の顔があり、俺はそれを消すように涙を落とす。その涙には、俺の悔くやしさがあった。

　最初は変な子というイメージしかなかった。妙みようによそよそしいし、言葉が洗練されていたし、何より雰ふん囲い気きが普ふ通つうの子供と思えず気味が悪くもあった。でも、可愛かわいい顔立ちではあった。自分の従妹いとこ、可愛らしい親しん戚せき、ただそれだけだったのだ。

　でも、高校時代によく亜美を預かるようになって印象が変わってきた。俺はその頃ころ、玉城家のイサマト退治の神み子こを解任され、一種の人間不信に陥おちいっていた。そんな俺の心に彼女はすっと入り込んだのだ。そして、八歳も俺より下であるのに、初めて会った時よりも幼い印象を与あたえるようになった彼女は俺の心を慰なぐさめてくれた、それが故意だとしても、偶ぐう然ぜんだとしても。

　その時、俺は彼女と一いつ緒しよに居たいと思うようになった。俺にはこまが昔から居て他ほかの娘こをどうこう思ったことはなかったから、それが恋とかそういう感情だというのに気付く事がなかったんだ。だけど、そうだと分かった時、俺は怖かった。自分が病気になったのではないかと思っていた。彼女は従妹なのだ、親戚なのだ、そして自分より八つも年下の女の子だ。そんな子供を好きになるなんて、俺には堪たえられない。だから、俺は高校二年の春、亜美が行きたがっていた遊園地を最後に、一いつ切さい、亜美と会うのをやめようと思った、思っていた。

　そして、その時にイサマトに襲おそわれた俺は封ふう印いんが解放され、暴走しかけ、彼女はそれを救ってくれた。

　彼女と別れるべきだった。だが、俺は自分の力が制せい御ぎよできると気付き、嬉うれしくて亜美を手放せなかった。でも、俺は彼女をこれ以上好きになるわけにはいかない。

　だから、俺は彼女を守るのだと心に決めた。あいつへの気持ちを抑えるために。誰だれにも俺の気持ちを気付かれないために。
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「だから、自分は亜美を女として愛するわけにはいかない、か。彼女が幸せになることを願うことで打ち消そうとしているのか、自分と亜美が結ばれても幸せになどなれない、傷つけるだけと思っているから」

「やめろ……やめてくれ」

「なぜ泣く必要がある。あの子を愛する事に負い目を感じるのか」

「あ、当たり前だ。あいつは子供で、俺を慕したってくれて、守ってくれて……なのに俺は」

「命を救ってくれた純真な彼女に劣れつ情じようを向けたくない、か」

　毛が逆立ってくるような寒気。それは俺の半身を持っていくかのような鋭するどさがあった。

「亜美には、借りがある。返せるかどうか分からない、借りがある。だから俺はあいつが幸せになることだけを思ったんだ」

「なぜ、その借りは出来た？」

「なぜって、あいつが、俺の力を抑おさえてくれたから。いつも自分の力に怯おびえていた俺を救ってくれたから、そして結果的に恋を教えてくれたから」

「なぜ力を抑えなければならなかった」

「……持ってはいけない力があった、俺には」

「誰から、その力を与えられた」

「誰、から？」

　ふと自分の手に視線を落とす。この力は、どこから……刹せつ那な、頭に籠かご目めの紋もん章しようが浮うかんだ。

「そう、玉城家だ。玉城という血が、お前に力を与えている。お前がここまで苦しんでいるのは、玉城のせいではないのか」

「な、何でそんな」

「なぜお前はこの歳としまで恋が出来なかった、こまという玉城家が決めた婚こん約やく者しやが居たからだろう。なぜ亜美と別れられなかった、玉城家に役立ちたいという思いが勝まさったからだろう。なぜ亜美を好きになった、お前の心が玉城家に痛めつけられたからだろう」

　思い浮かぶのは俺の過去。そこには確かにいつも玉城家があり、人生が左右されている。そしてそれを取り払はらったら、俺には何も残っていない。

「お前は玉城家に生かされているようなものだ、物のように。お前がここまで苦しんでいるのは全て、玉城家だ……そして、今また、玉城家に彼女の幸せが奪うばわれようとしている。お前が自分の気持ちを抑え込んで守ってきた、大切なものを」

「亜美の……幸せが。だけど、まさか、そんな玉城家がそこまで」

「お前も薄うす々うす気付いているはずだ、玉城家の底の闇やみを。ここまで生き延びてきた一族の闇を……だから、お前は玉城家に対するテロリストが居ないか疑ったのではないのか？」

　確かに疑ぎ惑わくは多かった。姫乃の事件も、心惑まどいの玉の事件も、腑ふに落ちない疑惑があった。それを俺は、心のどこかで玉城家に何かがあると思って。

「正樹よ、玉城家は打だ倒とうすべきなのだ。お前が関かかわった事件を起こした犯人のように」

「で、でも、そんなのは無理だ。こんな大きい勢力。反乱を起こしても」

　事実、寺組のテロ行こう為いは失敗している。

「それにいくら玉城家が横暴であるからといって、俺が生きられたのは玉城家のおかげなんだ、打倒なんてしたくない」

「それはお前がそう教育されたからだ。お前にも、誰にも玉城家など必要ないんだ。これはお前だけじゃない、亜美を救うことにもなるんだぞ」

「亜美を、救う？」

「考えてみろ、普ふ通つうの生活をしている、あの年とし頃ごろの少女を。遊んで勉強してお洒落しやれでもして、楽しく生きるはずなんだ。だが、彼女は玉城家のせいで人生を決められそうになっている。ただ、玉城家に生まれたというだけで」

　ふと亜美の笑え顔がおが思い浮かぶ。それが真っ黒な玉城家の紋章である籠目に塗ぬりつぶされ、黒く消えていく。

「……確かにそうかもしれない。普通の家に生まれれば、イサマトにも遭あわず、血を見ることもなく、傷つけられる事もなく生活できた。だけど、どうやって玉城家なんて打倒するんだよ」

「世界を創つくり直す、玉城家のない世界を創るんだ」

「玉城家のない、世界？」

　目の前の男は瞼まぶたを閉じる。そしてゆっくりと口を開いた。

「私や皐月が居た時代、世界中で戦いが起こっていた。だが、それでも私たちはいずれ平和の世が来ると信じてその日を生きてきた。それが、どうだ。人間は戦うことを止やめるどころか、多くの新しい武器を作り出し、どんどん戦火を拡大し、多くの人が死に、悲しんだ。それでもいまだ、世界で戦いは終わっていない」

　男はゆっくりと目を開け、こちらを見つめた。どこからか風が吹ふき、俺の前まえ髪がみを揺ゆらした。

「だからこそ、玉城家のような宗教に人々は逃にげる。救いを求める。だが、世界が直れば、宗教など必要の無い、玉城家などない世界が出来る。そこにあるのは、誰だれもが望む平和なのだ。玉城家のない世界こそ、平和の世なのだ」

　風が強くなってくる。それを遮さえぎるように腕うでで顔を守って通り抜ぬけるのを待つ。風が止んだとき、目の前に居た正康は消えていた。

　──玉城家がなくなれば、誰も正樹の邪じや魔まをしない。亜美も、どこにも行かなくて済む。お前はもうイサマトなどすすがなくても良いいし、亜美を傷つけずに普通の生活が出来る。全すべての元げん凶きようは、玉城家なのだ。

　玉城家が、元凶。そう、そうだ、玉城家さえなければ俺は普通の生活をしていて、亜美もこまも、皆みな楽しく生きていたんだ。イサマトなんていう恐おそろしいものと戦わずに済んだし、死ぬ思いも、彼女が傷つく悲しみも、失う恐きよう怖ふもない。そして、恋こいだって……

「全ては世界のため、そして愛する人のため」

　──そう、だから、お前に貸して欲しいのだ。

「何を？」

　──その、身体からだをっ。

　ふと空を見上げる。すると、黒い空間の遠くから何かが来る……そう思ったとき。

「がっ？」

　槍やりのような青い棒が胸を突つき刺さしていた。そのことを認にん識しきすると同時にそこから血が噴ふん出しゆつしてきて。

　自分から出る鮮あざやかな赤い噴ふん水すい。それが放つ生なま臭ぐさい異い臭しゆうに包まれながら俺は意識が途と絶だえた。







　気付いたとき、俺は見慣れた社務所の天てん井じようを見上げていた。またソファーで眠ねむってしまったか、そう思って起き上がり、時計を見る。夕方の四時半を示していた。

　ソファーに座りなおし、心を落ち着かせるようにため息を吐つく。そして、あの男……正康から送られてきた知識を頭の中で整理した。同時に男の声が頭に響ひびき、利用できるものは全て利用しろと聞こえてくる。

　そうだ、玉城家を打倒するために、平和な世界を創るために、そのためにはどんな犠ぎ牲せいも構っていられない。

　そして、まず手に入れなければならないものが頭に浮うかんだとき、不意に目の前の空間が歪ゆがんだ。そして、そこから亜美そっくりな顔でありながら、毛先がちょびっとはねた茶色い髪の……犬神が現れた。

「正樹、来たよ」

　そう彼女が呟つぶやくと、この頃ごろ数日の行動が思い出される。そしてこの時間はいつも、この犬神と、亜美との仲直りを練習している時間だと思い出した。短く癖くせ毛げになっている茶色い髪を持ち、オリジナルには申し訳ないスタイルを白いワンピースで隠かくしている彼女は俺に笑いかける。この子は……使えるかもしれない。

「どうしたの？」

「え？」

「何か、いつもの正樹と雰ふん囲い気き違ちがうから」

「そうか？」

「うん……すんすん、でも、匂においは一いつ緒しよだし」

　俺の神み子こ服ふくの千ち早はやに鼻を近づける。俺は笑って、やめろと彼女の前に手をやると、犬神はにこっと無む邪じや気きに微笑ほほえんで。

「良いじゃない、正樹、良い匂いするから」

「だからって……あ、そ、そうだ、犬神っ」

　呼びかけると、彼女は嗅かぐ行こう為いをやめ、俺へ視線を注いだ。

「実は……亜美が誰かに拉ら致ちされたんだ」

「拉致？」

「捕つかまったんだよ」

　すると彼女が俺に寄りかかるように飛びつき、その目を大きく開く。

「ど、どういうこと、亜美が捕まったって」

「誘ゆう拐かいされたんだ……それで助けに行こうと思ってたんだが、相手は大勢らしい。犬神にも手伝って欲しいんだが、良いか？」

「そんなの、当たり前じゃない。亜美を助けなきゃ」

　彼女の真しん剣けんな眼まな差ざしは、俺の心に針を刺してくるようだった。その純じゆん粋すいな輝かがやきから逃げるように、タクシーを呼ぶから外で待っててくれと伝えて犬神を外に出す。そして社務所にあったビニール紐ひもとカッターナイフを神子服の胸むな元もとに外から分からないように入れ、タクシー会社の番号をプッシュし、この奈な倉ぐら神社の場所を伝えた。

　そしてタクシーに二人で乗り込んだ後、運転手に立たち花ばな神社へ行くように頼たのむ。犬神は不安そうに膝ひざの上で拳こぶしを固めており、これが噓うそであるとは言えない俺は彼女を見ないように外を眺ながめる。

　ビルは夕焼けに染まり、その窓の反射が俺を非難しているかのよう。でも、俺はやり遂とげねばならない。俺のためにも、彼女のためにも、世界のためにも。

　立花神社に着き、少し空の色が紺こん色いろに近づいてきたかと見上げながら赤い鳥居をくぐっていく。そして、参道を歩いていくと、左側に小さな橋があり、その奥に社務所と拝はい殿でんが見えた。そして社務所の前に神子服の男が一人立っているのが見え、相手に気付かれないうちに犬神と共に近くの木の陰かげに隠れた。

「犬神、あの男が見えるよな」

「うん、でも、正樹と同じ服」

「あいつが見張りなんだ、あの服は偽にせ物ものなんだよ。お前の力であいつを遠くの山に飛ばしてくれないか？」

「敵なのに、やっつけなくて良いいの？」

　お嬢じようさんが拳を固めてそんなこと言っちゃいけません。

「駄だ目めだ、物音を立てれば中の亜美がどうなるか分からない。飛ばすだけにしろ、それと怪我けがさせるな」

「……うん、分かった」

　犬神はゆっくりと目を閉じる。すると目の前の男の周りに透とう明めいな膜まくが出来たかと思うと、シャボン玉よりも恐おそろしい速さで向こうの山へと飛んでいった。

「ありがと、じゃあ俺が乗り込むから、犬神はここで待機してくれ」

「え、何で一緒に行かないの？」

「もしもの時にはお前に味方を呼んで欲しいんだ。それと、無事逃にげ出せたときにもお前が居れば、相手を混乱させることが出来る」

「あ、そうか。同じ顔だから」

「そうだ。だからここで待っていてくれ」

　犬神は嬉うれしそうに頷うなずく。もし以前のように尻尾しつぽを隠すのが下手なままなら、そこには思いっきり振ふっている白い尻尾があっただろう。

　俺は物陰から出て、ゆっくりと社務所へと向かう。この時間なら、彼女はもう高校から帰ってきて、社務に就ついているはずだ。そう思いながら表おもて玄げん関かんのチャイムを鳴らすと、どたどたという音が聞こえ、しばらくしてからドアが開いた。

「あ、正樹、さん」

　出てくるのに慌あわてたのか、美代さんの髪ははねており、顔はどこか赤い。俺は犬神に気付かれないようにさっと社務所へ入る。そして、彼女の顔を見て。

「寝ねてた？」

「ね、寝てませんっ」

　いや、よだれが口元に見えるんだけど。俺がそう思いながら見ると、彼女は気付いたのか、神み子こ服ふくの袴はかまについたポケットから小さな鏡を取り出し、その顔が真っ赤に染まった。

「ね、寝てません、サボってません、よだれなんか出てませんっ」

「いや、俺は別に気にしないんだけど。あ、そういえば外の神子、眠ねむりこけてたな」

「だから、彼に示しがつくように、私は眠ってないんです、断じて、そう断じてっ」

「そういうことにしておこうか」

　そう言って笑ってやると、美代さんはもっと赤くなり、渋しぶ々しぶ俺を中へ招き入れる。そして社務所のソファーを勧すすめられ、そこに座ると対面に美代さんが座った。

「で、どうしたんですか、こんな時間に。といいますか、来るの久しぶりじゃないですか？」

「ああ、そうだな。まあ、火急の用件があって」

　美代さんは首を傾かしげた。彼女が腕うでを組むと、その柔やわらかそうな胸が押し上げられる。

「何か変な感じですね、何かあったんですか？」

「ああ……」

　また胸が痛む。犬神と同じように、この子も騙だまさなければならない、しかも犬神よりもっと酷ひどい方法で、こんな人を疑う事を知らないような娘むすめを。

「その、だな。いつも、美代さんは俺に三角関係があるとか言ってただろ」

「え、ええ」

「それが……現実になった」

　瞬しゆん間かん、彼女の表情が固まる。だが、化学反応のように一瞬で頰ほおを赤くすると口元を手で覆おおって。

「きゃあああ」

「そこ、嬉しそうに悲鳴出さない」

「だってだって、三角関係ですよ、三角。修しゆ羅ら場ばなんですよっ？」

「あのね、美代さん、当事者の俺にとっては一大事だっての」

「あ、す、すみません」

　常識はあるのだろう、美代さんはしゅんと小さくなり、先ほど騒さわいだ事を反省するように肩かたを小さく畳たたんだ。

「それで、こまさんと亜美ちゃん、どっちを取ったんですか？　いや、それとも今も悩なやんで？」

　しかし興味は薄うすれないようで、瞳ひとみは輝かがやいたままだ。

「いや、その、亜美じゃないんだ。こまと、もう一人別の女性で、俺はそのもう一人の女性を選んだんだ」

　美代さんが首を傾かしげる。おそらく、もう一人の女性って誰だれだろうと思っているのだろう。

　……ここで止やめれば、まだ引き返せるかもしれない。だが、俺の中の正康はただ俺を見ていて、無言の重圧を掛かけてくる。ふと亜美の顔が浮うかび、その顔は笑え顔がおだった。

　この笑顔を守るためだ。守るためなんだ。これが成功すれば、全すべてが良くなるんだ。

　俺は最後に握にぎっていた迷いを捨て、一歩を踏ふみだした。

「君なんだ」

「え？」

　美代さんは眉まゆ毛げを顰ひそめ、ますます意味が分からないと言いたげの顔になる。

「君なんだよ、美代さん。俺が本当に好きなのは、君なんだ」

　言った。それは美代さんにもしっかり聞こえているだろうが、理解力が追いついていないらしい。呆ぼう然ぜんと口を少し開けてこちらを見つめている。だが、次の瞬間、爆ばく発はつするのではないかというほど顔を真っ赤にして。

「な、なななな、何言ってるんですか、ちょっと、え、何っ？」

「だから、美代さんが好きなんだ」

「ま、待って、待ってくださいよ。馬ば鹿か言わないで下さい」

「本当なんだ、君が好きなんだ、愛しているんだ」

「か、からかってるんですね、私を。そうですよね、からかってるんですよね、冗じよう談だんですよね、あはは、正樹さん、悪い人です」

　真っ赤でまくしたて、しゅたっとわざわざ擬ぎ音おんを口で言って立ち上がる。そしてお茶でも飲みますか、飲みますよねと言うなり、ポットのある場所へと歩いて行ってしまう。

「冗談じゃないよ、美代さん」

　俺もゆっくり立ち上がり、彼女の後ろへ。前を覗のぞき込むと、かちゃかちゃと無む駄だな動きで急きゆう須すを鳴らしている。

「もう、しつこいですよ。面おも白しろくないんですから、さっさとやめてください」

　ここで、冗談だ、と言えばまた生活が戻もどったかもしれない。だが、そこには平和などないのだ。

「何度言えば良いいんだ……美代さんも、子供じゃないんだから分かるだろ？」

　彼女の真後ろから声を掛ける。美代さんはびくっと肩を揺ゆすって、急須をぎゅっと両手で握った。

「わ、私は、正樹さんのことは師し匠しようとして慕したってますけど、それ以上何も思ってないんですから、悪いですけどっ」

「じゃあ、これからもそれ以上にはならない？」

「え？」

　彼女は振ふり向く。その顔は真っ赤で驚おどろいたように目が大きく開いている。俺は彼女の瞳に自分が映るほど見つめて。

「今は尊敬でも良いよ、でも俺は君のことが好きなんだ、それだけを知っていてくれ」

「そ、そんなの言われても、あっ？」

　彼女を後ろから抱だきしめる。暴れたりはしてこない。ただどうすれば良いか分からないというように身体からだを揺するだけ。彼女の手だけが自由で、いまだ急須を触さわっていたが、俺は右手で彼女の両手首を合わせて、纏まとめるようにして握った。

「美代さん、目、瞑つぶって？」

　美代さんの顔が耳まで真っ赤に。彼女は流されるように瞳を閉じると、身体から力を抜ぬく。俺はそれを見つめながら、左手で自分の胸むな元もとからある物を取り出し。

「ごめん」

　一言呟つぶやいた。え、と美代さんが目を開けるが、俺はその間に取り出したビニール紐ひもを彼女の両手首に何重にも巻きつけていき、彼女が正気を取り戻す前にしっかりと結んでしまい、持っていたカッターで余りを切る。

「な、何、ひやっ？」

　俺は彼女をお姫様抱っこで持ち上げ、ソファーに寝ねかせる。そして彼女の足を纏め、そこにもビニール紐を巻きつけ、結んだ。

「はあ、はあ、はあ」

　カッターの刃はを元に戻し、一仕事終えた俺は荒あらい息を整えるように深呼吸を終え、美代さんを見る。そこにはいまだに何が起こっているのか分からない顔の女性が居た。

「な、何、何してるんですか、正樹さん。これ、何で」

「悪い、美代さん。でも、こうするしかなかったんだ。君を傷つけないためには。そうそう、大声を出しても無駄だよ、見張りの神み子こはどこかにやってしまったから」

　彼女の眉まゆが歪ゆがみ、驚きの表情に固まる。

「美代さん、宝物庫の地下への鍵かぎ……どこにあるか教えてくれ」

「え、地下……」

　そこには、心惑まどいの玉が封ふう印いんされている。

「な、何をする気ですか、正樹さんでもそれは許しませんっ」

　突とつ然ぜん、力強い声に変わる。それは使命感に溢あふれた声、だがそれは、あの、玉城家から託たくされた使命。

「君に危害は加えない。良いから、鍵を渡わたしてくれ」

「駄目です、渡しません、あれは、あの神具がどれほどのものか正樹さんも知っているでしょう？」

「ああ。そして有用性も」

「有用……性？」

　彼女は困こん惑わくにその瞳ひとみを染める。

「あの神具が必要なんだ、平和な世界、玉城家のない世界を創つくるには」

「何を、何を言ってるんですか、玉城家のない世界って」

「全すべては玉城家のせいなんだ、俺たちは玉城家さえなければ、普ふ通つうでいられた、普通の生活が出来たんだ……美代さん、頼たのむ。鍵の場所を教えてくれ」

　美代さんの困惑の瞳が俺を捉とらえる。だが、直すぐにその瞳は先ほどの強い光を取り戻し、ゆっくりと首を横に振った。

「……私には正樹さんが何を言っているか、何をしたいか、全然分かりません。でも、如何いかなる理由でも心惑いの玉は渡さない、それが私の答えです」

　俺はゆっくりとため息を吐ついた。

「そ。分かってもらえないなら仕方ない……か。出来れば、何もしたくなかったけど」

　目を細め、彼女に近づく。そして、上から彼女を見下ろす。そこにはあの爺じいさんの孫まご娘むすめとは思えない見み目め麗うるわしい顔立ちがあり、その瞳は断固たる意志に燃えているように見える。

「美代さんは自分の立場が分かってない」

「たち、ば？」

「そう、何のために縛しばったと思ってるんだ？」

「え、あっ」

　彼女にのしかかり、美代さんの細い腕うでを下した敷じきにするようにして馬乗りになる。そして手に持っていたカッターナイフの刃をゆっくり、まるで彼女に見えるようにして出していく。

「な、何を、何をっ？」

　俺は無言で彼女の喉のど元もとにカッターを近づけ、刃のない方を静かに喉へあてる。途と端たん、ひっという短い悲鳴が聞こえた。

「悪いけれど、俺は手段を選んでいる時間はないんだ。今このときにも、この世界で悲しむ人たちが居るんだから」

　そして、その悲しむ人々の中に、いつ亜美が入っても不思議ではない。そうならないために、俺に迷っている暇ひまはない。

「早く、鍵の場所を言うんだ」

　ゆっくりカッターを彼女の白い喉に押し付ける。刃はついていないから切れないとしても、彼女からはそれを確かく認にんできない。証しよう拠こに美代さんの下あごが少し小刻みに震ふるえ、いつこの白い喉を切り裂さかれるか恐きよう怖ふを感じているようだ。

「美代さん、君が玉城家のために傷つくことは無いんだよ。俺は出来るだけ、君を傷つけたくない」

　なだめるように出来るだけ優やさしい声を出す。だが、彼女はぎゅっと目を閉じたかと思うと、震える唇くちびるを動かした。

「い、言いません。絶対、言いません」

　この金属の冷たさにも屈くつせず彼女は呟つぶやく。仕方ない、俺はそう思って、カッターを彼女の顔に移し、刃がないほうをゆっくり頰ほおに触ふれさせた。

「……じゃあ言うまで、君を傷つけていくしかないね。まずは顔、次に胸、ああ、爪つめを剝はがすというのもあるんだよ」

　出来るだけ感情を込めずに、そして無表情で呟く。だが、美代さんはこちらを見つめながら。

「お願いです、正樹さん。正気に戻もどってください、正樹さんはそんな人じゃないはずです。今なら、今ならまだ元に戻れます」

　今ならまだ……その言葉は今までの日常を思い起こさせる。確かに、今ならまだ笑い合える生活に戻れるのかもしれない。

　でも、その幸せは一生続かない。いずれ俺たちは笑い合えなくなってしまう、だから今のうちに。

「そんな人じゃないか……じゃあ聞くけど美代さん。俺はどんな人間なんだ？」

「え？」

「こんなことしない人間だって、そう、思いたいのか」

　彼女の千ち早はやの胸むな元もとを素す早ばやく左手で引き、はだけさせる。そして、その白い布にカッターナイフをあて、ゆっくり下に引き裂いていく。布を裂く音が耳に纏まとわりつく。

「あ、あぁ」

　俺の行こう為いを彼女はただ見つめる。そして、彼女の白い乳ち房ぶさと白いブラジャーが見えた辺りでカッターを引いた。

「言っておくが、俺は本気なんだ」

　顎あごを震わせている彼女に呟く。そして、もうこれ以上は強ごう情じようにならないでくれと願う。それなのに。

「ま、さきさんは、そんな、人、じゃありません。お願い、です、目を、覚まして」

　途端、彼女の右の瞳ひとみから大おお粒つぶの涙なみだが溢あふれた。その瞳はなおも俺を射い貫ぬいている。どうして、どうして君は……

「何が、分かる」

「な、に？」

「俺の、何が分かるっ」

　カッターを投げ捨て、彼女の白い喉に両手を回す。そしてぐっと力を込めていく。

「俺は、俺は君の思ってるような人間じゃない。何を期待してるんだ、俺に何をっ」

「ちが……うぐ、まさ、さんは、そんな、じゃ、もっと、やさ、しい、ぐ、んん」

　彼女はぎゅっと目を閉じて苦しさに耐たえる。その整った眉まゆ毛げが歪いびつになり、苦く悶もんの表情が俺の胸を責め立てる。

　彼女が苦しみで暴れだすと、先ほど切り裂いた箇か所しよが捲まくれ上がり、白い肌はだが現れる。そこに何か不似合いな色のものが見えた。それは、ブラジャーの肩かた紐ひもとかではない、茶色い紐のようなもの。

「がっ、けほ、げほ、げほ」

　俺が指を緩ゆるめると、彼女は咳せき込むようにして息を吸いだす。俺はそんな彼女の胸元に手を近づけ、茶色い紐をゆっくり引っ張る。すると、彼女の胸の谷間から銀色の、おそらくコピー不可能の奇き妙みような形をした鍵かぎが現れた。それは紛まぎれも無く、あの心惑まどいの玉事件で見た地下の宝物庫の鍵。肌はだ身み離はなさず持っていたのか。

「あ、それ、は」

　近くに落ちていた先ほどのカッターを手に取り、それで紐を切る。そして鍵だけを引き抜いた。

「だ、駄だ目め、駄目です、正樹さん」

　俺は聞く耳を持たず、ゆっくりと彼女から身体をどける。だが、彼女は縛しばられた両りよう腕うでを伸のばし、俺のジーンズのベルトを通すところを摑つかんだ。

「……離してくれ、美代さん」

　俺は振ふり向き、彼女の細い腕を外そうとする。しかし、彼女は予想以上の力で摑んでいて離れようとしない。

「駄目、駄目です」

「離してくれ」

「嫌いやです、嫌です。そんなこと、したら」

　突とつ然ぜん、彼女の瞳が光った。それが涙だと分かったのは、彼女の頰が濡ぬれた後だった。

「そんなこと、したら、玉城家に捕つかまったら、もう、正樹さんに、会えない」

　その言葉がきっかけになったのか、みるみるうちに彼女は涙をぼろぼろと零こぼし、泣きじゃくるように嫌だ嫌だと呟く。頰を真っ赤に染めて泣く顔はどこか亜美を思い出させて、胸がかき混ぜられるように痛い。彼女の俺を心配してくれる気持ちが、嬉うれしかった。

「ごめん、美代さん」

　いつの間にか、おそらく無意識に指を離していた彼女は涙に輝かがやく視線を俺へと向ける。

「君にこんなことしたくはなかったんだ、だけど、俺にはしなきゃいけないことがあるから」

「正樹、ひくっ、さん？」

「ビニール紐、緩く縛っておいたから、痕あとは残らないと思う。それと神み子こ服ふく、切ってごめん」

「どこ、どこに行くんですか、正樹さん」

　俺が裏口から出ようとすると、美代さんが声を掛かけてくる。俺は振り返って。

「ちょっと、本部に用があるんだ」

　出来るだけ笑え顔がおで言ってあげた。

　裏口から出て、犬神に見つからないように宝物庫へと向かう。そして、その中の奥にある、地面についた扉とびらを見た。そこには特とく殊しゆな形ではあるが、音声認にん証しようも指し紋もん認証も何もない、単なる鍵穴がついているだけ。まあ、ここに心惑いの玉があることは極ごく秘ひだから、この程度でも大だい丈じよう夫ぶなんだろうけど、もっとセキュリティをしっかりするべきだったな。まあ、俺としては好都合だが。

　鍵を開けると、そこには金属性の梯はし子ごが掛かっていて、直すぐそこに地下の照明の電源がある。俺はそれをゆっくりと降りて、地下へ。周りを見ると、直ぐそこに小さな社やしろがある。だが、ここで手を出してはいけない。この社は玉城の力で守られており、普ふ通つうの人には何もないように見え、俺たち玉城には強力な電流が流れるような痛みを与あたえてくるはず。確か、解除は。そう思って玉城の力を集中させ、目を閉じた。

「我、心惑わずとは言わねども、彼かの力を必要とする。さすれば、門を開く」

　目を開ける。途と端たん、社の観音扉が開き、そこには座ざ布ぶ団とんのようなものに載のっている、玉城家の紋もん章しようが入った空色の玉。俺は一つため息を吐つくと、ゆっくりとそれを手に持ち、こちらに引き寄せた。

　それはまさしく心惑いの玉で、あふれ出る力が存在を強調してくる。それを懐ふところにしまうと、梯子を上り、宝物庫を出た。

「ま、正樹？」

　途端声が届き、振り向く。そこには犬神が走ってきていた。

「正樹、大変。正樹が遅おそいなって思って家を見たら、美代が縛られてたの」

　……こいつ、待ってろって言ったのに。

「それで、誰に縛られたのか聞いたけど答えなくて。亜美も居ないし、正樹も居ないから何があったんだろうって」

「それで、美代さんは？」

「うん、紐を解ほどいたんだけど、美代は何も言わずにいて……やっぱり亜美を捕まえた人たちが」

　美代さん、俺が犯人だと言わなかったのか。何で、という気持ちがあったが、俺は一度だけため息を吐き。

「正樹、一いつ緒しよに美代のところに行って話を聞いてみようよ、そうすれば」

「その必要はない」

「え、何で……」

　頭の中で真っ白に光る何かを摑むイメージをする。そして、そのまま胸むな元もとから空色の玉を出した。

「君は、俺と一緒に本部へ行くんだから」

「え」

　俺に目を向ける。だがその目は一いつ瞬しゆんで光を失い、とろんと眠ねむそうにした。

　そして、またイメージする。まるで一ひと滴しずくの水すい滴てきが大海に波は紋もんを作っていくように、綿の布にソースを染しみ込ませるように広げるイメージ。それが完かん了りようした時、何か違い和わ感を覚えた。

「……音が」

　消えている。遠くから微かすかに聞こえていた人の生活の音も風に乗ってくる言葉も、全すべてなくなり、ただ自然の風が起こす音だけが耳に痛く聞こえる。それはまさに、去年の秋に見た、心惑まどいの玉の効果。

「どこまで広がったのか分からないけど」

　再度玉を手にして、念じる。すると、一番近くに居たタクシーがこちらに向かってくるイメージがあった。途端、きいっというブレーキ音が響ひびき、参道にタクシーが見えた。

　一度、空を見上げる。もうそこには何十何百もの星が瞬またたいている。

「さあ、お嬢じようさん。夜の散歩とでも洒落しやれこむか」

　犬神は輝きがない瞳ひとみのまま、少しだけ頷うなずいた。

　本部に向かう車の中、窓の外ではただただ異様な光景が見えていた。

　街行く人はただその場で立ち尽つくし、もしくは人形のように座り込み呆ぼう然ぜんとしている。道路の車は全て脇わきに駐ちゆう車しやし、信号は俺が乗るタクシーが通る方向だけ青になり、何も邪じや魔まするものは無い。また、街灯や店の明かりも俺たちが通ったときだけ電気が点ついて、過ぎるとぱたっと消えてしまう。

　俺は車内で心惑いの玉を手の中で遊ばせながら、隣となりの亜美……にそっくりな犬神を見る。彼女はよどんだ目でこちらを見て、にこっと微笑ほほえんだ。

　これほどの効果があるとは、本当に心が惑わされるというのは噓うそじゃないらしい。これさえあれば、世界などどうにでも出来るように思えてしまう。

　──それは違ちがう。

　聞こえてくる正康の声。俺がどういう意味だと問いかけると。

　──この神具は、元々、完全なる平和をやめた玉城家があるものを自由に操あやつるために作ったものだ。こうして人々を操れるのは元来の使い方をただ応用してるだけだ。

「完全なる平和をやめた？　完全なる平和というのは、玉城家の理想、思想の類たぐいだろ」

　──そう……一いつ介かいの神子にはそう教えられているはずだ。非難を防ぐために。

「非難って、どういうことだ？」

　──完全なる平和とは、その名の通り、完全なる平和を導くための儀ぎ式しきの名前なのだ。

「平和を導くって……言ってる意味が分からねえ」

　──最初から話そうか。玉城、私たちの祖は、元々、普通の人でしかなかった。だが、彼らはとある集落に住んでいて、その集落の人々が天災や病に襲おそわれたとき、神への生いけ贄にえとして捧ささげられる役目を担になっていた。だから、神しん霊れいの代わり、霊代と呼ばれていた。これが私たちの始まりだ。

　正康は一度言葉を切り、息を吸う。

　──だが、何度も親族が目の前で殺されていったのが由ゆ縁えんしたのか、不思議な力を持つ少女が現れた。これは正樹も名前を知っているだろう、イムという少女だ。

　イム……それは最初の神だと伝わっている名前。でも、正康の話が本当ならイムは神ではなく。

　──彼女は天災も疫えき病びようもその力で防ぎ、たましろの一族は生贄にされることはなくなった。そして、彼女はその力に目を付けた集落の長おさと結けつ婚こんさせられ、一人の女児を授さずかった。それこそ、最初の神み子こキヨラだ。だが、母になったのがいけなかったのか、次の年に病が流行し、多くの人が死んだ。人々はまた、たましろの一族に生贄を要求した。だが、それを防ぐためにキヨラはある儀式を作り出していた。不思議な力を持つ人間を媒ばい体たいとし、今で言う『道』を通して力を流し、人の意思を奪うばう。それこそ、完全なる平和、人々をただ一人の意思で支配し統制する、それによって多くの災害から逃のがれようとする儀式だった。

「ま、待ってくれ。じゃあ、イムは、ただの人だったのか。不思議な力を持つだけの」

　──ああ。

「じゃ、じゃあ、今居る神々は何だ。彼らはイムが生み出したのではないのか」

　──それについては実物を見た方が良い。もう着くようだ。

　言われて目の前を見る。タクシーのライトに照らされ、そこには玉城家の門があり、その前の橋でタクシーは停とまった。何も話さなくなった正康にため息を吐つきながら空色の玉を握にぎり、車から降りると、門番の神子二人が恭うやうやしく礼をして、門を開けていく。犬神が降りたのを確かく認にんして、並んで入っていく。

　長い石いし畳だたみの参道。そこを歩く音だけが夜空に響き、隣の犬神の呼吸さえ聞こえてくる。時折、風が吹ふくが、人気は全然感じられなかった。そして本部の白はく亜あの巨きよ大だい建造物に着くと、正康は一言、中へ、と言ってくる。

　それに従って入ると、犬神もぱたぱたとついてきた。途と端たん、真っ暗だった室内は光に包まれ、眩まぶしさを堪こらえるように瞬まばたきを繰くり返す。目が慣れてくると、そこには人っこ一人居なかった。

　まるで夜の学校を歩いているような恐きよう怖ふ感に胸がざわめきながらも、正康の指示で奥へと進んでいく。そして、申という字のこの建物の真ん中、交差している場所にたどり着いた。

「ここだ」

　そこは円形の広場に四つの道が出ているという場所で、上は吹き抜ぬけており、窓ガラスの屋根から星が見えていた。そして、中央には俺の身長の倍はあり、大人三人が入れそうな大きさの、チェスのポーンの駒こまのような形の銅像が立っている。その表面はよく磨みがかれているのか俺と犬神の顔が映っていた。

　──ここが、禁区への入り口のはずだ。あの銅像を触さわってみろ。

「禁区、ね。でも、そんなこと言われても、こんな銅像」

　別に触るなとも書いていないのだから身体からだが当たってしまう人だって居るはずだ。こんなのが入り口とでも言うのかよ。そう思いながらも空色の玉を持っていない右手を銅像に触ふれさせる。そして、正康からの指示で力を発現する言葉を唱える。

「イムの子キヨラの血を受け継つぎ、我、たましろとならん」

　途端、周りの風景が歪ゆがみ、形を保たなくなる。その様子に後ろに一歩下がった。だが、風景は元に戻もどっていき、しかし、幹部院へ向かえるはずの道の場所に黒い階段が出来ていた。

「何だ、これ」

　──あの銅像が昔の扉とびらの代わりだったのだろう。

「でも、あんな場所、こんな階段があるような繫つなぎ目なんて」

　──この場に儀式を行って、一種の幻げん影えいを見せていたんだ。おそらく、玉城家がこの入り口を隠かくすために。さあ、進め。

　とは言われても、その黒い階段はどうにも怪あやしく、得体が知れない。行っちゃいけないという気持ちが胸に溢あふれてくる。だがそんな俺などに構わず、犬神はすたすたと先を歩いていく。俺もそれを追いかけるようにして、階段に足を踏ふみ入れた。

　真っ暗の階段をゆっくり降りていくと、突とつ然ぜん、眩しいとも思えない柔やわらかい光が辺りを包み、周囲が分かってくる。

　真っ黒な本ほん棚だなが階段の両側に整然と並んでいて三段踊おどり場があり、一番奥には高さ二十メートル、横よこ幅はば十メートルはあろうかという大きな四角く真っ赤な扉が黒い壁かべにはまるようにして、ある。ふと横を見ると、壁は一面、扉のように真っ赤で、一番奥だけが黒く色塗ぬられているのだと分かった。

「ここが、禁区……正康が玉城家の秘密を知った場所」

　──ここは真実だけを述べている資料の数々が眠ねむっている。そして一つ奥には彼ら、最も奥には彼女が眠っている。

「彼ら？　彼女？」

　──さあ、奥へ進め。邪じや魔まが入らぬうちに。

「あ、ああ」

　俺は足を速めると、犬神もそれについてくる。そして近づけば近づくほど、奥の扉の重じゆう厚こうさに圧あつ倒とうされていく。まるでビルを眺ながめているようなほどの大きさが、一歩俺の足を後ろへと送った。

「でかい……それにしても、何て色だ、まるで血の色みたいな」

　寒くもないのに身体の痺しびれが起こってくる。俺はそれを抑おさえるように視線を扉から逸そらした。

「これ、どうやって開けるんだよ」

　──これは太古の昔から存在する扉だ。だから、開閉にもその当時の言葉が要いる。一いつ旦たん、お前の身体を私に貸せ。

「大だい丈じよう夫ぶなんだろうな」

　──ここまで来て、信用されていないというのもおかしな話だ。

「……分かったよ」

　俺は目を閉じる。そして深く息を吸い、ゆっくりと吐き捨てた。そして、目を開けた。

　刹せつ那な、心臓を握にぎられるような痛みが走り、視界が一気に真っ赤に染まる。骨が軋きしみ、肉が裂さけるような痛みで気が遠くなっていく。呼吸が満足に出来ず、ぼうっと頭の中に白いもやが掛かかってきた。それを何秒ほど耐たえただろうか、まるでオセロの白と黒が入れ替かわったようなイメージが流れたかと思うと、視界の赤さは元に戻っていた。息苦しさも、痛みもない。

「はあ、はあ、すまな、いな、正樹よ」

　俺の口から思ってもいない言葉が出る。そして、ゆっくりと俺の身体が扉へと近づき、手を添そえる。

「──、──」

　何かを呟つぶやいているのは分かる。だがそれは聞いたことの無い言語で、聞き取る事すら出来ないもの。十秒ほど正康が唱えると、一いつ瞬しゆんだけ真っ赤な扉が光を発した。そして、ゆっくりと開いていく。

「行くぞ」

　正康は心惑まどいの玉を握り締しめ、ゆっくりと歩んでいく。すると目の前には金属製の床ゆかが見え、瞬間、先ほどと同じく暖かな光が部屋を照らした。

　幅はばは扉とほぼ同じ。その金属の床がまるで橋のように奥へと架かかり、その終着点には真っ白な扉。壁も天てん井じようもそうで、何か工場を見ているような気になってくる。

「察しが良い」

　正康は歩きながら呟いた。後ろには犬神もついてきている。

　──察し？

「そうだ。ここはある意味、工場と呼べるだろう」

　彼は半分を過ぎたところで不意に立ち止まり、その橋から下を眺めるように覗のぞき込む。そこには川などあるはずなく、なぜか白い球体が敷しき詰つめられていた。どこかで見たことがある、そう思っていると、正康は。

「神の卵」

　と呟いた。

　──ああ、確かに卵に似ている。だけど、あれは何だよ。

「神の卵だ、あれは」

　神の、卵。ふと神話でそんなのがあったか思い出そうとするが、出来なかった。

「神話などに載のっていない。載せられるはずがない」

　正康は一度小さくため息を吐ついた。

「……キヨラは母のイムを永久に生き続ける人形としてから、儀ぎ式しきに用いて、完全なる平和を行った。そして何千年もの間、そこは平和に暮らしていた。食べるものは全員で分け合い、戦いなど起こらなかった。なぜなら彼らには意思がなく、キヨラだけが意思を持って彼らを操作していたから。まるで、この心惑いの玉のように」

　ふっと手に視線を落とす。そこには空色の玉が輝かがやいていた。

「だが、キヨラはふと世界に目を向けた。そこには自分の治める島国よりも格段に発達した文明があった。意思もなく競争もなく差別もなく戦いもない、確かに平和な世であったが、その状じよう況きようが文明の停てい滞たいを招いていることに気が付いたキヨラは自分の子供から一人を選び、それを後こう継けい者しやに据すえた。そして彼女は彼に言った、あらゆる集落に、永久に生きる人形として自分や彼女の子供たちを置いて、統制を弱めた完全なる平和の儀式を行え、と。そして、自分たちをイムに管理させ、私たちが支配している人々を生き残らせろ、と」

　──ど、どういうことだ、それ。局地的に完全なる平和を起こしたのか、自分たちをイムのようにして……でも、それってまさか。

「そう、これこそ神というものの始まりだ。神とは、元は玉城の人間であり、玉城一族が人々を支配するための一つの機関なのだ」

　──神が、人？　じゃあ、神社に祀まつられてるのは、元は俺たちの。

「そうだ、玉城家に反逆したものたちはその魂たましいを壊こわされ生まれ変われなくされ、身体からだだけを神に変えられあの卵に保管され、玉城家に都合の良いい性格を植え込まれているだけだ……まあ、お前が見た姫乃守時雨尊のように、自分の人間だった頃ころの記き憶おくが残っている者も居るようだが」

　ふと彼女の姿を思い出す。彼女は自分の祀られた姫由神社に行った時、なぜ母親が死んだのかと叫さけびながら、気を失った。

　──そ、そんな。彼らは死んでまで、玉城家に使われて、その上生まれ変われない。

「そして、その魂はイサマトになる」

　ふっと正康が呟いた言葉。今、何て。

「イサマトは、壊された魂の成れの果てだ。彼らが『道』に集まるのは玉城の力を吸って、自分の魂を元に戻もどそうとしている、ただそれだけのことだ」

　──イサマトは、イサマトは人々の壊れた魂……じゃあ、俺たちは。

「そうだ。お前たちイサマト退治の神み子こは、壊された魂ながらも人殺しをしていたんだ。いや、させられていた」

　──そんな、何で、同じ人なのに、同じ魂なのに、何でイサマトをすすげなんて。

「一つの理由は、『道』のためだ。あれをイサマトに奪うばわれれば、力を吸われて効力を無くす。そうなれば、『完全なる平和』に支障が出るだろう。そして、もう一つは」

　不意に視線が動く。それは控ひかえるようにして立っていた亜美……もとい、犬神に向いた。

「彼女のような者を出来る限り増やしたくなかったのだ、自分たちの地位を脅おびやかすような存在になりうる彼女らを……獣けものの神を」

　犬神はただ呆ぼう然ぜんとした目で中空を見つめる。瞳ひとみに輝きはなく、まるで死んでいるかのようだ。

　──どういうことだよ、獣の神って……動物の神だよな。彼らを増やさないようにって。彼女たちは自然と生まれてくるんだろ。

「自然と生まれてくる、か。正樹はそれに対して、疑問を持たなかったのか？」

　──疑問って言われても。

「そうか、玉城家の洗脳は恐おそろしいほどよく出来ているのだな……考えてみろ、この世で無から有が生ずるわけではない、全すべてのものがだ。生き物は太陽の熱から生まれ、神は玉城の人間から生まれ、イサマトは壊れた魂から生まれる……そして、獣の神は」

　正康は一いつ旦たん言葉を切る。犬神は、一いつ切さい立ち尽つくしていた。

「『道』などから力を吸ったイサマトから生まれる」

　静かに、声が響ひびき渡わたった。

　──ま、待てよ。じゃあこの子は。

「ああ、類に漏もれず、この犬神も元はイサマトだ。イサマトは力を吸った後、魂へと戻れるがその姿を留とどめることは出来ない。だからといって直すぐに人間を形作る事も出来ない、力が足りないのだ。だから彼女たちは身近な動物の姿を模写し、魂の形を変える。その後、力が蓄たくわえられた彼女たちはこの世の人間の誰だれかの情報を手に入れ、容姿を決定する」

　……そういえば、犬神と最初に会った時、確かに彼女は真っ白な仔こ犬いぬの姿をしていた。しかし、俺が不注意で亜美の情報を彼女に教えてしまい、あのように亜美そっくりな容姿になってしまった。でも、確か動物の神は。

　──だからって、何で玉城家は動物の神を増やさないようにするんだ。確か、彼らは神社に祀られている一位の神に従属しているんじゃないか。

　去年の夏に訪おとずれた農耕の神一位、三み須す森もり田たの上うえの尊みことにも狐きつねの女め神がみが従属していたし、縁えん結むすびの神一位、姫乃守時雨尊にも蜘蛛くもの女神と猿さるの神が居た。そして、何より、この犬神も俺の管理する神社の奈な良ら坂さか水みず木きの命みことの従属神となっている。

「そうだ、だがそれは彼らが弱い獣の神であるからこそ、玉城家は彼らを自分たちの神の従属神とすることが出来た」

　──弱い？

「そうだ。イサマトというのは魂が壊されていればいるほど力が増す。魂の質量が少ないほど、人々の恨うらみを閉じ込める事が出来て、それが力の源になるからだ。だが、その分、そういった彼らは失った魂の分、吸い取るべき力も多く必要となる。だから、獣の神になれるのは比ひ較かく的力の弱い部類……玉城家への恨みが少ないものに限ってくる。だから支配する事も出来る」

　だが、と正康は言葉を切った。

「もし恨みを多く抱かかえたイサマトが獣の神になったらどうなる。獣の神の力に元々のイサマトの力を持つもの、そのようなものは玉城家にとって脅きよう威いとなる。だから、イサマトを生かしておくわけにはいかないのだろう、自分たちの地位を守る、ただそれだけのために」

　俺は言葉を失い、ただ沈ちん黙もくする。色々な思考が混ざり合い、気持ち悪さが心の中で渦うず巻まいていく。

　──俺は、俺たちはそんなことのために人生を玉城家になげうってきたのか。

「玉城家は打だ倒とうしなければならない、玉城家のない世界を創つくらねばならない。それが全すべてを平和にする」

　──……ああ。だが、どうやって玉城家のない世界を創るんだ。

「キヨラの考えた完全なる平和は、二種類あるのだ。その一つが人々を支配する方法だ。だがもう一方を使えば、玉城家は打倒できる」

　正康は金属製の床ゆかをどんどん歩いていく。そして渡りきったところにある扉とびらの前に立った。そしてゆっくりと扉に触ふれた。

「ここにはいまだ、イムが眠ねむっている。彼女を起動させ、イムの全ての力を『道』へ流し込めば、叶かなうはずだ」

　正康が口を歪ゆがめたのが分かった。それは、笑え顔がおだった。

「世界の滅めつ亡ぼうが」

　──え？

「まずイムの力でほぼ半分の生物が滅ほろびる。その後、『道』に沿って大地は割れ、四分の一は吞のみ込まれ、残りは津つ波なみに吞み込まれてしまう。その後も天変地異は続き、地球は始祖に戻もどるはずだ」

　──な、何を言ってるんだよ、お前は。玉城家の居ない世界を創るんじゃないのか。

「ああ、そうだ。だが、創り直すには全てを死滅させなければならない。そして誰もいなくなった地球で私は、地球の生物が辿たどった進化を統制し、最初から玉城家の居ない世界を創り直すのだ」

　──ま、待て、話が違ちがうだろ。お前は亜美も誰も彼もが救われると。

「ああ、そうだ。でも考えてみろ、死んでしまえば意識などない。そして新たに生まれ変わった時には戦いも何もない平和な世界が待っている。何が間違っている」

　──間違ってるだろうが。それじゃあ、玉城家と変わらないっ。自分の利己で魂たましいさえ弄もてあそぶ玉城家と。

「仕方あるまい。このままでは玉城家の居ない世界など出来ない。ならば、最初から居ない世界を創るしかないのだ」

　──そんなの、許すかよ。俺を、騙だましやがって。

「だが、もう遅おそい。お前はもう、意識がなくなる」

　──何をでたらめな。封ふう印いんされているお前が何で。

「言ったはずだ。私はお前の理性に封印されていると。だが、あの夢の中、お前は私の言葉に惑まどわされ、理性が弱まった。その時にお前との力関係は解消された。そして、お前は憶おぼえていないだろうが、夢の最後にお前の魂は壊こわされたのだ、もう戻ることは無い。今感じている意識はお前の魂の欠片かけらなのだよ」

　途と端たん、ふっと自分の身体からだが見え、突とつ然ぜん胸部に激痛が走る。そして、鮮あざやかな色の血が噴ふん出しゆつし、手で触さわろうとすると、青い棒のようなものが自分を突つき刺さしているのが分かった。

　あ、ああ、俺、突き刺さって……し、ぬ？

「直すぐに、お前の愛する人も来る……壊れた魂を亜美が気付いてくれるかは分からないが」

　血の流れる音が聞こえる。それはどんどん小さくなっていき、噴ふき上げる血の量も減る。そして、意識が途絶える寸前、亜美の笑顔が見えた。気がした。

　……………

「悪いな、正樹」

　私は自分の中で消えた男に声を掛かける。だが、これで夢を叶えることが出来る。皐月が望んだ、平和の世が目の前にあるのだ。

　私は心惑いの玉を胸むな元もとに入れながら扉に手を添そえ、その部屋に居る主に声を掛ける。

「イムよ。時は来た」

　彼女が起きるような気配がした。

「世界は混こん沌とんに満ちている。世界を創り直す以外に手はもう、ない」

　彼女の心臓の鼓こ動どうが聞こえてくる。

「イムよ、扉を開けよ。そして完全なる平和を起こす」

「……我が、息子むすこよ」

　ふと胸に響ひびくような声。それは懐なつかしさがあり、耳みみ心ごこ地ちが良かった。その声質は少女のようだった

「我が息子よ、それは全てが望んだことですか」

「全ての子が望んでいる」

　途端、彼女は沈黙する。それは長い間続き、静かに彼女は答えた。

「……拒きよ否ひします」

「何だと」

「拒否すると言ったのです、我が息子よ」

　たまらず私は扉を叩たたいてしまう。だが、彼女は静かに続けた。

「なぜだ、イムよ。お前はこの世界が平和だとでも言いたいのか、人の利己的な考えで弱い人間が死んでいく、この世界を」

「そうではありません。ですが、貴方あなたの中に仄ほのかに拒否するものが居ます」

「何を馬ば鹿かな。私自身が望んでいると言っているんだ。私に迷いがあるとでも言うのか」

「確かに貴方はどこかで拒否しています。そして、他ほかの我が子供たちも、拒否しています」

「子供、だと」

「正樹君っ」
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　叫さけび声。それは女性のもので後ろから響いてきた。

「なるほど」

　私は振ふり返り、そして橋の先に視線を送った。そこには、千ち早はやと袴はかまを身に着けた二人が立っている。一人は赤い袴の女、その手には刀を持ち、長い髪かみを後ろでまとめている。確か正樹の許いい婚なずけだったか。

　もう一人は紫むらさき色いろの袴を穿はいていて、赤い棒を両手で持っている。髪は後ろにかきあげているらしく、その顔つきはどこか威い圧あつ感がある。確か、静馬、とか言ったか。それにしても、この男……何だ、何かを感じる。ふっ、なるほど、こいつの身体は人間ではない。

　まさか、心惑いの玉の呪じゆ縛ばくを撥はね返すとは……だが、おそらくこの二人が選ばれた人間。

「そう、私を殺すために生きている、人間」

　二人が駆かけて来る。そして私から数十歩先で二人は止まり、それぞれ武器を手に身構えた。

「正樹君、どうして……封印を解いて。どうしてこんなことっ」

「やめろ、こまよ。この男、もう正気じゃない。もう正康に」

「貴方は黙だまってて」

　静馬に向かって怒ど声せいを吐はき捨て、こまは何歩か私に近寄ってくる。その悲ひ壮そう感漂ただよう顔は、ただただ美しく柳りゆう眉びがしなやかに歪ゆがむ。

「正樹君、今ならまだ間に合う。直ぐにこんなことは止やめて、封印を元に戻もどして。こんなことしたって、何にもならないでしょ？」

　また一歩彼女は近づく。

「確かに亜美ちゃんのことで傷ついたのは分かる。でも、だからって、玉城家に反乱なんてすれば、封印なんか解いたら、私も……亜美ちゃんも、悲しむでしょ」

　その瞳ひとみは輝かがやきを増していく。金属の床ゆかをゆっくりと踏ふみしめるこまの姿は、まさに薄はく氷ひようを踏むよう。

「こま」

「な、何、正樹君」

　また一歩、また一歩と近づいていく。それを見ながら、彼女の目を見て。

「……こま」

「う、うん」

「近づきすぎだな」

　刹せつ那な、右手に力を集中させる。そして物質的な感かん触しよくが来たと同時に、現れた正樹の得物をぐっと握にぎり締しめた。いまだに固まっている彼女へ跳ちよう躍やくで近づき、青白い光を灯ともすソレで袈け裟さ懸がけに斬きりつける。

「っ」

　しかし、彼女は咄とつ嗟さに飛び跳ね、青白く瞬またたく刃やいばは空を切り、返す刃で逆袈裟に斬り上げようとするが、後方への足取りで避さけられた。

「正樹君、どうしてっ」

　私は口元に笑えみを浮うかべ、静馬とこまを見る。静馬は先ほどより下がってこまの横に居り、棒を槍やりの突つきの構えで持っている。こまも、顔は驚おどろきに包まれているようだが、刀はしっかりと両手で構えていた。

「ふふっ。一方は、近づくことで情を重ね、正樹を籠ろう絡らくすることを子供の時に命じられた女。一方は、離はなれることであの男への情を持たないようにして、冷れい酷こくにあの男を斬り捨てることを生き甲斐がいとさせられた男……お前たちが、正樹が暴走した際に、私が正樹を乗っ取った際に私を殺す役割を持つ備えか」

　二人の顔が驚きに染まる。私は彼らに笑いかける。

「何を驚く。正樹の中に居て、お前たち二人だけには異質な存在感を覚えていた。静馬からは隠かくしきれないほどの憎にくしみ、こまからは必要以上に抑おさえつける愛」

　すっとこまを指差す。

「それにしても、こま、本当にお前がその一つとは。いつも正樹の傍そばに居るとは思っていたが、なるほど。確かにいつも一いつ緒しよに居なければならないわけだ」

「人を……人を物みたいに言わないで」

「くく、お前は美しい。正樹の嗜し好こうに合うように多くの努力があったろう。しかし……あの男が、こまは自分を殺す使命を帯びている、と知ったら、どんな顔をするものか」

「だ、黙れ、黙れっ。正樹君の声で、そんなこと言わないでっ」

　彼女は刀を上段に構え、走ってくる。そして気合の声と共に振り下ろされる刀を、身体からだを捻ひねって避よける。続けての一いつ閃せんも横に移動して避け、三回目の振り下ろしは右手の得物で受け止めた。女とは思えないほどの重圧が右みぎ腕うでを襲おそい、途と端たんに両手持ちに移り変わる。それでもなお、彼女は力を加えてくる。それを横に薙なぎ払はらうように振り払い、彼女から距きよ離りを取ろうとしたところで、横からの殺気に気付き、その場で倒たおれこんだ。

　頭のあった箇か所しよを赤い棒が横切り、次には寝ねているところに叩たたきつけられそうになり、かろうじて得物で受け止める。しかし、ぐいぐいと上から押さえつけられ。

「くっ」

　仕方がなく、念じて心惑まどいの玉を働かせる。すると、静馬の腕を犬神が走ってきて蹴けり、その隙すきに乗じて身体を回転させて棒から逃のがれ、即そく座ざに立ち上がった。

「はあ、はあ、さすがに、二人を一人でというのは無理があるか」

　胸むな元もとの心惑いの玉を摑つかみ、力を込める。すると、隣となりに居た犬神は俊しゆん敏びんな動きで静馬に近づき、低い姿勢から彼の足首を横に蹴る。静馬は棒で彼女を叩きつけようとするが、ぴょんっと飛び上がって距離を取り、右に左に彼の攻こう撃げきを避けていく。

「犬神ちゃん、やめてっ」

「おっと、こまの相手は私がしよう」

　加勢しようとする彼女の前に躍おどり出て、得物を横に振ふるう。刀を斜ななめに構かまえることで受け流した彼女は、静馬と犬神から離れ、私との距離をはかっていく。

「くっ。はあっ」

　気合を込めての一閃。それは左へ避けた私の右横直すぐを通過し、かんっという音を響ひびかせながら、彼女の刀と床が接せつ触しよくする。だが、即座に振り上げてきて、それを両手持ちの得物で止めた。

　正樹の得物には刃はついていない。しかし、これで叩き付ければ、骨折の一本や二本では済まない。

　そう考え、彼女の刀を振り払おうとするが、ぐいぐいと押さえつけられ、どうにも隙が出来ない。だが、途端に彼女の力が弱まり、持っている得物で押さえつけようとした瞬しゆん間かん、右のわき腹を鈍どん重じゆうな痛みが襲う。そこにはこまの赤い袴はかまの蹴りが放たれていた。その勢いを殺しきれずに体勢を崩くずした時、彼女の刀が目の前へ迫せまる。何とか首を逸そらして避けると、斬られたらしい正樹の髪かみの毛が数本空中で舞まっているのが見えた。

「このっ」

　体勢を立て直して得物で左から右に薙なぐようにこまに斬りつけるが、彼女は後ろへ下がって避け、彼女の刀が上へ構えられる。

　そして、しまったと思った途端、それは振り下ろされた。

「ぐっ」

　白しら刃はが縦に通り過ぎた後、左腕の服が裂さけ、鋭するどい痛みが腕に走る。刹那、血が湧わき出るように染しみ出て、服を赤黒く染めていく。それに気を取られたのがいけなかった。彼女は、素す早ばやく俺へ近づくと、しなるような勢いの左足が左わき腹をしっかりと捉とらえた。

「がっ？」

　たまらず地面に横向けに倒れると、蹴られた箇所の痛みが脳に上ってくる。不意の攻撃で失った空気を取り戻もどすように荒あらい息をしながらも、何とか立ち上がろうと上体を起こしたところで、目の前に切っ先があるのを理解した。

「くっ」

「悪いけれど、私は正樹君みたいに稽けい古こはサボってないの。さあ、早く正樹君に身体を返して」

　息も乱さずに彼女は呟つぶやく。だが、先ほどからの言動で私の心が奇き妙みような感覚を覚える。

　……もしかしてこの女、あの男がまだ生きていると思っているのか、いや、思わされているのか。もしそうなら。

「こ、ま」

　身体を震ふるわせ、顎あごをかたかたと鳴らす。そして出来るだけ恐きよう怖ふする表情で彼女を見上げた。途端、こまの顔は驚おどろきに変わる。

「こま、何で、刀を、俺に」

「え」

「こま……俺を殺すのか。愛してるって言ってたのに、好きだって、何回も言ってくれたのに、お前は、俺を騙だましていたのか」

「え、正樹君、ち、ちがっ、これは」

　途端、目の前の女は切っ先をどけ、刀を私から逸らす。その一瞬の隙に飛び上がるように立ち上がって彼女の顔に得物の柄つかの部分で殴なぐりつける。衝しよう撃げきでその場に尻しり餅もちをつくように倒れこみ、床ゆかと彼女の刀が当たった際の甲かん高だかい金属音が響いた。

　彼女を見下ろすと、柄の部分で切ったのだろう、口の端はしから血が出ていて、それがまた妖よう艶えんな雰ふん囲い気きを出している。

「しまったな、お前の綺き麗れいな顔に傷を作ってしまった、大だい丈じよう夫ぶか」

「正康、お前っ」

　右手の刀を握にぎり締しめ、こちらへ斬きりかかる。しかし、それを避けると同時に手首を蹴り付けると、彼女の刀はからからと床を転がっていってしまった。

「くっ」

「甘い」

　取りに行こうと四つんばいになったところで横に回り、彼女の腹を蹴り上げる。苦しそうに呻うめくと、そのまま横に倒たおれ、仰あお向むけになった。腹を押さえて苦しい息を吐はいている彼女の喉のどに、得物の切っ先を向ける。

「……刃はが付いていないとはいえ、金属の固まりだ。このまま突き刺させば、お前は死ぬ」

「くっ……うう」

　悔くやしそうに歯を食いしばり、私を下から睨にらみつける。そんな姿に微笑ほほえみを浮うかべ、見下ろした。

「惨みじめなものだな。人生全すべてを正樹に向けていたのに、あんな小こ娘むすめにも満たないような子に奪うばわれてしまうなんて」

「だ、黙だまれ、あなたに何が分かるっ」

　こちらまで歯の擦こすれる音が聞こえてきそうなほど、彼女は顎に力を入れる。

「悔しいのだろう。自分の身体からだも、心も、全てを捧ささげて、正樹を繫つなぎとめようとしたのに……亜美に自分の存在意義を奪われたのだ。泣きたいぐらい悔しいだろう、憎にくいのだろう」

「うる、さい。うるさいっ」

　彼女の目に涙なみだがたまってくる。それは悔しさで嚙かみ締めた時の揺ゆれで、彼女の耳元へ流れていく。

「それとも、玉城家に言われて無理やり許いい婚なずけにされたのだ。嫌いや々いや正樹の相手をしていたから、せいせいしているのかな」

「違ちがう……違うっ」

　涙が湧き水の如ごとく無む尽じん蔵ぞうに溢あふれてくる。その整った顔が涙に歪ゆがみ、芸術品のような美しさをこちらに与あたえてきた。

「私は……私は本当に正樹君を愛してるの。愛いとしくて愛しくて、たまらないの。だから、だから正樹君返してよっ。元に戻してよっ」

　なぜか、どくっと心臓が跳はねた。それを振ふり払はらうように静かに息を整え。

「そうか……だが、もう遅おそい。悪いが、正樹は死んだ。私の中で」

　一瞬、涙が止まる。そこでは身体を震わせて、首を横に振る女の姿。

「う、そ。噓うそよ、だって貴方あなたの身体っ」

「そうだ、私が正樹から奪った。もう正樹はこの身体に居ない。お前が玉城家からどう教えられたかは知らぬが、人の身体を奪うということはその人の意識を全て壊こわすことなのだ」

　まだどこかで私に正樹が残っていると思っていたのだろう。いや、私がこの身体を奪ってもあの男の魂たましいはなんとも無いはずだと玉城家から言われていたのだろう。だからあの男を助け出し、元の生活に戻もどれると玉城家から言われていたから、彼女は戦いを挑いどんだ。証しよう拠こにこまは、突とつ然ぜん、首の力を失ったようにだらんと床に頭を転がした。そして、噓、噓と何度も呟き、涙を流し続ける。

「噓、噓……正樹君が。だって幹部の人たちは、そんなこと一つも。噓よ、噓。噓よね？」

[image: ]

「噓ではない、お前は騙されていたんだ。お前の正樹への愛を利用されて」

　途と端たん、こまはぐっと目を見開き、身体を硬こう直ちよくさせる。だが、目からは次々と涙がこぼれた。

「さあ、正樹が待っている。もうお前も役目を終えて、新しい世界を待てば良い」

　切っ先は彼女の喉を狙ねらったまま、少し後ろに引く。そして、一思いに……

「ぬっ？」

　力を入れた途端、まるで何かに腕うでを引っ張られるかのように刀が止まる。白く細い喉には何も突き刺さっておらず、まだこまは涙を流しながら呟くのをやめない。力を何度も入れるが、やはりそれ以上動く事はなかった。

「くっ、この」

　途端、少女の悲鳴が響ひびき、犬神が私とこまの隣となりを吹ふき飛ばされていき、うつ伏ぶせで止まったかと思うと、彼女は白い仔こ犬いぬへと姿を変えた。ぴくぴくと動いて生きてはいるが、立ち上がろうとはしない。

「くっ」

　仕方がなく、こまの喉から切っ先をどけ、心惑まどいの玉を左手で持って、彼女に掲かかげる。

「心を打ち砕くだかれた今なら、お前にも効くだろう」

　空色の玉が光りだす。すると、涙を流していた目から光が失われ、何も言わずに胸を上下させて呼吸するだけになった。

　空色の玉を胸むな元もとに戻し、得物を構える。そこには荒あらい息を繰くり返す男の姿があり、肩かたの上下を気にしていないように赤い棒をこちらに向けて構えた。

「ふふっ、あんなに幼い容姿の子を叩たたきのめすとは」

　途端、静馬は飛び掛かかってきて棒を私へと振り下ろす。それを避けるが、棒が床ゆかに付く前にこちらへと打ってきて、それを得物で止めた。そして恐おそろしい力でこちらに押してくる。

「俺には、見た目なんて関係ない。お前が正樹を乗っ取った時、それを殺すのが俺の役目だ」

　棒をこちらから打ち払って、相手との距きよ離りを取る。そして上段に構えなおし、切っ先を静馬へと向けた。

「なるほど、任務には忠実か。確かに、近づきすぎた彼女と違ちがってお前は一思いに私を殺せるだろう……だが、本当に任務に忠実なだけで正樹との接せつ触しよくを避けたのか？」

「どういうことだ」

「兵法は知っているだろう、少しぐらい。相手に勝つにはまず自分を知り、相手を知ることだ。ならば、少しぐらいは接触する方が良いだろうに、静馬は異常なほどに正樹に近づこうとしなかった」

「そ、それがどうしたっ」

　動どう揺ようの顔色を隠かくそうともせずに棒を振り回してくる。だが、それを刀で受け止め、余った左手で棒を握にぎり締しめた。

「理由はこうじゃないのか。正樹を見れば見るほど、自分が不ふ遇ぐうである……自分が人間でないことを思い知らされるのが嫌いやだと」

「っ。うおぉ」

　気き炎えんを吐はくように棒を振って、私から距離を取る。その顔を見て、こちらは笑いかけてやる。

「お前は気づいているようだな、その身体を、魂を。教えられたのか……いや、知ってしまったのか」

　唸うなり声を上げて、棒をがむしゃらに振るってくる。だが、それは先ほどまでの精彩さはなく、右に左に後ろに軽々と避よけられる。

「作り物の魂に、神の卵から取り出した身体。確かに神の身体があればある程度の力を持たせることが出来る上に、普ふ通つうの人間のように命令を拒こばんだりしない。壊れても替かえがきくから、痛くも痒かゆくもない……同じ一族とはいえ、恐ろしい事をする」

「黙だまれ、外げ道どうっ」

　右から左に上から下に連続攻こう撃げきをしてくるが、易やす々やすと避けきって、最後の一撃だけ得物で受け止めて、動きを止める。

「そこまで怒いかりに震ふるえるということは、なまじ自分が人間だと信じ込まされていたようだな。ふふっ、人形風情ふぜいが人並みの幸せを手に入れる夢でも見ていたのか」

　途端、静馬の様子が変わる。怒りに燃えていた瞳ひとみは黒色から白へと変へん貌ぼうし、まるで白目を剝むいてしまったかのような顔になり、静馬は一いつ旦たん、私から距離を取るように後ろへ飛ぶ。

「うおぉぉぉぉぉお」

　獣けもののような咆ほう哮こうを上げると、途と端たん先ほどとは別人と思うような突つき、薙なぎ払はらい、振ふり下ろしの連続攻撃を刀で受け止めようとするが、勢いに押されて、端はしに追いやられていく。

「この力……私を殺すときには、人間の意識をなくして戦わせるように設定されているのか」

　嵐あらしのように棒が襲おそってくる。その力は先ほどの比ではなく、こまに斬きりつけられた左腕がぎりぎりと痛み出す。このまま後ろに下がれば、神の卵が敷しき詰つめられた床があるだけ。落ちれば、骨折程度では済まない。

「くっ」

　そのことに気を取られたのか、得物が弾はじき飛ばされ、右方向へと転がっていった。そして相手の攻撃は続けて私へと向かってくる。上段に構えた突きは確実に喉のど元もとを狙ねらっていて、逃にげ場はもうない。白い目の獣が咆哮して、私の喉へと棒を突き出した。途端、条件反射で身体からだを後ろに反ってしまう。

「ちっ」

　落ちる、それを投げ出された身体で感じた時、がむしゃらに腕を伸のばし、何かを摑つかもうとする。そして落下が中途で止まった時、右手が金属の床を摑んでいるのだと認にん識しきした。

「うううぅ」

　頭上から聞こえる唸り声。獲え物ものを狙う獣であるかのようなその声に上を向くと、そこには白い瞳の静馬が見下ろしていた。

　そして男が笑ったように見えたかと思うと静馬は棒を振り上げる。瞬しゆん間かん、右手の指に激痛が走った。

「ぐあっ？」

　赤く塗ぬられた金属の棒が指に叩きつけられ、気を失うような痛みが脳のう髄ずいに響ひびいてくる。直すぐに棒がどけられ指の回復を待とうとするが、即そく座ざに次の攻撃が右手を襲っていく。

「あ、あぁ、がっ」

　口からは息が漏もれるような音しか出てこず、痛みだけが身体全体を支配してくる。死ぬ、その言葉が頭に浮うかんでくる。もう、右手の力も少ない。右手の指はほぼ全部折れ、手の平と床ゆかの裏に回した親指だけで身体を支えている。

　そのことは頭上の獣も分かったのか、連続して叩たたきつけていた金属の棒を一旦止め、まるで箒ほうきを持つような形で持ちかえると、こちらに棒の先せん端たんが見えるようにしてくる。

　このまま、死ぬのか。やはり、いつになっても、玉城家を打だ倒とうすることなど出来ないのか。そう思ったとき、ふと皐月の輝かがやく笑え顔がおが甦よみがえった。

「……さつ、き」

　あの時、私は誓ちかったんだ。

　あの娘こを絶対に幸せにすると。

　あの娘が幸せに生きることが出来る世界を創つくっていくと。

　金属の棒が振り上げられる。それが落ちる前に私は言葉を紡つむいだ。

「イムの子キヨラの血を受け継つぎ、我、たましろとならん……我より生まれし霧きりよ、そのたましろの力を毒と変え、殲せん滅めつせよ」

　瞬間、左手から流れていた血が重力に反して、静馬へと霧となって向かっていく。途端、静馬は棒を止め、苦しむように二歩三歩後ろへと下がった。その隙すきに左腕を伸ばして、片手で何とか這はい上がる。静馬を取り巻く赤い霧は彼を死に至らしめてはいないが、苦く悶もんの表情でそれらを振り払おうと赤い棒を振り回している。

「イムの子キヨラの血を受け継ぎ、我、たましろとならん……彼かの力を我は欲ほつす、目覚めよ」

　その間に、薄うすく目を閉じて、奥に眠ねむる『彼ら』の力を解放する。途端、どくどくっと心臓が悲鳴を上げ、血流が全身を駆かけ巡めぐる痛みが私を襲う。

「くっ、うう」

　しかし、しばらくして背筋に痛みとも快感ともしれない刺し激げきが走ったかと思うと、少しずつ全身の痛みが引いていく。それが完全に終わってから左腕と右手を見る。すると、こまに斬りつけられた左腕の傷は塞ふさがれ、骨の折れていた右手の指も元のように動いていた。

「うおぉぉお」

　咆哮が金属の床を震わせる。静馬に目をやると、そこには赤い霧がなくなっており、いまだに白い瞳ひとみを輝かせている。そして私に目を向けると、人間とは思えない跳ちよう躍やく力でこちらに飛び掛かかってきた。

　その手に持つ金属の棒の先端は私の喉元を狙っている。そしてそれを避よける暇ひまは、私にはない。

「おぉぉぉぉお」

　咆哮。それは勝利の雄お叫たけびにも聞こえた。そのまま、静馬は私に棒を突き刺さした。はずだった。

「っ？」

　だが、静馬の赤い棒は喉に届かず、拳こぶし一つ程度離はなれた位置で止まっていた。そこにはまるできらきらと輝く金こん剛ごう石せきが空中にあるかのような輝きを放っている。その不思議な光景に彼の咆ほう哮こうは中途で止まった。

「残念だったな、静馬」

　棒を両手で握にぎり締しめ、そのまま相手と一いつ緒しよに横に放ほうり投げる。静馬は金属製の床を転がり、仰あお向むけで止まった時には彼の頭から血が流れていた。近づいていくと、彼は起き上がり、その瞳は黒さを取り戻もどしている。

「お前に施ほどこされた儀ぎ式しきの効力が切れたか」

「な、なぜだ……今のは、神の持つ障しよう壁へきに似ていたが」

　棒を構えなおし、苦痛に眉まゆを歪ゆがめる。

「そう、察しが良いい。あれは神の障壁と同質のものだ。だが、神と同じほどの力を持っていれば、人間の身体からだでも作り出すことが出来る」

「そ、んな……お前は、元はただの人間であるはずなのに。正樹の力があるとはいえ、一人や二人の人間がそんな大きな力をなぜ」

「確かにそうだ。あの男はともかく、私は普ふ通つうの、それどころか正妻ではない女との間で生まれた子供であるから、普通よりも玉城の血が薄く、力はほとんどない」

「ならば」

「だが、私は死ぬ直前、意識を持って生まれ変わる転生の儀式と一緒に、その場に居た玉城の神み子こやイサマトの力全すべてを吸い取る儀式を行った。この儀式によって、しばらくの間は神と同等、いや、それ以上の力を得られる。その代わり、この力が尽つきれば、私の命も消えることになる故ゆえ、出来れば使わずに終わりたかったのだが……神の身体を持つお前相手では致いたし方ない」

　静馬はゆっくりと得物である赤い棒を持ち、立ち上がる。だが、先ほどの攻こう撃げきの反動か、こちらを睨にらみつけるだけで動こうとはしない。

「無理をするな、静馬」

　彼に左手を向ける。そして中にある力を行使する。途と端たん、彼は地面に吸い寄せられるように倒たおれこみ、呻うめき声を上げた。

「ぐっ、くああぁ」

「どうだ、自分が必要もしないのに玉城家に植え付けられた力で押しつぶされるのは。お前に施された儀式の力よりも数段上の力は」

「ぎ、が、あぁぁ」

　内臓が潰つぶされていくのか、みしみしっという音がここまで届き、静馬の顔が苦痛に歪んでいく。そしてその顔さえも、潰れるかのように床に吸い寄せられる。

「お前も新しい世界では、普通の生き方が出来る。今は休め……とどめだ」

　そうして力を念じて、静馬を押し潰そうとする。だが、なぜか重圧が強くなるどころか弱まっていき、へし折れそうになっていた静馬の身体が元に戻っていく。そして、最終的には全ての重圧がなくなってしまった。

「な、なぜ、なぜだ。力は余るほどあるはずなのに」

　手を眺ながめるが、理由は分からない。ふと静馬を見れば、荒あらい息は聞こえるものの、もう動けそうではない。ならば、力が尽きれば死を迎むかえる私にとってわざわざとどめを加える必要は無い。完全なる平和を優先するべきだと決意した私は、ゆっくりとイムが居る部屋の扉とびらへと戻っていく。そしてそれを見上げながら。

「イムよ、もうこの世界に賛同するものは居ない。さあ、完全なる平和を。新しい世界を」

「まだです」

「何？」

「まだ、子供たちにはこの世界を無くすべきではないと考える者が居ます」

「馬ば鹿かを言うな。私を殺そうとするものはもう居ない、心惑まどいの玉は完全に人心を掌しよう握あくしている。障害などもう」

　正樹っ。

　ふと、そんな声が聞こえた気がした。私がゆっくり振ふり向くと、橋の一番奥、入り口に誰かが立っている。

「正樹っ」

　それは、あの黒い服を着込んだ少女だった。
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　なぜ。その思いが胸に去来する。

　ここ一帯、いやそれよりも広こう範はん囲いで心惑いの玉の支配があるはずだ。それも、あの事件の犯人のように、中途半はん端ぱな支配ではない。だから、この玉城家でも動けたのは、私を殺すために心の修練を積み上げた彼らだけであり、それ以外は動けないはずだ。

「正樹っ」

　彼女が走って、こちらに近寄ってくる。

　何だ、どうしてこの子供は動けている。

　なぜだ、あの子は何だというんだ。

　そう思っているうちに彼女、亜美は静馬やこま、犬神が倒れているところに近づき、足を歩みに変え、一度だけ彼らに視線を送る。しかし小さく息を吐はいたかと思うと、虫の息の彼らを通り過ぎた箇か所しよまで歩き、私と対たい峙じした。

「正樹……あんた、こんなところで何してんのよ」

「お前、どうして動けるんだ、なぜだ」

「質問は私が先よ、答えなさい」

　ぐっと胸にたまった言葉が落ちていく。何だ、こんな小こ娘むすめ、いや、子供に圧おされたのか、今。馬鹿な。

「私は、正樹ではない」

「いいえ、あんたは正樹よ」

「何を言ってるんだ、あいつは死んだ」

「何言ってんのよ、そこに居るじゃない」

　彼女が指差すと途端、背中に人気があるのを感じる。私は瞬しゆん時じに振り向くが、そこには誰だれも居なかった。

「何を馬鹿な。気でも狂くるったのか、お前は」

「狂ってるのはあんたの方よ、正樹」

「私は正樹ではない、正康だ」

「じゃあ、私もお前じゃない。亜美よ、玉城亜美」

　何だ、この子供は。この威い圧あつ感は何だというんだ。何でこの私が口を閉じてしまうんだ。

「ならば、亜美。私の邪じや魔まをしに、世界の滅めつ亡ぼうを止めに、ここへ来たのか」

「違ちがう。正樹を迎えに来たの。パスタを食べに行くんだから」

「ぱす、た？」

「そ。珍めずらしくあっちからメールで誘さそってくれたし。ま、味次し第だいでは仲直りしても良いいかなってね」

「何を馬鹿なことを言っているんだ。正樹は死んだ、私の中で。そう言ったはずだ」

「馬鹿はあんたよ、正樹はそこに居るって言ってるじゃ」

「黙だまれっ。問答無用。『完全なる平和』を邪魔するというならいくら子供でもっ」

　左手を黒い服の女の子に向ける。そして力を解放し、彼女を押しつぶ……

「な、なぜだ」

　彼女は依い然ぜんとして腰こしに右手を当てたまま、堂々と立っている。再度、力を込めるが、一向に玉城の力は発動しなかった。

「知らないの、あんた」

　彼女はゆっくり私に近づいてくる。そして手を伸のばせば届きそうな位置で彼女は先ほどのように右手を腰にあてた。

「正樹はね、ほっぺ引っ張ったり、小こ突づいたりはするけど、本気で私を殴なぐったりなんかしないのよ」

「だから、どうしたっ」

　右手に力を集中させる。そして現れた右手の得物で彼女を薙なぎ払はらおうとするが大岩にでも挟はさまったかのように手は動かず、得物はぴくりとも動かない。

「なぜだ、なぜ動かないっ」

「だから言ったじゃない、正樹は」

「正樹、正樹と……まだ分からないのか。あの男は死んだ、私が、この中で殺したんだっ」

「分かってないのはあんたの方よ」

　すっと私の顔を見上げてくる。そこにある得体の知れない何かに背筋が寒くなる。

「正樹は、どんな約束でも破ったことなんてない。それが期待したレベルに達しなくてもね」

　少し俯うつむき、彼女は拗すねたように呟つぶやく。だが、直すぐに視線を戻もどしてきて。

「だから、正樹が美味おいしいパスタ食べさせてくれるって言うなら、あいつは必ず守る。ううん、約束果たす前に死なせてたまるかっ」

　──俺はお前の財さい布ふ係じゃないぞ。

「誰だっ、今の、誰だっ。誰が喋しやべったっ」

　周囲に視線を送る。だが、聞こえてきた声を発した人物などは見当たらず、あの声質があの男に似ていると感じると汗あせが流れ出してくる。

「ほら、正樹。早くしてよ、私、待ってんだから」

　──うっさい。今、金欠なんだよ。後数日で小こ遣づかい出るから、それからに。

「お前か、お前が聞かせているのか、お前が原因かっ」

　目の前の亜美にわめき散らす。だが、彼女はくっと眉まゆ毛げを顰ひそめて、こちらを睨にらみ。

「まだ起きてないの……早くっ」

　彼女が羽でもあるかのように、ふわっと舞まい上がる。何をする気だ、そう思ったとき。

「起きろっ」

「がっ？」

　腹の辺りに衝しよう撃げきを受け、そのまま扉とびらの前まで飛ばされて、仰あお向むけに倒たおれてしまう。じんじんと痛む腹を押さえながら起き上がると、痛みがある、という認にん識しきが焦あせりを呼び起こす。

「しょ、障しよう壁へきをすり抜ぬけた、だと」

　再度腹を擦さする。だが、そこにはしっかりと痛みがあり、彼女の蹴けりが障壁を通過したことを物語った。

　そんな馬ば鹿かな……あの障壁は子供の蹴り程度が通るようなやわなものじゃない。それこそ、障壁を自分からなくす以外に……自分、から？

　──そんな痛そうなのがあったら、亜美が怪我けがするだろが。

「もう、分かってきたでしょ。正樹が死んでないって」

「そ、そんな訳が」

　彼女に振ふり向いた時、異変に気が付いた。

　大きくぱちっとした黒い瞳ひとみは、まるで宝石が埋うめ込まれているのではないかと感じるほどの輝かがやく緑色に変わっており、さらさらと流れていた茶色い髪かみは、全すべて白、いや銀色へと変へん貌ぼうしている。そして、その変わりようは、記き憶おくの中の一人の女性に似ていた。

「さ、つき？」

「ううん、私は亜美」

　彼女の目が細まり、まるで母から受ける眼まな差ざしのように優やさしい印象を受ける。

「お前は皐月、なのか……いや、違う、皐月の魂たましいの形じゃない」

「そうよ、だって私は亜美であり皐月でもあるから」

「な、に？」

「だって、元々この魂の一部は、皐月だったから」

　私は首を横に振り、ゆっくりと立ち上がる。

「そんなことは、ない。私は、あの時、彼女の魂など助ける余よ裕ゆうは」

「ううん。あの時、貴方あなたが行った儀ぎ式しきは不完全で、皐月の魂も転生したの。その分、完全に自分だけの意識で甦よみがえる転生が、貴方は、正樹と共有する事態になったけど」

「だ、だが、皐月はそんな魂ではなかった」

「当たり前よ、これは私と皐月が一いつ緒しよになったものだから」

「一緒……同化、したのか。二種類の魂が殺しあわずに」

「ええ。でも、最初は二種類で、皐月も私の中に居て、皐月と私は友達だった。だけど、ある事があって、彼女は私と同化しようと頼たのんできた」

「ある事？」

「ええ。私が、いえ、私と皐月が初めて正樹に会った時のこと」

　どくっと心臓がうねった。

「本当に最初は正樹を本部で見かけただけだった。でもその時、私の中の皐月が感じ取ったの、貴方が居るって……あの時のことは忘れてない、いつもは私のお姉さんみたいな人で落ち着いていたのに、その時にはもう、ぽろぽろと涙なみだを流してた。私みたいな子供と同じ様にずっとずっと泣いてた。正康さんに会えて嬉うれしい、正康さんの魂がそこにあるって言いながら。彼女は、自分だけがこの世に転生させられたんだと思ってたから……それで私は皐月と貴方とで話をして欲しくて、お母さんとかにあの人が誰だれなのか聞いてみたら、私の従兄いとこだったから会えるように頼んだんだ。そして私は皐月に身体からだを貸して、彼女は会って話をした。でも、その時は、貴方は玉城家に封ふう印いんされていて、正樹という人間でしかなかった……それでも、それでもね。皐月は嬉しかったんだ、貴方と、貴方の魂を持つ正樹と話すことが出来て」

　ただ私と皐月は性格が違ちがったから、その後に正樹と再会した時にはあいつに変な奴やつだと思われてたみたいだけど、と彼女は付け加えた。

「そ、それでなぜ、なぜ皐月は亜美と同化を望んだ」

「……正樹と話しているうちに、皐月は、玉城家へ憎ぞう悪おを燃やす貴方が居るせいで正樹が苦しんでいたのが分かったから。誰も傷付けたくないと思う正樹と、復ふく讐しゆうのために全すべてを破は壊かいしようとする貴方。二つの相反する思想を持つ魂が一つの身体にあれば、いずれ崩ほう壊かいをもたらすと感じたから。だから、いずれ私と思想を違たがえるかもしれないって彼女は思って、私を苦しめないようにしたいから同化を提案してきた……」

「な、なぜそんな。偶ぐう然ぜんとはいえ、生まれ変わった魂を、意識を捨てるなど」

「だって、皐月にはしなければならないことが出来たから。だから、私の身体を、精神を壊こわすわけにはいかなかったの」

「しなければならないことだと？」

「うん……貴方の玉城家への復讐を止めること」

　復讐を止める、だと。

「そんなの、噓うそだ……あいつは、玉城家にどれだけ酷ひどい目に遭あわされてきたか。それなのにあいつが、そんなこと言うわけが無い、でたらめだ」

「どうしてそう思うの？」

「どうして……どうしてだと。知っているのか、皐月は何人もの男に嬲なぶられ、イサマトに襲おそわれ、全てを壊されて死んでいったんだぞっ。人間としても、いやそれどころか生き物としても扱あつかわれずに殺されたんだ、ただ彼女が力を持っていたから、ただ玉城家にとって脅きよう威いとなりうる存在だったから、たったそれだけでっ」

　ふっと亜美は視線を逸そらすように俯うつむく。そしてゆっくり唇くちびるを開けた。

「……知ってるよ、全部。皐月の記憶はある程度分かるし、お盆ぼんに近づくと、正樹がその時の夢を見ているのも知ってるから」

「ならば」

「でも、貴方が皐月を助けに来てくれた」

「それが何だ」

「皐月は、嬉しかったんだよ」

　……何を言いたいんだ、亜美は。そう思っていると銀色の髪が動き、彼女の顔がこちらへと向いた。

「皐月はいつも言ってたんだ、自分は幸せな人生を送ったって」

「そんな噓があるか」

「ほんとだよ……無味無む臭しゆうで、ただ玉城家に言われるがままに過ごしていた自分を貴方に変えてもらったって。とても楽しくて、とても嬉しくて、とても幸せで。だから」

　彼女はそこで言葉を切った。緑色の瞳が私を貫つらぬく。

「あんな死に方になったのは多分、バチが当たったんだって、そう言ってた」

「バチ？」

「うん。余りにも幸せに暮らしすぎたんだって。だから死ぬ時にこんなに惨むごく死ぬ事になったんだって、その時そう思ってたみたい……でも、最さい期ごに、皐月は貴方に出会えた」

　亜美は静かに笑え顔がおを見せた。

「だから、皐月は、自分は幸せだって言ってた。幸せだった貴方との記き憶おくの代だい償しようにあんなことになったけど、それでも最期に会いたいと願った貴方に会えたことで良いいことの方が結果的に多くなったって。だから自分は幸せなんだって」

「そ、んな。そんな愚おろかな」

「そう、馬ば鹿か、だよね……でも、だからこそ純じゆん粋すいに思ってることなんだよ」

　その顔は、皐月だった。

「や、やめろ……噓を言うな、言うな。私を、惑まどわせるなっ」

　途と端たん、彼女の雰ふん囲い気きが変わった。私の声を凍こおらせるほど厳おごそかな風が亜美から感じられ、彼女はゆっくりと目を閉じ、そして静かに開いた。

「分かってないですね、正康さん」

　ふと耳に懐なつかしさが染しみ渡わたる。彼女はにこっと微笑ほほえんで。

「どんな目に遭っても、そこには正康さんが居ましたもの。正康さんと会えた玉城家を何で恨うらむんですか」

　そこには、皐月が笑っていた。

「って言ってると思うよ、彼女だったら」

　亜美はどこか嬉うれしそうに笑う、それは皐月ではなく少女のものだった。だが、その言葉はまるで本当に彼女が言っているよう。いや。

「本当に、彼女はそう言っている、のか」

「それは……分からないよ。私が彼女と同化して得られたのは彼女の記憶や力や精神力といったもので、意識とかじゃないから……でも、さっきの言葉は私から出てきた、私と皐月の魂たましいが合わさったものから出てきたもの。これが本物かどうかは、私よりも貴方あなたの方が分かるんじゃない？」

　私は顔を俯かせた。

　……確かに一いつ瞬しゆん、この子の、亜美の顔は皐月のソレだった。いつも私に向けられていた、あの優やさしい笑顔であった。

　そうだ、彼女はいつも平和を願っていた。自分の力を利用されているとも知らずに、平和になるためだと信じて、自分の身を削けずってでも理想郷への階段を登ろうとしていた。そんな彼女は……いや、彼女と私は次の時代が平和になることだけを願っていたんだ。世界を一から創つくり直すのではなく、変えていこうと。

　私は、忘れていた。復讐心が、忘れさせていた。彼女との思いを。いつか絶対叶かなうと信じていた二人の心を。

　私は顔を上げた。

「彼女は、皐月は、否定してるのか、私の行動を」

「うん。世界を創り直しても、あの楽しかった日々はもう二度と得ることは出来ない。あの日々を否定するのですかって」

　それに、と彼女は微笑んで。

「これは私個人の意見だけど、また最初からなんて、面めん倒どうくさいじゃない」

「そう、か」

　あの頃ころの記憶が走馬灯となる。思い出してくるのは、彼女の笑顔だけだった。いつの間にか思い出さなくなっていた、笑顔。

「私は……間ま違ちがっていたのかも、しれない……だが、私はもう正樹を犠ぎ牲せいにした。他ほかの人々も。もう後あと戻もどりは出来ない」

　見つめる先には、白い犬の姿になった犬神と、静馬、そして、こまの姿。彼らは気絶しているようで、ただ静かな呼吸を繰くり返している。

「言ったでしょ、正樹は死んでない。誰も死んでない、まだやり直せるの。私が、貴方の封ふう印いんの仕方、知ってるから」

「だが、私は確かに」

「それ、本当に正樹の魂？」

　彼女は不思議そうに首を傾かしげる。

「どういうことだ、本当にっていうのは」

「貴方は正樹の理性に封印されてる、皐月はそう言ってた。そして二つの魂は、お互たがいに正確な位置は分からなくても、自分の敵だということだけを思ってるとも」

「何を、言いたいんだ」

「つまり、正樹の理性に居た貴方は、理性と敵対する場所、欲望、ううん、正樹の妄もう想そうのひとつを壊こわしただけなの」

　不意に、存在を感じた。

　私の後ろ、いや、身体からだの中の心臓の後ろに温かなものが感じられる。それは長年、私が感じていた不幸な人間の魂の存在。とても弱く、仄ほのかで、それでいて輝かがやいている。

　そうか、だからイムは私の中に反対する者が居ると言っていたのか。あの男が、私の中で拒きよ否ひしていたのか、私の考えを。

「だから、貴方がまた封印されれば正樹は帰ってこられる。だから、また眠ねむって。そして、正樹を……返して」

　彼女は綺き麗れいな瞳ひとみでこちらを見つめる。こんなに澄すんだ瞳を持つ人が居るのかと驚おどろいてしまう。

　私は、ただ皐月の無念を晴らしたかった。彼女を苦しめた玉城家に復ふく讐しゆうしたかった。だが、彼女は私と出会えた玉城家に逆に感謝しているなんて。何というお人よしだと思う。何という、愚おろかな子だと思う。

　でも、それが彼女の美しさだった。

　──良い子、なんだな。

　あの男の声が聞こえた。

「……なぜ、あの男は私から身体を取り返さなかったのだろうか。魂たましいがあるなら、いつでも私から取り返せたのに」

　私の呟つぶやき。それに、目の前の亜美はため息を吐ついた。

「貴方は、正樹の中にずっと居たのに、分からないの？」

「どういうことだ」

「正樹はね、恐おそろしく馬ば鹿かで要領悪くて行き当たりばったりで間ま抜ぬけでスケベで優ゆう柔じゆう不ふ断だんで頼たよりなくて最低だけど……甘すぎるぐらい、優しいんだよ」

「優、しい？」

「そ。多分だけど、正樹はいくらか世界を創り直しても良いかなって思ってたんじゃないかな？　貴方や皐月のような人が生まれないなら、それでも良いかなって」

「だが、あの男は私の中で拒否したのだ、儀ぎ式しきを」

「そりゃそうよ、貴方のやってることは間違ってる。だけど、同情できる。だから正樹は身体を取り返さず、貴方自身に気付いて欲しかったんだよ。こんなこと間違ってるって」

　つまり、私に今でも同情し、私の出す答えに身を委ゆだねたというのか。あの男は。魂を壊そうとした私に、愛する人々を殺そうとした私に。

　視界が、少しぼやけた。それの原因を彼女に気付かれない様に右の手の平で拭ぬぐった。

「ま、私としてはパスタ食べに行く前に世界が無くなったら困るし、新しい世界にイチゴミルクキャンディーが無かったら嫌いやだからね。心惑まどいの玉を跳はね返す精神力を持っていた皐月の魂に感謝しなきゃ」

　にこっと無む邪じや気きに微笑ほほえむ。その笑顔は、世界への不安を知りながらも希望を選び取っていく人間の強さを感じ取れた。

　なるほど、正樹がこの娘むすめに好意を寄せるのが分かるかもしれない。ただただ、溢あふれんばかりの魅み力りよくが私の心まで安らかにさせてくれる。それは紛まぎれもなく亜美の輝きであり、皐月のものではなかった。

　正樹や亜美のような人間が居れば、いつか私と皐月が望んだ世界を創つくっていくことが出来るかもしれない。そんな漠ばく然ぜんとした考えがじわっと胸に染しみ込んだ。

「私を、眠らせてくれ」

　彼女はゆっくり頷うなずき、私の胸に手を置く。

　小さく柔やわらかくて、それでいて熱い手。

「月と太陽が交じりし時、彼かの者を守る契ちぎられし力を封ふうじることを我は望む」

　途と端たん、緑色の光が彼女の手から発する。そして同時に、意識が閉じていく感かん触しよくが私を襲おそった。

　そして薄うすれゆく意識の中、目の前の少女の瞳と髪かみが元の色に戻もどり、そこには優しそうな笑顔が見えた。
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　第九章　白色の判決の果て







「判決を申し渡わたす」

　上座の座ざ布ぶ団とんに座っている爺じいさんの声が畳たたみの部屋に響ひびく。俺は身体を縄なわで縛しばられたまま畳の上に座らされ、両側に幹部らしき紫むらさき袴ばかまの初老の男が二人、さすまたを手に立っていた。

　俺は気が付くと、玉城家の本部にある座ざ敷しき牢ろうに閉じ込められていた。自分が心惑いの玉を使って反乱を起こし禁区に入ったのは覚えていたが、正康に身体を預けたところで確かな記き憶おくは失っていた。そして、意識が戻ってから翌日、この謁えつ見けんの間へと通され、爺さん、もとい玉城家の長おさから俺の刑けい罰ばつを教えられることになった。

　爺さんはこちらを見つめ、じっと黙だまっている。俺はただ、彼の口が動く事だけに集中した。

「三さん位み宮ぐう司じ、奈倉神社神主、玉城正樹への幹部院の求刑は死罪」

「っ」

　思わず息を飲む。そして目の前の視野が一気に狭せばまり、真っ暗になっていく。

「だが、正樹は何者かに操あやつられていたと聞く。一位宮司、幹部院、玉城静馬。三位宮司、立花神社神主、玉城美代。下級神み子こ、本部勤務、玉城こま。そして、上級神子、玉城亜美。この四名が、正樹の様子がただならぬと申していた」

　爺さんは一度肩かたをすくませるように息を吐いた。

「また、静馬は骨折したものの、この反乱での被ひ害がいは少ない、これは正樹が無意識に他ほかを傷付けないようにしたと思われる。また心惑いの玉を使用したため、世間に混乱も起きておらん。以上を加味した上で、お前への刑罰を決定した」

　玉城家追放か、もしくは日本追放か。何にしても、重い罪であることは容易に想像できる。それだけのことをした自覚は俺にだってあった。いくら正康に唆そそのかされたからといって……大切な人を守りたかったからといって、して良い事ではない。

「三位宮司、奈倉神社神主、玉城正樹」

「はい」

　静かに答え、自由に動けない身体からだのため首だけで礼をする。そしてそのまま長の発言を待った。

「……お前を二位宮司に昇しよう格かくさせ、縁えん結むすびの神一位、姫乃守時雨尊が祀まつられる姫由神社への赴ふ任にんを命ずる」

「え？」

　思わず爺さんの言葉を聞き返すように声が出た。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ、爺さん。それはどういう」

「ただしっ」

　部屋に響き渡る声。その地面を揺ゆるがせるような声に俺の言葉は止まってしまった。

「ただし、二年間、姫由神社のある街から出ることはならず、その期間、親、近い親しん戚せき、友人、許いい婚なずけなどとの一いつ切さいの連れん絡らくを禁ずる。これを破った場合、問答無用で死罪となる。良いな」

「よ、良いなって、爺さん。それじゃあ、まるで特別扱あつかいじゃないか。俺は、ちゃんと覚かく悟ごを持ってる。もう、子供じゃないんだぞ」

　途端、皺しわに隠かくれた爺さんの目が俺を貫つらぬく。その計り知れない黒の深さに身体が一度震ふるえた。

「お前は静馬から話を聞いたと思うが、今、玉城家は外交に関して非常に緊きん迫ぱくしている。そんな時に、表向きには死人もなく被害も少ないような小さな反乱を起こした者が死罪となれば外交相手に不安がられる可能性がある、何と前時代的な所なのかと。また、お前は分からないかもしれないが、正樹を慕したっている人間は少ないわけではない。お前が死んだとなれば、それこそ大きな反乱が起きる可能性もある」

　突とつ然ぜん自分の周りでの評価を言われ、居い心ごこ地ちが悪くなる。だが、長は一度咳せき払ばらいをして。

「だが、逆にお前を嫌きらっている者も居る。特に、幹部院の中ではな。それに、本部としても反乱を起こして直すぐの者を内部に入れておきたくないのは確かだ。だからといって、遠くに送れば、監かん視しの目が届かず、不安がる幹部も多い。よって、距きよ離り的にも場所的にも監視しやすい姫由神社への赴任を決定した」

「だからって」

「お前の言いたい事は分かる。だから、二年なのだ。二年、家族などとの連絡を絶たつことでお前に同調する者が現れないようにする……これが理由だ。また、今回の判決について質問、意見は受け付けない。以上だ、三日後には出立するように」

　そう言うなり、長が立ち上がると、俺の縄を両側の一位宮司が解ほどきだす。そして爺さんはゆっくり俺へと近づいてきた。

「席を、外してくれるか」

　縄が解けるのを見計らって、両側の神子に爺さんは告げた。途端、彼らは一礼すると、襖ふすまへ向かい、外へと出て行ってしまう。それを見送ったと同時に俺は立ち上がり、自由になった両手で爺さんの千ち早はやの胸むな倉ぐらに摑つかみかかった。

「おい、爺さん、何だ、何の真似まねだ」

「何の真似、どういうことだ」

「何で俺への罪を軽くした。何を企たくらんでるっ」

「何も企んでおらん」

「じゃあ何でこんなことすんだよ、そんなことすれば、爺さん、あんた、長の地位から」

　一いつ瞬しゆん、だった。俺が言葉を吐はききる前に、ふわっと浮ふ遊ゆう感を覚えたかと思うと、天てん井じようが見え、そして、次には背中から畳たたみに鈍にぶい音とともに叩たたきつけられていた。投げられた、そう感じた瞬間、肺から飛び出た空気を補うように短い呼吸を繰くり返した。

「ぐっ……爺じじい」

　呻うめくと、爺さんは俺を見下ろすように頭の近くに立つ。

「お前は、人のことを心配できる身分か、愚おろか者っ」

「うるせえ、俺はただ、あんたを心配して」

「正樹のような小こ童わつぱに心配されるほど落ちぶれておらん。それに、もう長の職は辞やめてしまったわ」

「え？」

　畳から起き上がり、爺さんを見上げる。そこには重じゆう厚こうな鎧よろいが飾かざってあるような威い圧あつ感しかない。

「やめ、た。辞めさせられた、のか？」

「わしから辞めたのじゃ」

「それって、俺が原因じゃないのかよ」

「違ちがう。常々思っていたことだ、もうわしも、歳としじゃからな」

　さっき二十歳はたちの男を投げ飛ばした人間の言う言葉かよ。

「何で、何で俺を重い罪にしなかったんだよ、そうすれば、爺さんは」

「甘ったれるな」

　途と端たん、爺さんの右足が俺の鳩尾みぞおちを蹴けり上げてくる。気が遠くなるような痛みにその場で倒たおれこみ、腹を抱かかえると。

「あんなものはな、わしが勝手にしがみついていただけなんじゃ。もうそろそろ新しい、若い長おさに変わる時期だった、お前のことなど関係ないわ。自惚うぬぼれるな」

「じ、爺が、偉えらそうに……」

　腹を抱えながら呻くと、途端、爺さんの大きな笑い声が落ちてくる。何事かと目を送ると、そこには本当に楽しそうに笑う年老いた男の姿があった。

「くっはっは。そうか、偉そうか……くっくっく。わしは知らなかったわ、爺は偉そうにしてはいけないとはな。いやいや、これは勉強になった」

「てめえ、馬ば鹿かにしやがって」

　俺が痛みに耐たえ切って上体を起こした後も、爺さんは笑い続けた。こんなにも笑っているのは見たことが無い、それなのに本当に楽しそうで、愉ゆ快かいそうだった。だが、ふと彼は笑い声を出すのを止やめると、大きく息を吐き、そして俺を見下ろした。

「な、何だよ」

　皺しわに隠かくれた黒い瞳ひとみは、見つめるというより射すくめる感じを俺に与あたえてくる。だが、爺さんは静かに、ただ静かに。

「……正樹よ。年老いた者というのはな、道を作っているだけなんじゃ。次の世代が新しい街を作れるような土地まで行ける道を、な。わしもそうじゃ、お前たちが世界を創つくっていける道を切り拓ひらいておる……だが、そう簡単に土地は見つからない。だから次の年老いた者たち、つまりはお前の親とかじゃな、彼らが同じく道を切り拓いて行く。そして見つからなければ、今度はお前たちの世代がまた切り拓く」

「何が言いたいんだよ」

「もしかするとな、新しい街を作れる土地などないのかもしれない。それでもな、わしたちはいつか見つかることを信じて切り拓くんだ。そうしなければ、ただ悲しいだけだからの」

　不意に爺さんはしゃがみこみ、俺に視線を合わせる。そして不器用そうににこっと笑った。

「お前の世代で見つかるかもしれない、だがお前の世代では見つからないかもしれない。だが、それでもわしは正樹に道を切り拓いて欲しい。いずれ見つかる、そう思っている方が楽しいからの」

「……悪い、爺さん。ぜんっぜん、意味が分からねえ」

「分からずとも良い」

　途端、爺さんはその節くれだった右手を俺の頭に載のせ、くしゃくしゃと撫なで擦さする。止めろ、と頭を揺ゆらすが、どうにも強く拒きよ絶ぜつはしたいとは思わなかった。
















「ふう」

　あれから二週間が過ぎた。俺は判決通り、あの姫乃事件で神主が自殺したまま放ほうっておかれた姫由神社に神主として配属された。特にやることは以前の神社と変わっておらず、社務を一通り終えた俺は頂上部の本ほん殿でんまで来ると、階段に腰こし掛かけ、そこから恐おそろしく急な階段を見下ろす。

　あれから色々なことがあった。まず、新しい長は、静馬に決まり、体制も少しずつ変へん更こうされているらしい。怪我けがはまだ治ってないらしいが、病院から指示を出しているそうだ。

　また、寺組とのお見合いの話も聞こえてきた。俺はただ、亜美のことを心配していたが、どうやら亜美は婚こん約やくを断ったらしく、最終的に寺組と結婚することになったのは、あの司郎を含ふくめた五組のカップルであるらしい。

　俺がここに来る前にあいつからメールがあり、ただ一文、亜美ちゃんのことはすまなかった、と書いてあったから、もしかすると亜美とのことを後ろめたく感じたゆえの行動なのかもしれないが、事の真しん偽ぎを確かめる手段は俺には無い。ただ、亜美の見合いが破談になったことに何よりも安あん堵どした。

「はあ」

　空を見上げる。段々とこれから梅雨つゆに入って、その次には夏が来る。その後は秋が来て、冬、そして春。

「二年か」

　ふっと亜美の顔が浮うかぶ。その顔は不ふ機き嫌げんそうで、こちらにべっと赤い舌を出してきた。

　二年……二年経たてば、あいつは中学生になっていて、俺は二十二歳になる。その時、俺はあいつのことをどう思っているだろうか。そしてあいつは俺をどう思っているだろうか。

　二年、子供には長くて大人には短い時間。その間に亜美は成長し、会っても分からないほどになるかもしれない。女らしく成長して綺き麗れいになっているのか、面おも影かげを多く残して可愛かわいいままでいるのか、それは誰だれにも分からない。

　だが、いずれあいつも好きな人を見つけ、恋こいをし、大人になっていく。その方が、あいつには幸せなんだと思う。だけど、俺はどこかでやはり彼女に恋をしているのかもしれない。ただ、その恋が本物かどうか確かめる術すべを俺は持っていない。俺は恋を知らないまま、大人になってしまったから。

「パスタ、まだ先になりそうだな」

　ふと、笑ってしまう。そうだ、そういえば、俺、まだ亜美と仲直りをしていない。それなのにあいつのことが好きだとか違ちがうんじゃないかとか迷ってても仕方が無い。

　二年。

　二年あるのだ。このときに亜美への気持ちを整理して、答えが出せれば良い。だが、出せなくても良い。その時はあいつに会って、パスタでも食べながらゆっくり考えてみればいいんだ。

　そして答えが出るまでは、亜美をいつまでも大切にしよう。昔、俺はそう決めたんだから。

「でも、場合によっては、こまを傷つけるかもしれない」

　亜美を愛して、こまを愛して、二人とも悲しませないで、そんなことは出来るはずないのに答えを探してしまう。俺は我わが儘ままなんだ、だから意い気く地じなしなんだ。

「いずれ、俺たちの関係は変わる」

　どういう風であっても。いつまでも変わらないことなどない。その時に、俺は亜美ともこまとも笑って会話していたい。

「……こんなこと考えてたら滅め入いるな」

　階段から立ち上がり、欠伸あくびをする。さて降りようかとポケットに手を突つっ込んだ時、何かが指に当たる。

　気になって取り出してみると、それは白地に赤い斑はん点てんの包みに入った飴あめ玉だま、イチゴミルクキャンディー。ああ、そういえばこのジーンズ、亜美のお見み舞まいに行って以来着てなかったな……いつもの条件反射でポケットに入れたままにしていたんだろう。

　俺は包みから取り出して、ピンク色の飴をひょいっと口に運ぶ。いくらか口の中で転がすと、甘さがどんどん染しみ出してきた。

「ちょっと甘すぎ」

　ふと脳のう裏りに亜美の顔が浮かぶ。

　彼女は嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。





The Last Candy Story is end!









　あとがき







　……この小説において『エロゲ？』という呟つぶやきは最上級の褒ほめ言葉です。リンより




　はい、ということで『イチゴ色禁区』、めでたく最終巻となりました。これも全すべて読者の皆みな様さま、そして、関係者各位のおかげです。本当に、ありがとうございました。

　さて、イチゴ色も最終巻ということですが、この本文中に出てくる犬神というのは「ザ・スニーカー」二〇〇七年六月号掲けい載さいの短編のキャラなので、知らない方も居るかと思いますのでここらで紹しよう介かいでもしておきます。

　犬神は主人公、玉城正樹が管理する神社から程近い小さな山で、『彼』と呼ばれる野良犬と一いつ緒しよに暮らしていた、自分が犬神だと知らない白い小さな仔こ犬いぬだった。が、ある事でその『彼』のもとから出て行くことになった彼女は正樹の神社で保護される。その時に、正樹がその犬の行動が亜美に似ていたことから「まるで、亜美みたいだ」と呟いた瞬しゆん間かん、その白い仔犬は、毛先がはねているとかスタイルが良いとかの違ちがいこそあれ、亜美そっくりな女の子へと変じていた。そして、彼女はオリジナルの亜美を消し去らんがために正樹をその魅み力りよくで奴ど隷れい化……すみません、最後の文章は噓うそですが一いつ瞬しゆんそういう話なら面おも白しろそうと思った私は駄だ目めな人間です。

　ともかく、亜美の姿に変わった理由は、短編ではうやむやにしてましたが、この巻で明らかになっておりますのでここでは割かつ愛あいさせていただきます。まあ、短編で使ったキャラを本編でも使うという反則技を使った私が悪いのですが、読者の皆様にご理解いただけたなら幸いです。

　それにしても、一つの作品を完結させるというのは気持ち良いものです。私は本当に書くことが好きなのですが、書き上げることが何よりも楽しいと思っています。何というか、すっと胸が落ち着くと言いますか、物もの凄すごい達成感を味わえると言いますか、そういう気持ちが胸に溢あふれてきます。小説を書き続けているのはこの気持ちを味わいたいからかもしれません。この気持ちをまた味わわせていただけたのは、最終巻を出させていただいたスニーカー文庫、そして担当のＹさん、もちろん読者の皆様のおかげでございます。ただ、ここまで来るのは不安の連続でした。初めてのシリーズとして本が発売されることになり、あんなものを出してしまってどうしようと戦せん々せん恐きよう々きようとしていた上に、何というか、自分の力を全て文章に叩たたき込めてない感じがしまして、これはもう駄目かもしれないと思っていました。担当のＹさんにも何度も面白いと言われても、どうにも信じ切れませんでした。

　ですが、「担当の言う事は信じてください」とＹさんから言われ、飽あきるのは仕方が無いとして、出来る限りのことをやってみようとこの作品を書いてみました。そして、出来る限りのことをした結果、エロゲーのようになってしまったのは私のせいじゃありません、本当です、妖よう精せいさんです、妖精さんが私の頭の上で「ここで触さわれ、尻しりを触れ」とか「弄いじくりまくれ、まさぐれっ」とか「裸はだか、裸、裸っ」とか「何かの機関に引ひっ掛かかったら、その時考えろっ」とか言ってきたんです、だから渋しぶ々しぶ書いただけであって……私は誰だれに言い訳してるんでしょうか。今、頭の中で、Ｙさんが笑顔で怒おこってたのが答えなんでしょうね。

　まあ、こんな私ではありますが、また、どこかでお会いできる事を願っています。

　最後になりましたが、改めて関係者各位にお礼を申し上げます。

　担当のＹさん。こんな未熟な私を時には引っ張り、時には押して支えてくださり、本当にありがとうございました。こうして最終巻を出せた一番の功労者はおそらく、Ｙさんです。こんな私ですが、これからもよろしくお願い致いたします。次に文倉十さん。最後まで可愛かわいい絵をありがとうございます。私の努力が足りず、文倉さんの絵に似合う小説を書けなかったのがただただ悔くやしいです。もし機会が御ご座ざいましたら、また一緒に仕事をさせてください。誠まことにありがとうございました。そして、またもファンレターを下さった方、本当に励はげみになりました。こんな私ですが、これからもどうかよろしくお願い致します。

　そして最後にこの『イチゴ色禁区』の最終巻に携たずさわった関係者の方、そしてこの本を手に取っていただいた方々に深く感謝の意を述べさせていただきます。ありがとうございました。
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